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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ１





　０






　ナーガとハリガン一党は黒い森に侵攻しようとしたカサンドラ王国軍二千を、僅わずか二十足らずの人数で撃退したばかりだ。魔女たちにすれば、それだけでも快かい哉さいを叫びたくなる大勝利だが、ナーガはその程度では満足していなかった。

　彼は「魔女と人とが共に暮らせる世界」を創るため、さらなる攻勢をかけようと言い、その取っかかりとして、エインの砦とりでを奪うばうための作戦を実行することにした。

　作戦を始めるに当たり、ナーガは主だった魔女を一の砦に集めて作戦会議──彼は「軍いくさ評ひよう定じよう」と言っていたが──を開いた。

　ナーガは一の砦を前線基地として使うつもりなので、彼自身はここに詰めたままだ。
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「シュバイツ川を見張る必要があるな」

　そう言ってナーガは、一の砦の居住棟の一室に集まった魔女たちを見回した。

　ハリガンが怪け訝げんそうな顔で彼に訊きく。

「カサンドラ王国軍がもう一度、川を渡って攻めてくる可能性があると言うのか？」

「いや、その可能性はほとんどない。無視していいだろう。見張るのは、連中が何か新たな行動を始めないかどうかを探るためだ」

「渡と河かして攻撃してこないのに新たな作戦行動？」

　ハリガンだけでなく、他の魔女たちもナーガが言わんとすることがわからないらしく、首を捻ひねったり、不思議そうな顔でナーガを見たりしている。

（ああ、そうか。そういうところから説明しないといけないのか。戦いくさ慣れしていないから無理もないか……というか、特殊な戦しかしてこなかったから無理はないと言うべきか）

　ナーガは、例えば、と具体例を挙げて説明する。

「魔女の攻勢に備えて防御陣地を構築する……というのがいちばんありそうだな」

「なるほど」

「ただ、あの川はどこでも渡河できそうだ。道が途切れる辺りだけを守っていても仕方がないんだが。それに、先の戦で大損害を出したカサンドラ王国軍に、大がかりな防御陣地や新たな砦を築くような余力はないだろうと俺おれは見ている」

「それでも見張るのか」

　とハリガンが重ねて訊くと、もちろんだ、とナーガは頷うなずいた。

「可能性は低いというだけで皆無じゃないからな。新たな部隊を川のこちら側へ投入する可能性だって皆無じゃない。あらゆる可能性を想定して予あらかじめ手を打っておくのが最終的な勝利のために必要なんだよ」

「そ、そうか。その辺はナーガに任せるしかないから、吾われにどうこうはないが」

　こと戦闘に関かんしてはナーガを全面的に信頼しているハリガンがそう言って首しゆ肯こうすると、アイスが右手を挙げた。

「その場合、わたしたちは川のどこをどう見張ればいいのですか？　上流から下流までを見張るとなると、総員出動……みたいになってしまいますけど」

「それほど広い範囲を見張る必要はないぞ。道が途切れる箇所の上流側と下流側を一定の範囲で見ていればいいだろう。それ以外の場所は、ユウキが定期的に飛んで偵察しているわけだからな」

「そうよね。わたしってば、どんなに忙しくても偵察任務は欠かさないものね。なんて働き者なのかしらね、わたしは」

　と言って立ち上がったユウキが胸を張る。

「自分で言うかな、そういうこと」

「さすがユウキ、自己主張ができる魔女です」

「自己主張っていうより、自己顕示って言ったほうが」

「ナーガさんに誉ほめてほしいんじゃないの？」

　ケイやノノエルを始めとする他の魔女がこそこそと囁ささやき合っていると。

「そこ！　何か言いたいことがあるわけ!?」

　目を吊つり上あげたユウキが、びしぃっ、と指さしてきたので、ケイたちは慌てて目を逸そらせた。

「いやいや、ユウキの働きは大したもんだ。俺おれはちゃんと認めているぜ」

「当然よね」

「そうだよな、ハリガン？」

「ん？　あ[image: ][image: ]、まぁ……そうよなぁ」

「ハリ姉ねえの言葉に、これっぽっちも熱意が感じられないんですけどっ？」

　魔女たちがクスクスと笑い、ユウキは赤い顔で床しよう几ぎに腰を下ろした。

「で、話を戻すがな。見張る場所は道が途切れる辺りでいい。見張りの役目は、そうだな、やはりノノエルが適任かな」

「あ、はい、やりますです」

「あとは、ノノエルの護衛役としてケイと」

　ナーガが顔を向けてきたので、ケイは右手を挙げた。

「うん、いいよ」

「あともう一人……かな」

「あ、じゃあ、わたし、行きまぁす」

　ケイに続いてイクシーヌも手を挙げたので、ナーガは見張りを三人に任せることにした。

「イクシーヌは馬を連れていけ。馬は見つからないところに隠しておけよ？　もしも何か異変があったら馬を走らせて報しらせるんだ」

「わかりました──」
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　こうしてナーガは、シュバイツ川周辺を見張らせるため、ノノエル、ケイ、イクシーヌを送り出した。

　ナーガとしては、当然の行動、当然の人選を実行しただけだったが、何気ないこの一手が魔女たちの将来を左右するような重大な結果をもたらすとは、さすがのナーガも夢想だにできなかった。















プロローグ２




　カサンドラ王国軍を束ねる立場となったグィスカル新将軍は、己の執務室で壁に貼った大きな地図を睨にらみつけていた。

　それは辺境地方にあるカサンドラ王国周辺の地図で、王都から延びる道沿いにあるエインの砦とりでと、さらに先、シュバイツ川とその向こうに広がる荒野、大だい断だん崖がい上の広大な黒い森などが描かれている。

　果たして魔女は川のこちらへ攻めてくるのかどうか。それがグィスカルの頭を悩ましている大問題だった。

（シュバイツ川の戦いで我が軍が一敗地に塗まみれたとはいえ、それで魔女がこちら側にまで侵攻してくるとは考え難にくいです。少人数の魔女の集団が、わざわざそんな危険を冒すとは思えません）

　そう、黒い森さえ確保できていれば、魔女たちはそこで暮らしていけるのだから、何も好きこのんで人間相手に戦いくさを吹っかける理由が見当たらないのだ。だから、魔女の侵攻をそれほど恐れる必要などないと思うが、それでも新将軍として備えを疎おろそかにするわけにはいかなかった。今までの魔女の行動理念からすれば、シュバイツ川でカサンドラ王国軍を迎え撃つこと自体があり得ないことだったからだ。

　とはいえ、彼にできることはたかがしれている。

　カサンドラ王国軍の将軍とはいえ、王家直属の部隊は国王の命令がなければ動かせないから、彼が独自に動かせる兵は一千五百程度。

　しかも諸侯は先の敗戦で腰が引け気味で、あれこれと理由をつけて追加の兵を出すのを渋っている。魔女追討の兵を挙げるなどとグィスカルが言い出せば、いま出している兵ですら引き揚げてしまいかねない。

　グィスカルは右手に持った指揮棒で地図の一点、道がシュバイツ川に突き当たる辺りを軽く叩たたいた。

（できることは何らかの防御施設を構築しておくくらいですか。川の近くに砦を……いや、そこまで兵に余裕はありません。そもそも砦を造っているのを知れば、魔女が壊しに来るでしょう。それでは魔女をこちら側に引っ張り込むことになってしまいます。それ以前に、川の一地点だけを守っても意味はありません。上流から下流まで、どこでも渡れるのですから、砦を造るよりは川に沿って陣地を構築すべきでしょうか……）

　そのためには多くの兵と費用と時間を投入しなくてはならないが、いま王国の金かね蔵ぐらに、そこまで余裕があるわけではない。元々が軍で主計業務を司つかさどっていたグィスカルのこと、使える資金がどれほどあるかは誰だれよりも知っている。

（……エインの砦を増強して守備兵を増やすというのが現実的な対策になりますか）

　現状維持に毛の生えた程度の対策でしかないが、これなら不安がる諸侯や兵を刺激しないで済むという利点もある。

　とはいえ、それも簡単なことではない。

　魔女に大敗を喫きつしたため、諸侯の兵は怯おびえ、雇い兵からは辞める者が続出し、王家直属の兵のあいだにも動揺が広がっている。兵を叱しつ咤たし、陣地を構築するためにシュバイツ川まで送り出すだけで一苦労だ。

　とりあえず、使い潰してもかまわないライバッハの部隊を送り込んだが、川沿いに陣地を構築するには彼の部隊だけではまったく足りない。

（あの男の部隊が問題なく見張りの任務を続けていれば、腰が引けた諸侯の部隊も川まで出向く気になるのですが）

　魔女が直すぐに川を越えて攻めてくるとは思えないから、今のところそれで我慢するしかない。

　グィスカルには、それ以上に気がかりなことがあった。

　早急に辞めた兵を補充しなくてはならないのだ。

　何しろ大隊一つが丸ごと損耗した上に辞める兵が続出している。王国軍の戦力は半減という有様で、これを解消しなくては魔女と戦うどころの話ではない。

　だが、この先、魔女と戦うことが予想されるとなれば、給金を引き上げなくては新規の兵は集まらないだろう。支度金も出す必要があるかもしれない。

　主計官上がりのグィスカルには、使える予算の制約が最大の頭痛の種だった。

「くそっ」

　グィスカルは大きく舌打ちして手にした指揮棒を地図に叩たたきつけていた。

　いくら考えても名案は浮かばない。二進につちも三進さつちもいかない状況に追い込まれているのを再確認するだけだった。




「将軍」

　扉の外で副官のリガヤの声が上がった。

　床に落ちた指揮棒を慌てて拾い上げたグィスカルは、そそくさと自分の椅子まで戻り、外に向かって返事をした。

「入りなさい」

「失礼いたします」

　渋茶の軍務服に身を包んだ長身のリガヤが入ってきた。

　あまり感情を表さない沈着冷静な男だが、珍しく今日は足音が高く歩幅も広い。それでグィスカルは何か起きたことを悟り、思わず腰を浮かせていた。

「まさか魔女が攻めてきましたか!?」

「いえ、そうではありません」

　というリガヤの応えにグィスカルは安あん堵どの息を漏らしたが、副官の手前、取り繕つくろうようにゆっくりと腰を落とした。

「では、何がありました？」

「どうも周辺諸国が武器や兵ひよう糧ろうを集めているようです」

「なん……ですと？」

　グィスカルは、リガヤがもたらした新しい情報の意味を考える。

「奴やつら、我が国を攻めるつもりでは？」

「……それはないでしょう。アイユーブ枢すう機き卿きようの目もありますからね」

「でしょうか」

（もっとも、そのアイユーブ枢機卿が我が国にとっても目め障ざわりな存在なのですが）

　つい先日もアイユーブは、グィスカルに対して将軍就任の祝辞を述べるためにわざわざカサンドラ王国の王都を訪れたのだが、祝いの言葉などそっちのけで、シュバイツ川での大敗に対する嫌みを言うだけ言って帰っていった。

　このまま手をこまねいていてはアイユーブの不興を買う虞おそれがある。そうなれば、周囲の国々がカサンドラ王国の領域を削りにかかったときの抑止力を失うことになる。

（まったくもって頭が痛い。こんなときに将軍など引き受けるんじゃなかった……）

　グィスカルは両手で頭を抱えたくなるのを必死で我慢した。

（そう、それでもやらなければならない。この国の国王の座を手に入れるというわたしの野望を実現させるために）

「とりあえず。とりあえずエインの砦とりでの増強に着手します。指揮はマグレイブにやらせましょう。必要な資材の見積もりを出させてください、リガヤ」

「了解いたしました」




　まさに今このとき、ナーガと魔女たちが虎こ視し眈たん々たんとエインの砦に狙いを定めて動き始めているのだが、そんなことはまったく予想していないから、グィスカルの対応はどうしてもその場凌しのぎの小手先のものになる。

　カサンドラ王国対魔女（とナーガ）という局面に限定すれば、すでに流れは魔女の側に大きく傾きつつあった。






















第１章　同盟締結
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　スレイマーヤ一族の長おさヴィータが、ふだんの居を構えている黒い森の砦とりで。

　アイスとレラはそこを訪れようとしていた。

　二人が歩いている森の道はそれなりに手入れがされていて、それほど歩き難にくくはない。二人とも、いつもと変わらぬ薄着のままだ。




　まずヴィータに会うこと自体が一苦労だとアイスは予想していたのだが、スレイマーヤ一族の支配領域に入ったところで、一族の魔女エリュシオーネが姿を見せた。

　エリュシオーネは見知った顔なので、アイスがヴィータと会いたい旨むねを彼女に告げると、予想に反してあっさりと申し出が了承された。二人には意外な展開だった。

　それどころか、エリュシオーネは、

「そろそろおまえたちのほうから連絡があるはずだとは母かか様さまは仰おつしやっていたからな。そこでこうして待っていたのだ」

　と言うではないか。

　アイスとレラは思わず顔を見合わせる。

「わたしたちがカサンドラ王国軍と戦って勝利したから何か言ってくるだろうと予測し、た……ので、は？」

　とレラが囁ささやいて、アイスもなるほどと頷うなずいた。

「いま母様は二の砦にいらっしゃる。おまえたちが来たら連れてこいと言われてるんだ。案内しよう、ついてくるがいい」

　そう言ってエリュシオーネは身を翻ひるがえし、暗い森の中を歩き出す。

　アイスとレラは、もう一度、顔を見合わせた。

「ひねくれ者のヴィータさんが素直すぎて、なんだか気持ち悪いわね」

「アイスあまりそういうことは言わないほう、が……」

　足を止とめて振り向いたエリュシオーネがアイスを睨ねめつけた。

「聞こえているぞ、アイス」

「え？　なんのことかしら？」

「こいつは」

　しばらくアイスを睨にらんでいたエリュシオーネだが、やがて小さなため息を吐ついて表情を和らげた。

「まぁいいだろう。母様がひねくれ者だという意見には、わたしも反対はしないからな。というより、賛成するからな」

　そんな本音を漏らしてしまったエリュシオーネは、慌てて周囲を見回した。

「母かか様さまに言うなよ」

　アイスはにっこりと笑って応える。

「もちろん言いませんよ、エリュシー。お互い、殺されたくはありませんものね」

「……ついてこい」

　体からだを反転させたエリュシオーネが歩き出し、そのあとをアイスとレラがついていった。
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　エリュシオーネに導かれてスレイマーヤ一族の砦とりでの一つに着いたアイスとレラは、一族の魔女たちが物珍しそうに見つめる中をヴィータの住居へと案内された。

　族長の住居といっても、基本、掘ほっ立たて小屋に近い簡素な作りだ。

　出入り口の扉の前に立ったエリュシオーネが、

「母様。母様のお話の通り、ハリガン殿のところから遣いがやって来ました」

　と大きな声で呼びかけると、中から物憂げな声が返ってきた。

「遣いは誰だれじゃ？」

「アイスとレラです」

「ふふん。その二人を寄よ越こすとは、ハリガンめ、本気のようじゃな。入るがよいわ」

　扉を開けたエリュシオーネが、二人に向かって中に入れと促した。

「失礼します、ヴィータさん」

「お邪魔いたしま、す」

　二人は建物の中に足を踏ふみ入れる。

　入ったところが、だだっ広い居間になっていた。木の床に木の壁、天井はなく屋根裏が素通しという作りは、アイスたちの砦にある住居と変わらない。

　部屋にある窓は板戸が閉められている。

　奥のほうに燭しよく台だいが二つ立っていて蝋ろう燭そくが燃えているが、その炎は部屋の広さに比べると弱々しく、室内は薄暗い。

　居間の奥まったところが一段高くなっていて、そこに厚い敷物を敷いたヴィータが横たわっていた。もう一人魔女がいて、その魔女に膝枕してもらっている。

「ご無沙汰しております、ヴィータさん」

　二人が奥のヴィータに向かって頭を下げると、彼女はむくりと身を起こした。

「ああ、久しぶりじゃの」

　小柄な体型に似合った可愛かわいい衣装を着ているヴィータは、近くに来いと二人を手招いた。

　アイスとレラが寄っていくと、ヴィータは傍かたわらの魔女に顔を向ける。

「ドーラ、二人に床しよう几ぎを出してやれ」

「はい、母かか様さま」

　呼ばれて立ち上がった魔女は、切れ込みが無数に入った長なが裳もを身に纏まとっていた。

　エリュシオーネほどではないが背が高く、エリュシオーネよりも体からだの線が優雅で凹おう凸とつがはっきりしているように見えた。もっともエリュシオーネは、いつも大きくてゆったりとした長いマンテラを羽織っているので、体の線がわかり難にくいのだが。

　ドーラと呼ばれた魔女が一段低いほうの床へ床几を二つ、並べて置いた。

「座れ」

「ありがとうございます」

「アイスは静かに座れよ」

「はい？」

「ぬしが乱暴に座ると、床几が壊れる」

　アイスの笑顔が、ぴしっ、と強こわばった。

「いえいえ、わたし、そこまで重いわけではありませんよ？」

「さようか？　ならばいいのじゃがな」

（相変わらず失礼な人です）

　という思いは心の奥に隠したまま、アイスは静かに床几に腰を下ろした。

　レラも腰を下ろすと、ドーラという魔女とエリュシオーネは一段高くなった床へ上がり、ヴィータの両脇に陣取った。

　厚手の敷物にあぐらを掻かいて座ったヴィータが、アイスに視線を据えた。

　子供のように可愛かわいらしい顔と体型に似つかわしくない鋭い視線だ。

「今日は何用じゃ……と訊きく前に、一つ、こちらの質問に答えよ、アイス。ぬしらのところに人の男がおるそうじゃな？」

　と訊いてきたヴィータに、アイスは極上の笑みを作って応えた。

「男の方かたが一人いることはいますけれど、人の男と言ってしまっていいのかどうかはわかりません」

　ヴィータがアイスに向けている目が細められ、瞳に剣けん呑のんな光が宿る。

「なんじゃと？　わかりませんとは、どういう意味じゃ？　吾われはそういうまどろっこしい謎かけごっこ、あまり好きではないのじゃがな」

「いいえ。謎かけではありませんよ、ヴィータさん」

「なら、なんじゃ？」

「ナーガさん……」

　と言いかけたアイスを遮って、ヴィータが口を挟んできた。

「龍王ナーガとはなんじゃ？」

「その方のお名前です」

「龍王ナーガじゃと？　ずいぶんと偉そうな名前じゃのう」

　というヴィータの揶や揄ゆを無視してアイスは話を続ける。

「ナーガさんが果たしてただの人の男なのかどうか、わたしたちにもまだよくわからない……という意味です」

　ヴィータは小首を傾かしげた。

「それこそ意味がわからんな。人の男でなければ、なんだというのじゃ？」

「もしかすると、その名の通り龍王ナーガかもしれません」

　澄ました顔でアイスがそう言うと、ヴィータは目を見開いた。

「あるいは、龍りゆう王おうの御み遣つかいとして異世界からやってきた……のかもしれません」

「……ぬしら、正気か？」

　アイスが、ふっと微笑ほほえんだ。

「正気ではないのかもしれませんね。たった二十人足らずで、カサンドラ王国軍の二千を相手にしようと思うだなんて。相手にして勝てると思うだなんて」

　それじゃ！　とヴィータは手を打った。

「つまり、先の戦いくさはそのナーガとかいう男の主導の下もとに戦ったということか？」

「ええ、そうお考えいただいていいと思いますよ」

　ヴィータは身を乗り出すようにして言った。

「そやつがどうしてぬしらのところにおる？　ぬしらはどのようにして二千ものカサンドラ王国軍を退けた？　詳しく聞かせよ」

「はい、それは」
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　ナーガが出現したところから今までを簡潔にまとめ、アイスがヴィータに説明した。

　彼女の話を聞いているあいだ、ヴィータはずっと難しい顔で腕組みをしていたが。




「……とまぁ、だいたいそんな経緯ですね」




　アイスの説明を聴き終えたヴィータは小さく唸うなって、まじまじとアイスを見つめた。

「いきなり空から男が降ってきたなど……ぬしがこのような場で洒落しやれや酔すい狂きようを言う女ではないことは知っておるが、にわかには信じられん話よの」

「そうですね。カサンドラ王国軍の二千に勝てたのが、わたしたち自身でもまだ信じられない思いですから」

「さようか。にしても、その戦い方、たしかに人でも魔女でもない奇き天て烈れつなものじゃが、しかし……うん？」

　腕組みしたまま首を捻ひねっていたヴィータが、ふと顔を上げた。

「ぬしとレラが、この時機に吾われのところへ来たということは……？」

「ええ、そうです。ナーガさんの遣いとして来ました」

「ほうほう、面白いの。そのナーガとやら、吾に何を伝えたい？」

「では、ナーガさんのお言葉をお伝えしますね」

　アイスはわざとらしく一つ咳せき払ばらいをしてから居住まいを正した。

「『人と魔女とが安心して一緒に暮らせる、そんな新しい世界を創るために、俺おれたちと、つまりハリガン一党とってことだが、俺たちと共に戦ってくれないか』」

「な!?」

　ヴィータは絶句した。

　ナーガの言葉があまりにも現実離れした内容と思ったからだ。

（黒い森を守るでもなく。人の軍を追い払うでもなく。新しい世界を創る……と来たか。正気か、その男）

「狂たぶれ人びとの戯言たわごとだと思いますか？　この世界の現実を知らない異世界から来た男の夢想だと思いますか？」















　という問いかけにヴィータが顔を上げると、自分を正面から見据えているアイスと視線が合った。

「……さて、戯言たわごとか夢想か空想か、それとも実現の可能性のある理想か。その男に会ってみたくなったのう」

　アイスが顔を綻ほころばせた。

「はい、こちらも、ナーガさんと会って話をしていただきたいと思っていました」

「期日は？」

「早いほうがいいので、明日ではどうでしょうか？」

「吾われはかまわんよ。場所は？」

「こちらへお伺いします」

「そうか。では、明日の、そうじゃの、正午ではどうじゃ？」

「けっこうです。それでお願いします」

「ああ、待っておる」

　と頷うなずいたヴィータは、それはそうと、とアイスの隣のレラに目を向けてきた。

「先ほどから黙だんまりじゃのう、レラ」

「わたしは話すのがあまり得意ではありませんの、で」

「くくっ、さようか。ならば、一つだけ答えてくれんか。ぬしは、そのナーガという男をどう見る？　龍りゆう王おうに見えたかや？」

「龍りゆう王おうかどうかはわかりません、が少なくともこの世界の者ではないと思いまし、た」

「ふうむ。ぬしのことじゃ、さぞかし根掘り葉掘り訊きいた……いや、其そ奴やつは記憶を喪うしなっておるのだったの」

「は、い。でも思い出したら向こうの世界のことを根掘り葉掘り訊き出すつもりで、す」

　くっくっくっ、とヴィータは楽しそうに笑う。

「その男が記憶を取り戻すとよいのう、レラ」

「は、い」

「よし。では明日の正午、吾は待っておるからの、アイスよ」

「よろしくお願いします」

　アイスとレラが頭を下げ、会見は終わった。
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　ヴィータの下もとを去り、自分たちの砦とりでへと帰る道すがら。




　鬱うつ蒼そうとした森の中の小こ径みちを早足で歩きながら、アイスはレラに声をかけた。

「予想外にすんなりといったわね」

「そうだ、ね。ヴィータさんもナーガさんに興味を持ったみた、い。それにあの女ひとは道理のわかる魔、女。というより魔女の中では将来を見通す目を持って、いる」

「そうよね。意地悪で偏屈で皮肉屋だけど、判断力とか思考力はしっかりしているわよね。それにものの考え方も柔軟だし」

「本人がいないと言いたい放題だねアイ、ス」

「いやぁね、本人がいないからこそ言いたいことを堂々と言えるのじゃない。本人の前で言いたいことを言うような者は、ただの馬ば鹿かだわ」

　レラはジト目になってアイスを見やった。

（正論かもしれないけ、ど）

「でも、よかった。ヴィータさんがナーガさんと会う気になってくれて」

「会ってどうなるかはわからな、い」

「ヴィータさんなら、ナーガさんと会って話をすれば、その気になるのではないかしら」

「どうしてそう思う、の？」

「なんとなくそんな気がするだけ」

「そ、う」

「ヴィータさんが協力してくだされば、エインの砦とりでを陥おとせるかもしれないわね」

「どうだろ、う。そんな絵え空そら事ごととか言って怒り出さないか、な」

「大丈夫よ。きっと。たぶん」

「前向きだ、ね」

　というレラの突っ込みに、アイスは足を止とめ振り返ると、ふふ、と笑った。

「何かね、わたし今、そういう気分なの。ほら、今までは五ご里り霧む中ちゆうって感じで、そもそもどちらが前なのか後ろなのかもわかっていなかったじゃない？　それが、今は視界がはっきりしてきて、進むべき道が見えてきて、彼方かなたには朧おぼろ気げながら未来が見えている。そんな気がするのよ」

（アイスの言うとおりだけ、ど。緩やかな滅びへの坂道を下っているだけだったわたしたち魔女に微かすかな希望の光が見えているのはまちがいな、い。それはもしかする、と）

　レラはナーガの言った、一つの勝利は次の戦いの始まりでしかなく、これからも戦いはずっと続いていく、という言葉を思い出す。

　この先、魔女の未来のために果てしない戦いを繰り返すことになるのかもしれない。

　魔女の未来のために戦い、中には命を落とす者も出るだろう。

（みんなにはそれがわかっているのか、な）

　とレラは少し不安になるが。

　未来が見えるということは生きる希望があるということだ。長く沈滞していたハインドラ一族に、いま大いなる活気が生まれている。誰だれの顔も明るく輝いている。

（それはきっといいこと……なんだよ、ね。それに夢なら夢でいいのかもしれな、い）

　そしてレラは、もう少しこの夢を見続けていたいとも思った。

（だって夢を見ているあいだは希望を感じられるも、の。とりあえず、夢を見させてくれたナーガさんに感謝、か、な）

「あら。レラも珍しく機嫌がよさそうね？」

「え？　そ、そうか、な？」

「そうね。貴女あなたのそんな嬉うれしそうな顔、珍しいわよ」

　レラは、自分ではそれほど表情が変わったつもりもないのだが、アイスは目め敏ざといから、そういうところは見み逃のがさない。彼女がそう言うのなら、きっとそのとおりなのだろう。

「アイス」

「なに？」

「ナーガさんのことどう思、う？」

「え？　い、いきなり何を訊きくの。そんなこと、きゅ、急には答えられないわよ」

　顔を赤くしたアイスがわたわたと手を振るのを見て、またもやレラがジト目になった。

「……あのそういうことじゃ、なくてあの人が龍りゆう王おうあるいは龍りゆう王おうの御み遣つかいだと思う？　ということを訊いたんだけ、ど」

「ああぁ、そ、そうね。えっと……」

　少し宙を睨にらんでいたアイスだが、やがて顔を戻し、そして笑った。

「わからないわ」

「あそう」

「でも、いいじゃない、そんなこと」

「そんなことなのか、な」

「だって、あの人が龍王ナーガだろうが龍王ナーガの御遣いだろうがそうでなかろうが、わたしたちに希望を与えてくれたのは事実だもの。だからわたし、あの人についていくことにしたの」

「そ……そうなん、だ」

（そうだ、アイスは強い女だった）

　この場合、肉体が、という意味ではない。精神が、という意味だ。

　アイスが魔女たちの姉貴分なのは、たんに年上だからとか、肉体を強化させると凄すさまじい戦闘力になるとか、そういう単純な理由ではなく、精神的に皆をまとめ引っ張っていけるからだ。ハリガンとアイスがナーガについていくと言うのなら、一族の魔女は誰一人として反対しないだろう。

（そうわたし、も）

「レラも、そうなんでしょう？」

　そう言ってアイスが顔を覗のぞき込こんできたので、レラは思わず顔を背そむけてしまった。

　素直にそうだとは言いづらく、レラは、

「あの人のいた世界に興味がある、か、ら」

　と答えておいた。

「だったら、少なくともナーガさんが記憶を取り戻すまではついていかないと駄目ね」

「そう、だ、ね」

　アイスがにっこりと破顔した。

「頑張ろう」

「う、うん」

「じゃ、急いで戻って、ヴィータさんとナーガさんの会談の手て筈はずを調ととのえましょう」
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　翌日──。




　ハリガンやアイスに伴われたナーガは、ヴィータが待つ砦とりでを訪れるべく、馬を歩ませて黒い森を進んでいた。

　今日は時間に余裕があるため、誰だれも走ろうと言い出さないのがありがたい。馬に乗っていても、薄暗い森の中、知らない道を全力で駆けるのは、あまり気が進まない。

　同行したのは前述の二人を除くと、レラともう一人、二の砦を任されているランジュという魔女だった。

　ナーガ以外の四人は徒歩だったが、ふつうに歩いていてもナーガの感覚の早足に近く、馬の歩みをことさら遅くしなくてもいいのは助かった。

　初めて顔を合わせたランジュはユウキやレラよりも年上で、アイスよりは少し下という年齢らしい。魔女には珍しい黒髪で、綺き麗れいな顔立ちをしているが、無表情で無愛想な魔女だった。どことなく異国風の印象もある。

（というか、少し懐かしい感じだな。髪が黒いせいかな）

　と思ったナーガが挨拶をしても、

「貴男あなたがナーガか。わたしはランジュという。よろしく」

　と応えただけで、あとは何を話しかけても目立った反応を見せなかった。

「あいつ、俺おれのことを嫌っているのかな？」

　と、ナーガがそっとアイスに訊きくと。

「そういうわけではないと思いますよ。ランジュは、元々ああいう魔女なのです。他人のことにあまり興味を持たないといいますか」

「ふぅん」

　どうしてそんな魔女をヴィータとの話し合いの席に呼んだのか？　と思うものの、ハリガンには何か考えがあるのだろうし、一族のことに口を出す立場でもないので、ナーガはそれ以上のことを訊きかなかった。

（ともかく。今日はヴィータという他の一族を束ねる魔女との話し合いが最優先だしな。そいつをその気にさせて、なんとか協力を取り付けたいものだが）

　会談を前に、ナーガはハリガンから、ヴィータに関かんするあれやこれやを教えてもらっていた。

　ナーガは馬の手た綱づなを繰りながら、もう一度、ヴィータという魔女についてのハリガンの話を思い起こす。
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　ハリガンによれば、ヴィータは、

「吾われよりも年上で、偏屈で嫌みで尊大で協調性がなく独善的でわがままな嫌われ者だ」

　という魔女らしい。

「いいとこねえじゃねえか」

　とナーガがツッコむと、ハリガンはしごく真面目な顔で頷うなずいた。

「うむ。まったくない」

「丸ごと肯定かよ」

「吾もヴィータのことは、あまり好きではないのでな」

「なかなか難物だな。説得するのに骨が折れそう……か」

「さて、そこはどうだろう」

「どういう意味だ？」

「変わり者なだけに、変わり者のおぬしとは気が合うやもしれん」

「止やめてくれ。俺おれは変わり者なんかじゃないだろ」

「そういうことを平然と言うところが変わっていると言っておる」

「う……そうか」

「アイスの話を聞く限り、ヴィータはおぬしに興味を持ったようだからな、追い返されることはあるまいよ。あとは、まぁ出たとこ勝負だ」

「……だな。ところで、そのヴィータの魔法はどんなモノなんだ？」

「奴やつの魔法を一言で言えば、重さを操る魔法……かな」

「重さを？」

　怪け訝げんそうなナーガに、ハリガンは例えば、と具体例を挙げて説明する。

「おぬしがヴィータのことを年とし増まだとかなんとか言って機嫌を損ねたとしよう」

「おい、嫌な具体例だな。っていうか、俺おれはそこまで無神経じゃねえぞ」

「だから仮にの話だ。最後まで聞け」

「あ……ああ」

「気がつくとおぬしの体重が二倍にも三倍にも増えていて身動きができなくなっている」

「本当かよ」

「本当だとも。吾われが子供の頃、スレイマーヤ一族の子供を泣かせたときなど、そうやって身動きを封じられて取り押さえられ、尻を叩たたかれたもの……あ」

「ほほう？」

　ナーガがにやにやと笑っている。

「おまえも子供時代は、なかなかやんちゃだったんだな」

　ハリガンの髪の毛がぶわっと持ち上がり、そして大おお槌づちの形状を取った。

「今の話は忘れたほうがお互いの身のためだと思うがな？」

「わ、わかった。綺き麗れいさっぱり忘れた。っていうか、そもそも俺は何も聞いちゃいねえ」

「なら、いいのだがな」

　ハリガンの髪の毛が解ほどけたので、ナーガは大きく安あん堵どの息を漏らしたものだ。

「それにしても、重さを、なぁ。それは誰だれにでも利くのか？　複数を相手でも利くのか？　どこでも使えるのか？」

「どういう条件でどのくらいの範囲でどのくらい強力な魔法を使えるのかは秘密なのだ。とくに他の一族の者にはな。だから吾も、それ以上の詳しいことは知らん」

「なるほど。しかし、重さか。重さ……重さなぁ」
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　というようなやりとりがあったわけだが、ナーガはそのとき、これは使えそうだという予感がした。具体的にどうというところまでは思い浮かばなかったが、きっと何かに使えそうな気がする。

（だからこそ、上う手まいこと味方に引っ張り込まなくちゃあな）




　そんなことを考えながら馬を進めていたら、いつの間にか目的地に近づいていたらしい。

「ナーガ、着いたぞ。あの先にスレイマーヤ一族の砦とりでがある」

　というハリガンの声に顔を上げると、少し先で森が途切れているのがわかった。

（さて、ヴィータって魔女、どんな奴やつかな）

　ナーガはこのあとの会談の首尾が自分たちの未来を大きく左右しそうな気がして、武者震いをするのだった。
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「なるほど、ぬしが龍王ナーガなんぞという巫ふ山ざ戯けた名前を持つ男か。たしかに異相よの」

　砦とりでの住居棟の一室で向き合った直後、まだ挨拶も済まさないうちにヴィータがそんなことを言ってきた。

　ヴィータと彼女の娘むすめたちが一段高い床の上に横一列になって床しよう几ぎに腰を下ろし、ナーガたち五人は相手に正対して低いほうの床に、やはり横一列に並べた床几に座っていた。

（あんたのほうこそ、異相というか異い形ぎようというか。そんな子供体型でハリガンよりも年上だってのか）

　と思ったものの、そこに触れてはいけない気がするので、ナーガは、

「そんなに変わっているか？」

　と訊きき返すに留とどめておいたが、それでもヴィータの左右に控えているスレイマーヤ一族の魔女たちが色めき立った。

「貴様、母かか様さまに向かってその口の利きようはなんだ！」

「人間風ふ情ぜいが舐なめたことをほざくなよ？」

　するとヴィータがさっと手を挙げて娘たちを制した。

「きゃんきゃんとうるさいのう。ぬしらは犬か。少し黙っておれ」

「す、すみません、母様」

「では、互いに自己紹介といこうかえ」

　そう言ってヴィータが立ち上がったので、ナーガたちも床几から腰を浮かせる。

　ヴィータは薄い胸を突き出すように反そっくり返った。

「吾われはヴィータ・スールシャール・スレイマーヤ。スレイマーヤ一族の長おさよ」

「俺おれは……あ[image: ][image: ]、今のところナーガだ」

「なんじゃ、今のところとは!?」

「すまん、もう聞き及んでると思うが、俺はこちらの世界に落ちてきたときの衝撃で記憶を喪なくしていてな。自分の名前も一部しか覚えていないんだ」

「それがナーガ……ということか」

　ヴィータが、ふふん、と鼻で笑って腰を下ろしたので、ナーガたちも座った。

「で、龍王ナーガ様よ、ぬしの計略でハインドラ一族はカサンドラ王国軍の二千に勝利したそうじゃが？」

「俺の計略で、というのは正しくないな」

「ほう？　ではどうして二千もの軍勢に勝てた？」

「俺おれの計略どおりにハリガンたちが動いてくれたから、だな」

（自分の手柄はしっかり主張するのか。よほどの自信家なのか、さもなくば思い上がった馬ば鹿かなのか）

　が、ヴィータはそんな思いはおくびにも出さない。

「ハリガンよ、ぬしはいい娘むすめらに恵まれたものよのう？」

　と言うヴィータの言葉はハリガンに対する皮肉のようだが、聞きようによっては自分の娘たちに対する皮肉と取れなくもない。彼女の左右に居並んだスレイマーヤ一族の魔女の何人かは不服そうな表情になった。

「で、龍王ナーガ様よ、吾われに何用じゃ？　わざわざ戦いくさの自慢話をしにきおったわけでもあるまい。具体的にはどんな話をしたいのじゃ？」

「まぁ自慢もしたいんだがな。それはさておき」

　ナーガはヴィータに視線を据えた。

　ヴィータはその視線を正面から受け止とめた。

　強烈な意思の光が彼の瞳に宿っているのが見て取れる。逆に不安や怯おびえ、躊躇ためらいなどは欠片かけらも見えなかった。

（此こ奴やつ、人間のくせに魔女を恐こわがりもせんのか。しかも、これだけ大勢の魔女に囲まれて。いくらハリガンたちと見知った間柄とはいえ、こうも堂々としていられるというのが……まさか、此奴、本当にこの世界の外から来たと？）

　ヴィータの無遠慮な、むしろ不ぶ躾しつけな視線をものともせず、ナーガは力強く言った。

「ヴィータと言ったな、スレイマーヤ一族の魔女長おさよ」

「そうじゃ」

「魔女と人とが一緒に暮らしていける新しい世界を俺たちと一緒に創らないか、ヴィータさんよ」

　ヴィータはまたもや、ふふん、と鼻で笑った。

「先日、会談を申し込まれたときにアイスから聞いたがの、ずいぶんと遠大な理想よな。いや、遠大というより迂う遠えんというべきか？　そんな世界ができれば素晴らしいことじゃが、それこそ机上の空論ではないのかえ？　いったいぜんたい、どうやってその遠大な理想を実現させようというのじゃ？　戦に勝てば実現できると思うておるのか？　だとしたら、ぬしは阿あ呆ほうじゃ」

　ヴィータの言い分を聞いて、ナーガは驚くと同時に嬉うれしくなった。なぜならヴィータもまた、将来を見通すたしかな目があることがわかったからだ。

「そうだ、あんたの言うとおり、何度か戦に勝った程度で実現できるような甘い目標じゃねえ。それはわかっているさ」

　というナーガの答えに、ヴィータも驚いた。

（それを弁わきまえてなお、その理想を説くか！）

「では、理想の世界を実現するために、どのような手段を考えておる？」

「まずは魔女の国を創る。そこは人と魔女とが共に暮らせる国だ」

　ヴィータは何か言おうとして口を動かしかけたが、直すぐに思い直したようで、何も言わないまま腕組みしてナーガに続きを促した。

「国を創って領民を得たら、領土を増やしていく。領民の数を増やしていく。もちろん、そう簡単にはいかないだろう。何度も大おお戦いくさに勝利しなくてはならないしな。だが、それは些さ末まつなことだ。戦には勝てばいいだけだからな。問題は領土を増やし領民を増やしていくところにある。成功するかどうかは、領民を支配する側である魔女が、上う手まく国や領民を統治できるかということに懸かっているんだからな」

（戦には勝てばいいだけ……じゃと!?）

　ヴィータは呆あきれた顔でナーガを見つめた。

（まるで勝利が当然というような言い草じゃな。正気か、此こ奴やつ）

　ヴィータでさえそれなのだから、他の魔女たちは呆れるというより、馬ば鹿かにしたような目で、あるいは蔑さげすむような目でナーガを見ている。

　ナーガの言い分を当然のこととして聞いているのはハリガン一党の魔女だけだ。

（いや、それを当然のこととして聞いてしまうのが、そもそもおかしい。ハリガンたち、此奴の理想に中あてられておるのか？　それとも揃そろって熱病にでも罹かかっておるのか？）

「が、そこはやってみるしかない。試行錯誤って奴だ。ただし魔女は、国というほど組織だった統治を経験していないようだから、そこはどうしたって人の手助けが要いるな。人の国を獲とったら、そこの役人どもを召し抱えて……」

「いやいや、ちょっと待て」

　堪たまらずヴィータは口を挟んでしまった。

「どうした？」

「どうしたというか、どうすればいいというか……」

　ヴィータは目を閉じ、親指と人差し指でグリグリとこめかみを揉もんだ。

「ご高説の途中でまことにすまんがの、いくつか訊ききたいことがあるんじゃよ。訊いてもよいかえ、龍王ナーガ様よ」

「いいぞ。いくらでも訊いてくれ」

　ヴィータは目を見開き、上体を乗り出すようにしてナーガを睨ねめつける。

「魔女の国を創ると言うたが、どうやって創るのじゃ？」

「それは簡単だ。『創った』と言えばいいだけだからな」

「は……はぁ？」

「特別な何かをする必要はないんだ。まずは人間界に向かって『魔女が一致団結して魔女の国を創った』と宣言すればいい」

「……それで何かいいことがあるのか？」

「差し当たってはないな」

「ないなって、ぬしは……」

　ヴィータが情けなさそうな顔になった。

「ゆくゆく活いきてくることだから、それでいいんだ」

「魔女が国を創ったなどと宣言すれば、人間どもを余計に警戒させるだけじゃろうに」

「まぁ、そうだろう。けど、それも些さ細さいなことだ」

「さ、些細って……」

（此こ奴やつの頭の中はどうなっておるのじゃ、いったい）

　ナーガの論理に、思考についていけず、さすがのヴィータも困惑し、混乱する。

「どうせ俺おれたちは人の城を一つずつ陥おとしていかなくちゃならないんだ。それに、カサンドラ王国軍を撃退した時点で、もう充分に警戒されている」

「それは……そうかもしれんがのう」

「領国領地を増やしていけば、警戒どころか、人間界の国々が一致団結して敵対してくるだろうしな」

「それでも勝つと？」

「必ず勝てるとは言えないが、皆が力を合わせて勝てるように努力をすれば、いずれ道は切り拓ひらけるだろうよ」

（計算高い現実主義者なのか、現実を知らん理想主義者なのか。それとも、ただの阿あ呆ほうな楽観論者なのか。話を聞けば聞くほどわからなくなってくるの）

「どうした、顰しかめっ面つらをして？　可愛かわいい顔が台無しだぞ？」

「む……ぬしは女を見る目はしっかりとしておるようじゃのう」

（母かか様さまが？）

（可愛い？）

（あいつ、やっぱり頭おかしいぞ？）

　などと囁ささやき合う娘むすめたちをヴィータが睨ねめつけると、たちまち場が鎮しずまった。

「他の質問は？　ヴィータさんよ」

「あ、ああ、そうじゃったな」

　気を取り直したヴィータは、改めてナーガに向き直る。

「国を創り領民を増やし領地を広げていくという話じゃったが、それはこの黒い森に魔女の国ができたと宣言し、人を呼び込むということか？　あるいは戦いくさで捕虜にした者たちを森に住まわせるということか？」

「そうじゃねえ、そうじゃねえ」

　ナーガは勢いよく首を横に振った。

「この森に国を創ったって、領地を広げることなんかできないからな。背後は急きゆう峻しゆんな山岳地帯で人が住めるような場所じゃないんだろう？」

「そうじゃな。ではどこに創るのじゃ？」

「まずはカサンドラ王国を中心とした辺境地域に、だな」

「な、なんじゃとう!?」

　さすがのヴィータもナーガの言葉には度肝を抜かれた。彼女の横に居並ぶ魔女たちは、呆あきれ返かえって言葉もないといった顔だ。

「どうしてそんなに驚く？　魔女と人との新しい世界を創るんだぞ。人間界に討って出なくちゃ話にならないだろ。まずは辺境地帯を手中にして魔女の国を整え、領民を増やし、いい政まつりごとを行う」

「い……いい政だと？」

「そうだ。いい政を行おこなって、人と魔女とが共に平穏に暮らせる国だということを人間界に向かって喧けん伝でんするんだ」

「それで何が変わる？」

「その先、他の国を攻めるときに国を獲とりやすくなる。魔女の国に占領されても、領民は殺されるわけでも奴隷にされるわけでもない。むしろ今まで以上に安あん寧ねいな暮らしができると皆が思ってくれれば、城が陥おとし易やすくなる。もしかすると、進んで城門を開く街が出てくるかもしれないだろ。おまけに占領統治も楽になる。いいことずくめじゃないか」

　ヴィータは全身が痺しびれるような驚きに浸ひたった。

（こ、此こ奴やつ、もしかしてとんでもない理想主義者であると同時に、とてつもない現実主義者でもあるのか？）

「具体的には……と言いたいところだが、俺おれはまだこの世界の国々の統治の仕組みの詳細を知らないから具体的にどうこう言うのは難しいが、例えば領民の租税を今より軽くするのは当然として、領国内ではなるべく関所を廃止するとか、通行税を取らないとか、街道を整備して道幅を広げるとか、川に橋を架けるとか、そういうところから手をつけていくことになるだろうな」

（間違いない。此奴、遙はるか彼方かなたを遠望しながら足下を固めるのも忘れない。理想主義者にして恐るべき現実主義者じゃ。少なくともそんなことを考える者は、今の人間界にはおらんわ。肝の小さな領主どもの考えることは、道を整備し川に橋を架ければ他国に攻められ易くなるという程度じゃろう）

　ふと顔を上げたヴィータは、こちらを見ているハリガンと目が合った。

（どうだ、面白い男だろう？）

　ハリガンの目はそう語りかけているような気がする。

（ふん、たしかに面白い男ではある。だが、面白いだけでは、吾わが娘むすめらに危険を背負わせるわけにはいかんわ）

　ヴィータはハリガンからナーガに視線を移した。

「ところで龍王ナーガ殿よ、カサンドラ王国を奪とってそこに魔女の国を創るそうじゃが、どうやったら奪れるものか？　ハリガン一族は二、三十人しかおらんし、吾われらもまた同様じゃ。仮に吾らが手を貸したところで動かせるのは四十か五十じゃぞ？　その人数で、どうやってカサンドラ王国を奪る？」

「それに関かんしちゃ、地道にやっていくしかない。つまり、城を一つずつ陥おとしていくってことだ。この世界では城と街は同義らしいから、手っ取り早いと言えば手っ取り早いし、難儀だと言えば難儀なんだが。まぁ急がば回れってことだな」

「簡単に言うてくれるわ。街には一千からの守備兵と数千もの住民がおるのじゃぞ。街を守るためなら住民も武器を取ろう。五十かそこらの吾らが、どうやって陥とす？」

「ふつうなら陥とせないだろう。けれど俺おれたちなら、というか、あんたたちなら陥とせる。魔法という特別な能力を有するあんたたち魔女ならばな」

「じゃ、じゃから、どうやって!?」

「いきなり街を陥とすというのも難しいから、まずは予行演習としてエインの砦とりでを陥とそうと思う」

「あれもこれも簡単に言うのう。ぬしの話を聞いていると、この世に不可能などない気がしてくるわえ」

「だろう？」

「皮肉じゃわ！」

　とツッコんだヴィータは、気を取り直して言葉を継いだ。

「たしかに街を陥とすよりは易やさしいじゃろうが、それでも四十や五十で陥とすのは至難の業わざだと思うがの」

「簡単じゃないのはわかってる。が、それほどの難なん事じでもないと思っている」

　驚くのにも些いささか飽きてきたなと感じながらも、やはりヴィータは驚かざるを得なかった。

「難事ではないじゃと!?　あっさりと言うてくれるな」

「ただし、だ。陥とすためには、あんたたちの協力が要いる」

「ほほう？　吾らが協力すれば陥とせると言うのか？」

　というヴィータの問いに答えず、ナーガは関係なさそうなことを訊きいてきた。

「ヴィータさん、あんたの魔法、重さを操るんだって？」

「あ？　あぁ、ハリガンから聞いたか。そうじゃな、その理解で間ま違ちごうてはおらんな」

「その能力、俺に見せてくれないか。というか、俺に魔法をかけてみてくれないか？」

「おい、ナーガ、無む茶ちやなことは止よせ」

　とハリガンが止とめようとすると。

「乳お化けは黙っておれ」

「ちっ乳お化けとはなんじゃ、この胸なし幼女が」

（うわぁ、始まっちゃった～）

　アイスやレラが酸っぱい物を食べたときのような顔になる。

（姉あね様さま、今日はおとなしかったから大丈夫かなと思ったんですけど）

（まぁここまでよく我慢したほうだ、ね）

　ヴィータ側の魔女も同様で、やれやれといった顔で首を横に振ったりため息を吐ついたりしている。

「ぬしが歩くときにふらつくのは乳が重すぎるせいじゃろう？」

「そういうおぬしは重さなど操らんでも宙に浮かびそうだな？　乳がない分、体からだが軽いだろうからなぁ」

「ハリガン、貴様、吾われに向かってずいぶんと大きな口を叩たたけるようになったものだのう。おねしょを漏らしたぬしの襁褓むつきを吾が替えてやったというに」

　ナーガがチラッとハリガンに視線を向けると、彼女は顔を朱しゆに染め、びしっ、とヴィータを指さした。

「あっ赤ん坊の頃の話だろうが！」

「吾とぬしには、そのくらい差があるということじゃよ。わからんか？」




　どん！




　部屋が揺れ、建物が軋きしんだ。

「ぬおっっ!?」

　気がつくとナーガは床しよう几ぎから転がり落ちていた。





　９






「な……何が起きた……」

　床に転がったナーガは立ち上がろうとして手足に力を入れるが、体は思うように動いてくれなかった。

「こ……これはどういう……って、そうか。これがヴィータ、あんたの魔法!?」

　ナーガが必死で首を巡らせて周囲を確認すると、部屋にいた者はハインドラ一族かスレイマーヤ一族かを問わず、すべて床に這はい蹲つくばっていた。

　今や立っているのはヴィータただ一人である。

「そうよ。これが吾われの魔法。人呼んで『奏かなでの軽けい重ちよう』よ。どうじゃ、動けんじゃろうが」

「う……動けません」

「母かか様さま、抑え……てくださ……い」

　と苦しそうに言ったのは、なぜかスレイマーヤ一族の魔女だった。

（そう言えば……どうしてヴィータは自分とこの一族まで押さえつけてるんだ……って、そうか！）

「お……いヴィータさん……よ」

「ほう、まだ話せるのか。大したものじゃな。で、なんじゃ龍王ナーガ殿よ」

「あ……んたのこの魔法……特定の人物を狙うのじゃなく……て、そこにいる者すべてに等しく働く……んだな？　特定の誰だれかを狙い撃ち……はでき……ないんだな？」

「ほほう、初しよ見けんでそれを見抜くか」

（かなり苦しかろうに、なかなかの観察眼よの）

「仰おおせのとおりじゃがな」

　ふっと、ナーガを押さえつけていた力が緩んだ……というより、体からだが軽くなったという表現が正確か。

（軽くなったというか、体重が元通りになっただけかもしれないが）

　動けるようになった者たちが、もぞもぞと体を動かし上体を持ち上げようとする。

　不意にヴィータが軽く跳んだ。反動もつけず高々と宙に舞ったヴィータは、羽根のように軽く静かにナーガの眼前に着地した。

「こんなこともできるのじゃがな」

　彼女はそう言うとナーガの頭に手を載せる。

「ぐはっっっ」

　肺の中の空気を一気に吐はき出すような悲鳴を上げ、ナーガは床に腹はら這ばいになった。

　手足を動かそうとしても動かない。内臓が押し潰されそうな圧迫感がある。

（これは……筋肉系がやられた……わけじゃねえ。やっぱり……体そのものが重くなっているん……ぐ……）

　ナーガは、かつて道ばたで見かけた潰れた蛙かえるの哀れな姿を思い出した。

（って、そんなことを思い出す暇が……あったらもっと肝心なことを……思い出そうぜ、俺おれ……）

「ぐうぇえ」

　堪たまらずナーガは、そんな悲鳴を漏らしてしまった。

「どうじゃ？　特定の誰かを狙い撃ちすることもできるんじゃがの？」

　体の重さが少し減ったので、ナーガがなんとか首を持ち上げて周りを見てみると、たしかに他の魔女たちは身を起こしたり立ち上がったりしてる。

　こちらを心配そうに見ているハリガンと目が合った。

　彼女は、すまん、と言うように右手を挙げて頭を下げた。

「……いや待て。あんた、どうして俺おれの頭に手を載せている!?　それってつまり、特定の誰だれかを狙い撃つときは相手に触れないとならないってことじゃないのか？」

「うはははは」

　唐突にヴィータが笑い出した。

　彼女は手を退どけ、笑いながら踵きびすを返した。

（……動く！　っていうか、体からだが元通りの重さに戻った。ってことは、やっぱり）

　ナーガは頭をもたげ、ヴィータの背中を見つめる。

　床しよう几ぎに腰を下ろしたヴィータは、笑みを消し、真面目な顔に戻って言った。

「気に入ったぞ、龍王ナーガ殿よ。ほれ、いつまでも寝とらんで起きるがよいわえ」

「お……おお」

　ナーガは元の重さに戻った上体を起こす。

「ん？　ハリガンは乳が重くて起きられんか？　なら、吾われが貴様のその無駄に大きな乳を撫なでて軽くしてやってもよいがの？」

「大きなお世話だ！」

　少し不安そうにヴィータとナーガのやりとりを見守っていたハリガンが跳ね起きた。

「それにしてもハリガンよ。ぬしらは吾に頼み事をしに来たのじゃろう？　おまけに吾は、ぬしの大だい先せん達だつじゃぞ？　もう少し下した手てに出てもよいのではないか？　ん？」

「……そ、それは……」

　何か言うべき言葉を探していたハリガンだが、やがてがっくりとうなだれた。

「すまなかった」

「いや、ハリガン、そこで頭を下げる必要はねえぞ」

　というナーガの言葉に、ヴィータがぎろりと目を剥むいた。

「それは、吾の助力は必要ないと受け取ってよいのかの、龍王ナーガ殿よ」

　まだ床の上に座ったままのナーガは、いや、そういうわけじゃない、と手を振った。

「あんたの助力は必要だ。今の能力を見せられたら、ますますほしくなったぞ。だがな、それは俺たちがあんたたちに一方的にお願いして助けてもらうことじゃないんだ」

「……なら、どういうことじゃ？」

「俺は一緒に新しい世界を創ろうと言ったよな。それは互いに対等な立場で協力し合おうという意味だ。どちらが上でどちらが下ということじゃない。どちらかが一方的にお願いするということでもない」

　そう言いながら立ち上がったナーガは、胸の前で腕を組み、仁王立ちになってヴィータを見つめた。

「もう一度言うぜ、ヴィータさん。俺おれたちと一緒に、魔女と人とが共に安心して暮らせる新しい世界を創らないか？　それが魔女の明るい未来を勝ち取る唯一の方法だ」

「唯一の方法のう」

　ナーガとヴィータの視線が空中でぶつかり、絡み合い、火花を散らした。
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　スレイマーヤ一族の魔女たちが困った顔で囁ささやき合う。

（あ、あいつ、母かか様さまの恐ろしさを味わったばかりで、よくあんなこと言えるな）

（母様に殺されるぞ）

（ハリガンたちがいたところで、母様の魔法からは逃のがれられん）

（こちらにもとばっちりが来そうだから、勘弁してほしいんだけどな）

（迷惑な男だな）

　すると。

「あ──っはっはっはははっ」

　ヴィータが唐突に呵か々か大たい笑しようを始めたので、娘むすめたちは思わず顔を見合わせ首を捻ひねる。

　しばらく大笑いをしていたヴィータだが、やがて笑い止やんだ。

「気に入った。ほんに気に入ったぞ、龍王ナーガ殿よ」

　ヴィータは立ち上がり、改めてナーガを見つめる。

「吾われの魔法に苦しめられながらも、冷静に周囲を観察し、吾の魔法の本質を見抜いたのも見事じゃが、理想を語りながら、その一方で冷静に、むしろ冷徹に現実を把握し計算しているぬしのその思考が何より面白いわえ」

　スレイマーヤ一族の魔女たちは呆あつ気けに取られ、逆にハリガンたちは胸を撫なで下おろした。

（どうやらヴィータをその気にさせたらしいな）

（さすがですね、ナーガさん）

（話を聞く者をその気にさせる不思議な魅力があるので、す）

　ハリガン、アイス、レラは内心でそんなことを思ったが、一人、ランジュだけは、

（話には聞いていたが、聞いていた以上に本物は変な奴やつだな）

　という微妙な評価だった。

　ヴィータは高みから下りて、もう一度、ナーガの前に歩んできた。

「対等と言うからには、吾だけ高いところにおるわけにもいかんしのう」

「お？　ってことは、俺たちの申し出を受けてくれたってことでいいんだな？」

　ナーガの眼前に立ったヴィータは、彼の問いに答えず、ナーガの顔を見上げた。当然、ナーガからは見下ろす形になる。

「とはいえ、ぬしと吾われとでは背の高さが違うでのう。これでは対等な気がせんな。おい、エリュー」

「なんですか、母かか様さま」

「何か踏ふみ台を持って来こよ」

「はっ、ただ今」

　エリュシオーネは長いマンテラを翻ひるがえしてその場を走り去り、直すぐに戻ってきた。

　彼女が小箱のような物をヴィータの足下に置くと、ヴィータはそれに乗った。しかし、まだ彼女の頭の天てつ辺ぺんがナーガの肩の上までしかない。




　どげしっっ。




　ヴィータの足裏がエリュシオーネの顔面にめり込み、彼女は後方へ吹っ飛んでいった。

「相変わらず使えん奴やつじゃな、貴様は。これでは対等になっておらんじゃろうが！」

「も、もうしわふぇございまふぇん」

　鼻はな面づらを押さえて立ち上がったエリュシオーネが、もう一度、踏み台になる物を取りに行こうとすると。

「もう、よいわ。貴様が踏み台になれ」

「え……え[image: ][image: ]？」

　エリュシオーネの顔が情けなさそうに歪ゆがむ。

「何か文句でもあるのかや？」

「……ありません」

「なら、早く来こよ」

「うぅぅ」

　エリュシオーネは今にも泣きそうな顔で駆け寄ってきて、ヴィータの前で四よつん這ばいになった。

「お、おい、ヴィータさんよ……」

「ああ、気にせんでよいのじゃ、龍王ナーガ殿。これは吾とぬしが対等な立場で手を結ぶための儀式じゃからの」

　そう言ってヴィータが右足をエリュシオーネの背中に乗せようとすると。

「ああ、わかったわかった。というか、まだよくわからないんだが、高さが一緒でないと対等な立場で手を結んだことにならないって言うのなら、俺おれが低くなるわ」

「ほほう。ぬしは吾のすることに異を唱えるというのか？」

　ヴィータが睨ねめつけてきたが、ナーガは気にしない。

「俺は一応、客人だろ。客人の前で自分の一族の娘むすめにそんな無ぶ様ざまな格好をさせるなよ」

　四よつん這ばいになったまま、エリュシオーネが不思議そうな顔でナーガを見上げている。

「ふうむ。龍王ナーガ殿は見た目と違ちごうて、なかなか気配り上じよう手ずのようじゃな」

「見た目と違わないだろ。俺おれは見るからに優しくて気配りが上手そうだろ！」

「どこがじゃ」

「……じゃあ、俺はどんなふうに見えるんだよ？」

「そうじゃな。粗そ忽こつで迂う闊かつで無ぶ骨こつで……すけべぇ？」

　ハリガンやアイス、レラが、うんうんと頷うなずくので、ナーガはびしっと三人を指さした。

「そこ！　一斉に頷くんじゃねえよ！」

「くくっっ。どうやら吾われの見立てに間違いはないようじゃの」

「いやいや、間違いだらけだからな。っていうか、全部、負の評価じゃねえかよ」

「よい面は、おいおいと見せてもらおうか。これから吾らは共に戦う仲間なのじゃから、そんな機会はいくらでもあろうよ」

　ナーガは不服そうな顔で仕方なく頷いた。

「まぁそうだな」

「ほれ、エリュー、立つがいい」

「あ、あの、よろしいのですか？」

「龍王ナーガ殿の顔を立てておく。礼ならあの男に言うがいいわ」

　さっと立ち上がったエリュシオーネは、ナーガに向かって深々と頭を下げた。

「ご配慮、感謝いたします」

「ああ、いいから、いいから。気にするな」

「感謝はしますが、気にはしません」

　顔を上げたエリュシオーネが素そっ気けなくそう言うと、ナーガは情けない顔になる。

「あぁ、そ。ま、いいんだけどな。で」

　ナーガはヴィータに向き合うと片膝を落とし腰を沈めた。それで、だいたい二人の頭が同じ高さになる。

　ヴィータが掌てのひらを差し出してきた。

　ん？　とナーガが怪け訝げんそうな顔を向けると、ヴィータのほうも、んん？　と怪訝そうな顔になって掌を引っ込めた。

「ああ、そうじゃったの。龍王殿は外の世界から落ちてきた……んじゃったかの」

　そう呟つぶやいたヴィータは、ハリガンに目を向ける。

「なんじゃ、まだ教えておらんのか」

「ああ、そういえば、まだだったな」

　なんのことだ？　とナーガはハリガンとヴィータを交互に見やる。

「つまりじゃな」

　とヴィータが改めて掌てのひらを突き出した。

「互いに掌を重ね合わせることが約やく定じようの印となるのよ」

「なるほど、ここではそうなのか」

（俺おれのいた世界ではどうだったかな。誓せい詞しを書きつけた文書に血けつ判ばんを押すとか、そんなんだったような……）

　とナーガは以前のことを思い出そうとする。

（まぁ血判を押そうが人質を出そうが、裏切る奴やつは裏切るんだがな。どうせ形だけのものなら、こっちのほうが楽でいいわ）

　自然と皮肉の笑みが浮かびそうになり、ナーガは慌てて顔を引き締めた。

　するとヴィータが焦じれたように、ほれ出せ、と催促してきたので、ナーガは広げた右の掌を彼女のそれに重ね合わせた。

「これで吾われらは正式に共に戦う仲間になったというわけじゃ。いわば同盟締結というわけじゃの。吾のことはヴィータと呼ぶがよいわ」

　ヴィータは満足そうにそう言った。

　けれどナーガは、重なった自分の掌とヴィータの掌をまじまじと見つめている。

「なんじゃ？　何か不審があるかや？」

「いや……可愛かわいい掌だなって思ってな」

「な？」

「あんた、見た目も可愛いが、掌も小ちっこくて柔くて可愛いな。それでハリガンより年上だとか、信じられないな」

（あ、馬ば鹿か、おまえ、母かか様さまの年のことに触れたら……）

　エリュシオーネは激怒するヴィータを想像して思わず顔を背そむけた。

（それはもう怒るぞ！　激怒するぞ！）

「ふむぅ。ナーガはずいぶんと正直な男なのじゃな」

（あれ？　怒らない？　というより、機嫌がよさそうだ？）

　意外そうな表情でエリュシオーネは顔を戻した。

　たしかにヴィータは機嫌がよさそうに笑っていた。

　向こうではハリガンが不機嫌そうな顔になっているのが気になったが、とりあえずヴィータが怒って理不尽なことを言い出す虞おそれはなくなったことに、エリュシオーネは胸を撫なで下おろした。

「俺が正直かどうかはさておいてだな。あんたとハリガンが並ぶと、もう親娘おやこにしか見えないだろう」

「はっははは、そうかえ、そうかえ、親娘かえ。ならば吾は、これからハリガンのことを母はは上うえ様とでも呼ぼうかいの？」

　ハリガンの顔がいっそう不機嫌になる。

「となると、エリューらにとってハリガンは、母の母じゃから祖母になるわけじゃの」

　ぎくり。

　エリュシオーネの体からだが強こわばった。

「ほれ、エリュー、ハリガンのことをお祖ば母あ様さまと呼んでやらんか」

「えええ、いいい、いやあの……」

　ハリガンの髪の毛がぞわりと蠢うごめいて持ち上がったのが、とても不気味だ。

　自分をガン見しているハリガンと目が合い、エリュシオーネは震え上がる。




「お祖母様と呼んだら、貴様の全身の骨を粉々に砕いて殺す」




　ハリガンの目はそう宣言しているように思える。

　しかし。

「ほれ、どうした？　早く呼んでやらんか。お祖母様、と」

　機嫌がよかろうが悪かろうが、ヴィータが理不尽なことを言うのはいつもと同じだった。そして、とばっちりが自分のところへ来るのも、またいつもと同様だ。

　エリュシオーネは逃げ場を探すように血走った目で周囲を探るが、逃げ場など、どこにもないのは最初からわかりきっている。

　他の魔女たちは自分にとばっちりが来ないようにと天井を見上げたりそっぽを向いたりしているだけで、誰だれ一人、エリュシオーネを助けようという殊勝な者はいない。

　アイスやレラは困った顔で互いを見やっているだけだし、ランジュは我われ関かんせずだ。

　ハリガンの眉がますます吊つり上あがったのが見えた。

「は……ははは……」

　引き攣つった笑みを浮かべたエリュシオーネは、固くなったハリガンの髪の毛で殴り殺されるのと、ヴィータの魔法で押し潰されるのと、どちらが楽に死ねるだろうか……などと考える。すると、救いの手は意外なところから現れた。

　立ち上がったナーガが、

「おい、ヴィータさんよ」

　と声をかけてきたのだ。

「じゃから、ヴィータでよいと言うに」

「じゃあ、ヴィータ」

「なんじゃ？」

「そんなふうに自分の一族の娘こを虐いじめるなって」

「むう？」

「あと、ハリガンも」

「な、なんだ？」

「顔が恐こわいぞ」

「ぬなっ？」

　ハリガンが慌てて顔を両手で押さえた。

「今日から仲間になったんだろ。仲良くやろうぜ」

「む……そうじゃの。同意じゃな」

「あ、ああ、吾われに異存はない……がな」

　同意だとか異存がないとか言いながら二人とも露骨に不満げな顔と態度を隠さないが、ナーガは気にしない。

　ほれほれ、とハリガンを呼び寄せた。

「俺おれとヴィータだけじゃ駄目だろ。ハリガンとヴィータも、約やく定じようの意思を、同盟が成ったことを形で示さないと、娘むすめたちに示しがつかないだろ」

「む？　しかし……」

「いや、それは……」

　二人は嫌そうな顔のまま、なかなか掌てのひらを出そうとしないので、仕方ないなと、ナーガが両腕を水平に伸ばして、もう一度、片膝を落とした。

「ほれ、ヴィータはそっち。で、ハリガンはこっちだ」

「ど、どういう意味じゃ？」

「だから。互いの掌を重ねるのが嫌なら、同時に俺の掌と重ねようぜ、俺を介して間接的に……になるが、それで両方の一族が同盟を結んだということになるだろ」

「お……おお、さようじゃ、な」

「そうだな、それなら……」

　というわけで、片膝を落としたナーガが伸ばした低いほう、左腕の掌にヴィータが右の掌を重ね、右の掌にハリガンが左の掌を重ねた。

「よし、これでハインドラ一族とスレイマーヤ一族の同盟が成った。共に戦う仲間になった……でいいんだな、ヴィータ、ハリガン？」

「う、うむ、そうじゃな」

「まぁそうなる、な」

「よし！」

　と言ってナーガは腕を戻し立ち上がる。

「早速だがヴィータ」

「なんじゃ？」

「教えてほしいことがある」

「吾われの魔法のことかや？」

「そうだ。ヴィータの魔法がエインの砦とりでを奪とるための鍵だ」

「吾の魔法を使ってエインの砦を奪る……か。ふふん、面白そうじゃの。では作戦会議と洒落しやれ込こむか」

　ヴィータが視線を向けてきたので、片膝を落とした体勢で控えていたエリュシオーネがびくりと震えた。

「いつまでもそんなところでボサッとしておるな、エリュー。改めて会談の席を設けよ。言うまでもないことじゃが、今度は対等の席ぞ」

「は、はい、母かか様さま」

　どうやら嵐は自分に向かうことなく通り過ぎたようだ。立ち上がったエリュシオーネは、ナーガに向かってそっと頭を下げるのだった。
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　円陣に並べ直した床しよう几ぎに、各人が改めて腰を下ろす。

　円の右側にナーガとハリガン、アイス、レラ、ランジュが陣取り、左側にヴィータ以下、エリュシオーネ、そしてネムネモ、ドーラ、カーラマイヤという魔女たちが陣取った。















　合わせて十人で、エインの砦とりでを陥おとす策を話し合う。




「まずはヴィータの、重さを操る魔法の詳細を知りたいんだが」

　とナーガが口火を切った。

「本来、魔法の詳細は他の一族の奴やつらには教えないものじゃが、まぁ、いいじゃろ。元々ハリガンたちとは付き合いがなかったわけではないし、今日からは共に戦う仲間になったわけじゃしの」

　と前置きをした後、ヴィータは自分の魔法について説明してくれた。

　ナーガは聞いた話を自分の頭の中で整理してみる。

「つまり、こういうことだな？」





・ヴィータを中心にして一定距離内にいる者には等しく魔法の効果が働く。

・この「一定の距離」は、ヴィータの魔力である程度まで調節できる。

・魔法を発動させてしまうと「一定の距離」は変えられない。変えるためには一度、魔法を終わらせなくてはならない。

・魔法は、対象に対して重さを加えることも減らす（軽くする）こともできる。

・ただし「等しく」なので、特定の者を狙い撃ちはできない。

・特定の者を狙って魔法を利かせる場合は、ヴィータが相手に触れなければならない。

・触れているあいだは魔法が働き続ける。

・魔法は生物にはよく利き、無生物には利きが悪い。

・自分に関かんしてなら増減は自在である。






「こんな理解でいいのか？」

「ほほう、なかなかわかり易やすいな」

（いや、あんたの説明が回りくどかっただけだからな）

「何か言いたいことが？」

「いや、何もねえ」

「ふむ。そうじゃの、概おおむね、その理解でいいのではないか」

「そうか。だったら使えそうだな」

「じゃから。何に使うというのじゃ？」

「つまりだな、あんたがエインの砦に潜り込んで、そこで魔法を発動させれば、砦の守備兵は一人残らず動けなくなるわけだろ？　まぁ砦の広さにもよるんだが」

「おお！」

「なんと！」

「まさに！」

　などと感嘆の声があちこちから上がった。

「潜り込まなくても、例えば砦とりでの城壁間ま際ぎわで使えば、中の守備兵は動けなくなるわけだ。そうすりゃ、敵からの攻撃を心配することなく、全員が堂々と砦に入っていける。あとのことを考えると砦は無傷で奪とりたいし、この方法なら味方にも砦にも被害は出ない」

「な、なるほど」

「恐るべき知略」

「さすが龍王ナーガと呼ばれるだけのことはある」

　などと、スレイマーヤ一族の魔女たちは感心しきりだが。

「ちょっと待ってナーガさ、ん」

　レラが手を挙げた。

「たしかにヴィータさんが砦に入れればあるい、は城壁の間際まで近づければその方法も可能だと思うけ、ど。でもどうやってヴィータさんを砦に入れる、の？　城壁の間際まで近づけさせる、の？」

「あ！」

　エリュシオーネたちが顔を見合わせる。

「そう、そこが問題なんだよなぁ」

　とナーガが頭を掻かくと。

「肝心なところが無策なのか！」

　ハリガンからツッコミが入った。

「それだけではないの。他にもいろいろと問題があるわい。というより、問題がありすぎじゃろ？」

　ヴィータが、ちろっとナーガに視線を向けてきた。

「ああ、そうだな。解決しなくちゃならないことがたくさんあるのはわかってる」

「それを聞いて少し安心したがの」

「あの、母かか様さま」

「なんじゃ、エリュー？」

「母様を砦に忍び込ませるだけなら、わたしがお手伝いすれば」

　というエリュシオーネの言葉に、ナーガが反応した。

「どういうことだ？」

「此こ奴やつ、エリューの魔法はな、予あらかじめ仕込んでおいた自分の羽織り物マンテラまで空間移動ができる……というものなのじゃ」

「なんと、そんな便利な魔法が使えるのか。おまえ、凄すごいな」

　ナーガが賞賛の言葉を贈ると、エリュシオーネは少し顔を赤らめて目を伏せた。

「あ、いえ、べつにそんなたいそうなもので、は……」

「あまり誉ほめんでくれんか、ナーガ。此こ奴やつは直すぐ図に乗るでな」

　エリュシオーネは、しゅん、と肩を落とす。

「いいじゃねえか。凄すごいものは凄いと認めないと」

「まぁ、凄い魔法であることを認めるのはやぶさかではないがな、べつに万能というものでもないのじゃぞ」

「あ……そうなのか？」

「そうじゃとも。エリューは自分の仕込んだマンテラに飛ぶことができる。言い換えれば、そこにしか飛ぶことができないのじゃ」

「あぁ、そういうことか」

　ナーガはヴィータが言わんとすることを理解して、う～ん、と低く唸うなった。

「砦とりでの中、あるいは城壁間ま際ぎわにどうやってマンテラを仕込むのか、ってことだな？」

「さようじゃ。いったん仕込んでしまえば簡単に移動できるようになるがの。敵方の砦にエリューのマンテラを仕込む方法を、ぬしは考えついたのか？」

「いや、いきなりは考えつかないって」

　ヴィータが冷ややかな目を向けてきた。

「肝心なところは駄目か。大した龍王ナーガ様じゃな」

「そう言うなよ。おまえたちの魔法の説明を受けたのはついさっきなんだぞ。そう簡単に思いつけるわけがない」

「まぁ、そうかもしれんがの」

「あのう、母かか様さま」

「なんじゃ、エリュー」

「先ほど仰おつしやった、他にも問題があるというのは、どのようなことですか？」

　ネムネモ、ドーラ、カーラマイヤも頷うなずいているので、エリュシオーネと同様、わかっていないのは明白だった。

「ぬしらは……ほんに阿あ呆ほうじゃのう」

　ヴィータはあからさまにため息を吐ついた。

「ナーガ、ぬしはわかっておろうな？」

「あんたの魔法で敵兵を動けなくしたあと、どうするかってことも未解決だな」

「あ……ああ！」

　とエリュシオーネが手を打ち。

「む。たしかにそうだな」

　とハリガンも頷いた。

「動けなくなってる敵兵を捕縛したいところだが、砦に入ったとたん、俺おれたちもヴィータの魔法で身動きできなくなるわけで」

　ナーガがヴィータに目を向けた。

「どうすればいい？」

「吾われに訊きくのか!?」

「いや、だから、あんたのところに、あんたの魔法が利いていても動ける奴やつはいないのかなって思って」

「おらんな。吾の魔法は強力無比じゃからの。そして対象物は選べんからの。人じゃろうと魔女じゃろうと、敵じゃろうと味方じゃろうと、一緒くたよ。うははは、参ったか」

「む……胸を張るところじゃないだろうに」

　ナーガは辟へき易えきした顔になる。

（元々、母かか様さまには張るような胸はないのですけどね）

「エリューぅぅぅ、何か言ったかやぁぁ？」

　ぶるぶるぶる。

　エリュシオーネは全身全霊で以もつて首を横に振った。

「それに、マンテラを仕込む場所の選定も問題なんだよなぁ」

　とナーガが言うと、ヴィータの視線から逃のがれようとして、エリュシオーネが勢い込んで訊いてきた。

「ナーガ殿、どういう意味ですかっ？」

「ほら、ヴィータの魔法はヴィータを中心にして一定範囲に利くわけだろ。ってことは、砦とりでの中心付近に仕込まないと……いや、待てよ。むしろ中心より城壁間ま際ぎわのほうがいいのか？　う[image: ][image: ]ん、その辺りはもう少し検討してみないとならないな。やはり砦の縄張りに関かんする情報がほしいところだ」

　腕組みして何かを考えていたナーガだが、直すぐに顔を上げる。

「いずれにせよ敵に見つからない場所でないと駄目だな。見つかったら疑われるかもしれないし、たとえ疑われなかったとしても、塵ごみか何かだと思われて片付けられちまう」

「わたしのマンテラが……塵……」

　エリュシオーネは衝撃を受けたといった顔で自分の体からだを見下ろした。

　なんだか本気で衝撃を受けているように見えたので、ナーガは慌てて言い訳をする。

「あ、いや、べつに汚いとか、そういう意味じゃないからな？」

「もう、いっそ砦を壊したらどうじゃ？　こちらも使えんが向こうも使えなくなるから、それでおあいこじゃろ」

　とヴィータが言うと、ハリガンが続いた。

「吾もヴィータの言うことに賛同するぞ。それがいちばん手っ取り早かろうに」

　しかしナーガは、きっぱり、いや、と首を横に振った。

「俺おれたちがカサンドラ王国方面へ進出するためには、どうしても拠点が必要だ。エインの砦とりではできるだけ損害を出さないで奪うばいたい。それに、砦一つ奪とれないのなら城を陥おとせるはずがない」

「まぁ、言いたいことはわかるがのう」

　とヴィータが肩をすくめる。

「できんものはできんのじゃぞ？」

「なんとかする方法をなんとか考えるさ。大丈夫、きっと考えつく」

　ナーガはあくまで前向きだった。

「さようか。カサンドラ王国軍の二千を翻ほん弄ろうしたぬしなら、考えるやもしれんな。それに期待しておくか。で、他に何かあるかや？」

「やはり砦の内部情報がほしい。縄張りがわかっているだけで攻略の難易度が段違いだ。ヴィータのところに砦に忍び込めるような奴やつはいないのか？」

「いたらマンテラ仕込めるじゃろ」

「ああ、そうだった！」

　ナーガが頭を抱えて仰のけ反ぞると。

（大丈夫なのか、此こ奴やつ？）

　という顔でヴィータがハリガンを見やる。

　ハリガンはぎこちない笑みを浮かべ、

「だ、大丈夫……だと思うのだが」

　と応えた。

「心こころ許もとないのう」

「ヴィータ、一日くれないか？」

　体勢を戻したナーガがそう頼んできたので、ヴィータは軽く頷うなずいてみせる。

「べつに吾われはかまわんがな」

「なんとしても手立てを考えるさ。明後日あさつて、もう一度、ここに来るから」

「ふむ。では、それまでに吾も何か考えてみるか」

「そうか。あんたたちも考えてくれるのは心強い」

「いや、考えるのは吾じゃ。此奴らは」

　ヴィータは顎あごをしゃくって、控えているエリュシオーネたちを指し示した。

「基本、馬ば鹿かじゃからな。頭脳労働は苦手なのじゃよ」

　ず──ん！

　エリュシオーネたちが、がっくりとうなだれる。

「むしろ、レラに手伝わせたほうが早いぞ？」

「元から手伝ってもらうつもりだけどな」

「互いの考えを持ち寄れば、何かしら解決策の手がかりが掴つかめるやもしれんな。せいぜい頑張ってくれ。吾われも頑張るでな」




　ということで、明後日あさつて、もう一度、会談をするということを約して、ナーガたちはスレイマーヤ一族の砦とりでを辞したのだった。















第２章　予期せぬ虜囚
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　シュバイツ川の見張りに出かけるノノエル、ケイ、イクシーヌを、乗馬の訓練も兼ねてナーガは途中まで送っていくことにした。

　乗馬に関かんしては、自分の訓練というより、イクシーヌに訓練をつけるという意味合いのほうが大きかった。

　大だい断だん崖がいから平地へと下りたナーガは、シュバイツ川の上流を目指して馬を駆けさせる。

　ナーガが操る馬の後ろにケイが、イクシーヌの馬の後ろにはノノエルが乗っている。

　ノノエルはおっかなびっくりといった体ていでイクシーヌの腰にしがみついているが、ケイは何な故ぜか嬉うれしそうにナーガの背中に体からだを密着させていた。




　ナーガは馬を走らせたまま背後のケイに声をかける。

　全力で馬を駆けさせるとイクシーヌの馬を置き去りにしてしまうので、まだまだ余裕のある走りだ。

「おい、ケイ」

「なぁに、ナーガさん」

「おまえ、このあいだ、イクシーヌが操る馬の後ろに平気で乗っていたよな。今日はなんで俺おれの後ろでそんなふうにしがみついてるんだ？　俺の乗馬術はイクシーヌより下へ手たとか言わないだろうな!?」

「もちろん言わないよ。そうじゃなくてさ、なんか懐かしいんだよね」

「は？　何が？　馬に乗るのがか？」

「違う、違う。そうじゃなくて、男の人の背中が」

　そう言うと、ケイは右手でぱしぱしとナーガの背中を叩たたいた。

「意味がわからん。っていうか、思い切り叩くな。痛いわ」

　今日のナーガは鎧よろいを着用していない。ハリガンたちにもらった筒袖の服を着ているだけなので、ケイに強く背中を叩かれると、けっこう痛かった。

「あはは、ごめんごめん」

　笑いながらケイは右手を引っ込める。

「男の背中が懐かしいって……父親の話か？」

　ナーガはそう訊きいてみる。

「うん、まぁそんなところ」

「前から少し気になっていたんだが、おまえたちの父親ってのはどこで何してるんだ？」

「あたしたちに父親ってのはいないんだ」

「な、なに？　そんな馬ば鹿かなことがあるわけないだろ。それとも魔女ってのは母親だけで子が作れるのか!?」

「そんなわけないってば」

　ケイは、あはは、と笑った。

「そうじゃなくて、えぇと、父親はいないも同然って言ったほうがいいのかな」

「どういう……意味だ？」

「詳しい話を始めると長くなっちゃうから、それはまた改めてにするけどさ。魔女はね、自分の父親のことを何も知らないの。知らされていないの。だから、いないも同然なの」

　そう言われてもナーガにはやはりケイの言葉の意味がわからなかったが、彼女の言葉が魔女にとってかなり重要な意味を持っているらしいことを悟った。

（なんか、気軽に訊きき難にくくなりやがったな）

　ナーガの躊ちゆう躇ちよなど知らぬ顔で、ケイは話を続けていく。

「だから魔女は、みんな父親のことなんか何も知らないし、何も覚えていないんだけど、あたしにはね、父親の思い出があるんだ」

「それが背中……なのか」

「そう。覚えてるっていうか、ほんの微かすかな記憶なんだけどさ。あたし、父親に背負われて歩いていたみたいなんだ。いつ、どこでとかはさっぱりだけど、目の前の大きくて温かい背中だけは覚えてるんだ」

「……ふぅん」

「だから、ナーガさんの背中見てたら、つい懐かしくなって。へへへ」

　照れ笑いを浮かべたケイは、もう一度、ナーガの腰に回した両腕に力を込め、顔を彼の背中に密着させてきた。

「俺おれは、おまえみたいな大きな娘むすめを持つような年じゃねえぞ!?」

　ナーガの背中から顔を離したケイは、またもや背中を右手で叩たたいた。

「せっかく人が郷きよう愁しゆうに浸ひたっているのに、そういうこと言わないでよ。興ざめじゃん」

「だから。叩くなって、こら」

「あ、これ、なんか馬に鞭むち入れてる感じ。はいよ──、ぱしぱしっ、みたいなっ？」

　調子に乗ったケイが何度も何度も背中を叩くので、ナーガは閉口する。

「こ、こいつはもう。おい、止やめろって！」

　などと二人がじゃれ合っていると、やがて目的地に着いたので、ナーガは馬を止とめた。

「ほら、着いたぞ、下りろ」

「もう着いちゃったのかぁ」

　ケイは不満そうな顔だったが、それ以上の文句は言わず、ひらりと下馬した。

　ほどなくイクシーヌとノノエルが乗った馬が到着した。
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　そこは、かつてカサンドラ王国軍を迎え撃つときに堰せきを築いたところで、両岸が岩場になっていて身を隠すのには都合がよかった。人の兵もここまではやって来ないだろうし、もし近づいてきても見つけ易やすい。ノノエルやケイはここに宿営して川を見張ることにしていたのである。

「イクシーヌ、だいぶ乗馬の腕を上げたな」

「やった！　ナーガさんに誉ほめられた！」

　イクシーヌは馬上で右手に力を込め拳を握った。

　乗馬に熱を上げているイクシーヌは騎馬民族風の細身の革製筒つつ袴ばかまを穿はいて足下を長ちよう靴かで固めている。魔女らしくないといえば魔女らしくない出いで立たちだが、そんな格好も、背が高いイクシーヌには割と似合っている。

「じゃあ、俺おれは戻るからな。くれぐれも気をつけて見張ってくれよ。とくに、ケイ。軽けい挙きよ妄もう動どうは慎つつしめよ？」

「うわぁ、酷ひどいこと言われた。あたし、そんなに考えなしじゃないよ？」

「ああ、わかってる。冗談だよ」

「ぶ[image: ][image: ]」

　不服そうに頬ほおを膨らませたケイだが、ナーガが馬首を巡らそうとすると大声で呼んだ。

「あ、ちょい待って、ナーガさん！」

「なんだ？　何か不都合があるか？」

「じゃなくって。せっかくここまで来たんだから、ちょっと水浴びしていかない？」

「遊びに来たんじゃないんだが」

「だから。任務に就く前に、ちょっと気分転換するだけだってば」

「ああ、いいねいいね。水浴びしよう、ナーガさん」

　とイクシーヌが賛意を表すと。

「あの、水浴びならわたしの右に出る魔女はいないです」

　とノノエルも右手を挙げた。

「いや、魔女一番の水浴び上じよう手ずって、自慢する意味わかんないんだけど、ノノ」

「あれ？　駄目だったですか？」

「いやいや、駄目じゃないよ。魔女の中でも一番だっていうノノの水浴び術をナーガさんに教えてやるといいさ」

「やれやれ、仕方ねえな」

　と言いつつ馬から下りたナーガだが、言うほど嫌がっているわけではない。

「まぁ、息抜きとか気分転換も大事だしな」

「そうそう、大事大事」

　ケイが勇んで河原まで駆け下りていき、そのあとにイクシーヌとノノエルが続いた。

　ナーガも馬の手た綱づなを手近の岩に繋つないで、三人のあとを追いかける。

　岩がごろごろしている河原にナーガが降り立つと、すでに三人は準備体操をしていた。

　ノノエルの着ている衣装は水に入るのが前提の薄手の物だから、とくに着替えたり脱いだりする必要はない。

　イクシーヌは乗馬用の筒つつ袴ばかまを穿はいていたから、それは脱がないと泳げない。上も筒袖の羽織り物を羽織っていたから、それも脱ぐ必要がある。

　上下を脱いでしまうと小さな胸覆おおいと下帯だけになるのだが、彼女はその際どい格好で平然と体からだを動かしている。全身に入れ墨のような複雑な文様を施しているのがナーガの目を引いた。

　そしてケイはというと。

　下帯も胸覆いも外して、全裸で体操をしていた。

「うおい、ケイ！」

「なに？　ナーガさんも水に入る前にちゃんと準備運動しておいたほうがいいよ？」

　体を左右に曲げ伸ばししながらケイが応えた。

「じゃなくて！　なんでおまえ裸なんだよ!?」

「ん？」

　ケイは動きを止とめ、自分の体を見下ろした。

「あ……あ[image: ][image: ]、しまった。ナーガさんと一緒なのを忘れてたよ」

　しまったという割にケイは悪びれも恥ずかしがりもせずに頭を掻かいている。

「忘れるな。というか、下帯くらい着けろよ」

「いやあ、いつも仲間内で水遊びするときとかも脱いじゃうんだよね。このあいだはアイスがいたから自じ重ちようしたけど」

　そんなことを言いつつ後ろを向いたケイは、脱ぎ捨てた下帯を拾って、もそもそと身に着ける。

（凄すごい光景だな。そんなとこで着替えていいのか、おまえ。というか、俺おれも見ていていいのかって話だが……まぁ、向こう行けとかこっち見るなとか言われてないから、いいってことにしておこう）

「ちょ、ケイ、大胆すぎ」

　むしろイクシーヌとノノエルのほうが赤面している。

　二人は両手を広げた体勢で移動してきて、ナーガの視線を遮るようにケイの背後に立ち塞ふさがる。そうまでされると、さすがに見ているわけにはいかず、ナーガはそれとなく視線を逸そらせた。

　下帯と胸覆おおいをつけ終わったケイが振り返って二人に訊きいた。

「ん？　何してんの？」

　二人はガクッと小さくずっこける。

「ケイの着替えをナーガさんの視線から守ってやったのに」

「そうか。ありがとね」

「ケイは少し無防備すぎるです」

　というノノエルの指摘にはナーガも頷うなずかざるを得ない。

「だな。おまえも、もう少し恥じらいってものを持ったほうがいいんじゃないか？」

「いやぁほら、いままで女子しかいなかったから、そういうところに注意する習慣がないんだよね」

「おまえ以外にはあると思うがな。まぁ、おまえがどうしても裸を見せたいっていうなら、見てやらんでもないが」

「いやいや、さすがにそこまでは言わないよね」

「だったら、もう少し注意しろよ」

「以後、気をつけまぁす」

「軽い奴やつだな」















　ナーガが呆あきれた顔になると、イクシーヌとノノエルがクスクスと笑った。

「ケイはそういう奴やつだし」

「そうですね。こんなふうに他人の目を気にしないのがケイちゃんのいいところでもありますし」

「あれぇ？　誉ほめられてる気がしない」

　とケイが素すっ頓とん狂きような声を上げると、イクシーヌが顔の前でぶんぶんと右手を振った。

「いや、べつに誉めてないし」

　三人は声を上げて笑い、つられてナーガも顔を綻ほころばせた。

（魔女にしては気安くて陽気で馴なれ馴なれしいし、ケイは面白い奴だな）

　そんなナーガの思いなど知らぬまま、ケイは声を張り上げた。

「さあ、泳ぐよ！」




　そうして四人は一刻ほど水遊びを楽しんだあと、水から上がって身支度を整えた。

「さて、気分転換もしたし、いよいよ見張りの任務に就きますか。っていっても、実際に見張るのはノノだけどさ」

「だよね」

「頼んだぞ、ノノエル」

「あぁぁ、頑張るです」

「ケイとイクシーヌもな」

「任せて」

「お任せ」

「何かあったら、イクシーヌが馬を走らせろ」

「わかりました」




　こうしてノノエル、ケイ、イクシーヌの三人は、シュバイツ川近辺でカサンドラ王国軍が何か新たな動きを見せないかどうかを見張るという任務に就いたのだった。
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　そのカサンドラ王国軍はライバッハの中隊をシュバイツ川へと送り込んでいた。

　左さ岸がんに陣取った彼の部隊は、川を見張るべく、四つの部隊に分かれて宿営している。

　ライバッハは小隊二つをまとめて、そこに本陣から五名を加えて二十五名で一班とし、それを作戦行動単位としていた。




　魔女が川のこちら側へ来る場合、素直に道のある場所を渡と河かするとは限らない。従ってある程度の範囲を見張らなくてはならないが、百名しかいない中隊では、見張るといっても限度がある。そこでライバッハは中隊を四つの班に分け、各班の距離を開けて道の左右の川沿いに展開させたのである。

　けれど、本音を言えば部隊を分けたくなどなかった。

（本来なら中隊を四つや五つは並べるべき……いや、それでも足りないくらいだ。なのに、あの若造、俺おれの中隊だけをこんな危険な任地に送り込みやがって）

　ライバッハは新将軍グィスカルの澄ました顔を思い出す度に腹が立って仕方がない。

　仮に魔女を見つけたとしても、二十五名しかいない部隊では何もできはしない。魔女の一族が二十人ほどしかいないといっても、こちらの部隊も同程度なのだ。二十対二十五では人の兵士に勝ち目はない。味方が駆けつけるまで持ち堪こたえることすらできないだろう。攻撃されれば逃げるだけだ。

　かといって、中隊でまとまって行動していたら一箇所しか見張れない。それだと魔女は、好きな場所を選んでいつでも川を渡ってこられる。

（あの若造、『断固阻止』とか抜かしやがって。だったら兵員を増やせってんだ。まぁ、魔女を阻止できなくても、魔女が来たことを見つけて報しらせるくらいのことならできるかもしれないが）

　とはいえ、たった一個中隊で広範囲を見張らなくてはならない彼の部隊は、かなり危あやうい状況に置かれている。

（このあいだ、魔女の砦とりでを攻めてからケチが付きっぱなしだな。やっぱり魔女に関わるとろくなことがねえわ。いっそ軍を辞めるか？　もう俺には養う家族もいねえしな。俺一人ならなんとか食っていける……んじゃねえかな？　いや、どうだろうな）

　若い頃から軍一筋で働いてきたライバッハには、今さら他の仕事に就こうといっても、何か手に技術があるわけではない。多少腕に覚えがあるとすれば剣術くらいで、他に自慢できることは、経験を積むことで鍛えた戦術眼と戦闘指揮能力くらいだが……。

（転職するなら、そんなもんは大して役に立たねえわなぁ。剣の腕を活いかして隊商の護衛でもやるしかないか？　けど、俺の年を考えると、けっこうキツいな）

　この先の自分の人生を考えると、もうため息しか出てこないライバッハだった。




「隊長。ライバッハ隊長」

　部下の呼ぶ声でライバッハは我われに返った。

「どうした？　何か異変があったか!?」

「いえ、そうではありません。また兵ひよう糧ろうが届きましたので、お知らせに参りました」

「またか。もう何日分、溜たまったんだ？」

　と吐はき捨てるように言ったライバッハに、副官は真面目な態度で応える。

「かれこれ六、七日分にはなろうかと思います」

（グィスカルの野郎、あくまで俺おれたちをここに留とどめておきたいようだな！　っていうか、そんなにたくさんの兵ひよう糧ろうを送る暇があるなら、増援部隊を送って寄よ越こせってんだ）

「中身はもう確認したんだな？」

「はい、確認済であります。こちらに署名をお願いします」

　副官が差し出した受取証と羽根ペンを手に取り、ライバッハは素早く署名を入れた。

「ほれ」

「ご苦労様であります」

　受取証を副官に渡すと、ライバッハは引き返そうとした彼の背中に声をかけた。

「おい、シリーエス」

　副官は足を止とめ、振り返る。

「なんでありますか？」

「ちょっと川の様子を見に行く。十人ほど連れてくぞ」

　班同士の距離が開いているから、各班ごとに人を出して川沿いの土手を歩き、哨しよう戒かいすることになっている。ライバッハは、それに行こうと言っているのだ。

「隊長自ら、でありますか？」

「ああ、ちょっと気分転換に、な」

「大丈夫でありますか？　もし隊長に何かあったら……」

　副官が心配するのも無理はない。

　近現代の軍のように明確な階級制が確立していないこの世界の軍隊では、指揮官に何かあれば、それだけで部隊が機能停止してしまう虞おそれがある。最高司令官である将軍や王族が討ち死にでもすれば、全軍が潰かい走そうしかねないのだ。

　それは部隊単位でも同じことが言える。

　いちおう副隊長がいることはいるが、隊長が討ち死にしたとなれば、配下の兵に与える衝撃、動揺は並大抵のものではない。

　けれどライバッハは気軽な様子で応えた。

「この辺は見通しもいいし、大丈夫だろ。だいたい、この任務自体が危ないんだ。どこにいたって危険度は大して変わりゃしないよ」

「それは……そうかもしれませんが」

「気にするな。俺がやりたくてやってんだ」

（やりたいからといってそのまま実行に移してしまうのは、部隊指揮官として少しばかり軽率ではないですか？）

　と、副官としては思わないでもない。しかし、ここで強く異を唱えるほどの重大事とも思えない。任務は危険だが、今のところ魔女が現れる気配はまったくないのだ。

（魔女が攻めてくるかも、なんていうのは、新将軍の取り越し苦労だよな）

　副官はそうも思う。

　魔女たちは、もう数十年に亘わたって黒い森に逼ひつ塞そくしていたのだから、彼がそう考えるのも無理はなかった。

「了解であります。では、第一小隊をお連れください」

「留守は頼んだぜ」




　こうしてライバッハは、一個小隊を率いて川沿いの哨しよう戒かいに出た。
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　ノノエルは川に潜ったまま移動していた。

　水を操る魔法を得意とする彼女は、水中の空気を集めて呼吸することができる。同時に集めた空気を薄く延ばして肌にまとわりつかせることもできた。そうすることによって、体温が奪うばわれるのを防げるのだ。

　おかげでノノエルは、優に半刻以上も水中で活動できる。潜っているだけなら一刻でも平気だ。水中にいれば水に射さし込こむ光の屈折率も操作できるので、己の姿を見え難にくくすることもできた。

　その能力を活いかし、こうしてノノエルはシュバイツ川の水の中からカサンドラ王国軍の様子を探っている。

　すでにノノエルは、カサンドラ王国軍が川沿いに四つの部隊を配していること、一部隊の兵員が二十名程度であることを把握していた。

　いま彼女がいるのは、踏ふみ跡程度の道が川で分断されている辺りだが、とくにこの場所の守りが堅いというわけではなさそうだ。

（それはそうです。べつに街道を歩いてこなくてはならないわけではないですから）

　辺りは多少の起伏はあっても、基本的に平原で、大きな湿しつ地ちや森があるわけではない。大部隊なら別だが、少人数なら歩こうと思えばどこでも歩けるのだから、この地点だけを守る意味はない。

　とはいえ、この先にちょっとした山地がある。そこを越えるとなると、山中を走破するより道を歩いたほうが遙はるかに楽だから、カサンドラ王国軍部隊はいつも道を歩いてきて、この地点を渡と河かしていた。

　いったん下流へと下り、カサンドラ王国軍部隊にとくに変わった点は見られないことを確認したノノエルは、ケイやイクシーヌが潜んでいる場所まで戻ろうと、上流へ向かって泳いでいるところだった。

　川の水を操れるから、こうして流れに逆らって泳ぐことも彼女には造ぞう作さないことだ。

　ときどき目から上だけを覗のぞかせて辺りの様子を探りつつ、ノノエルは上流へ、上流へと泳いでいく。

　その途中で彼女は、河か岸がん段だん丘きゆう上を歩いている十人ばかりの部隊を見つけた。

（いつもの哨しよう戒かい部隊ですか……いえ、違うです？）

　土手の上を上流側へ歩いている部隊の中に、一人だけ他の兵と違う兵装をしている者がいることにノノエルは気づいた。

（他の人よりいい鎧よろい兜を着けてますです。もしかすると部隊指揮官……ですか？）

　ノノエルは先の戦いで、川を渡ろうとした兵の兵装の違いに気づいて、結果、大隊長を討ち取るという手柄を立てたばかりだったから、そのときのことが頭に浮かんだのも自然の成り行きである。

（どうして部隊指揮官がわざわざ哨戒しているのでしょうか）

　とノノエルは疑問に思う。

（何か新しい作戦行動を起こす前触れ……ですか？　魔女わたしたちへ反撃するために、渡と河かが可能な地点を探っているですか？　いま直すぐ危険が差し迫っているわけではないですが、いちおう探っておいたほうがよいですか）

　ノノエルは発見した部隊が何をするつもりなのか確かめようと思い、川岸に近づいていった。




　体からだが隠れるぎりぎりまで川岸に近づくと、ノノエルは浅瀬に仰あお向むけになり、水面直下の位置に顔を据える。

　鼻が水面に出るか出ないかという体勢だ。

　ふつうなら少し離れた場所からでも水中に潜んでいるのが丸わかりだが、光の屈折率を操れば、真上から覗のぞき込こまれない限り見つかる可能性はほとんどなかった。逆にノノエルの側からは、ある程度まで川の周囲を見ることができる。

　そうしてノノエルは、身動きを止とめ、カサンドラ王国軍部隊の様子を探り始めた。
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「とくに変わったこともありませんね」

　と第一小隊長がライバッハに呼びかけた。

「まぁ、そうだな。このまま何事もなく任務が終わればいいんだがな」

「いつ終わるのでしょうか」

　と言う小隊長の顔には不安の色が滲にじんでいる。

　魔女が襲ってくるかもしれないと思えば、彼が不安に思うのも無理はない。ライバッハだって不安なのだ。だが、部下の前で不安を面おもてに出すことはできない。

「さてな。グィスカル新将軍様の気分次第だから、なんとも言えないな」

　と軽い調子で応えておく。

「魔女は来ますかね？」

　と小隊長は重ねて訊きいた。

「それもわからないな。魔女はずっと黒い森に留とどまってきたんだ。今日、明日、急に森を下りてくる理由もないと思うんだがな」

　小隊長は声を落とし、ですが、と言った。

「先日の戦いくさで我われ々われは大敗を喫きつしました。これを機に……とは考えないでしょうか」

　ライバッハは肩をすくめて歩き出す。

「魔女がどう考えているかなど、俺おれにはわからんよ」

「中隊長、どちらへ!?」

「ちょっと眠気覚ましに顔を洗ってくるわ」

「あ……はぁ」

　小隊長は呆あつ気けに取られたが。

（こんな危険な任務中にも拘かかわらず、大胆不敵だな、中隊長は。さすがに叩たたき上あげで中隊長に昇っただけのことはある。戦の経験も豊富だし、魔女との戦も経験しているし、この人がいてくれれば生きて帰れるかもしれないな）

　と感心し、頼もしくも思った。

「誰だれか付けますか？」

「直すぐに戻るからいいわ。それより川向こうをしっかり見張ってろ。何か見つけたら大声で報しらせるんだ。そしたら一目散に逃げ戻ってくるから」

「了解しました」

　小隊長は苦笑を浮かべて敬礼を送った。
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（誰か近づいてきます？）

　ノノエルは水面から出るか出ないかのところまで顔を持ち上げた。

　たしかに近づいてくる者がいる。それも自分が潜んでいる場所のほうへ。

（まさか気配を察知されましたですか？　いえ、そんなことはないと思うですが……）

　土手の上から真まっ直すぐに川の流れへと向かうならまだしも、河原を斜めに歩いて自分のほうへ近づいてくる者を認めたノノエルは、少しばかり混乱した。

　自分の姿が見えるはずがないと思うものの、剣術の達人など、魔女が潜む気配を探れる者が希まれにいるという話をハリガンから聞いたことがある。もしかすると、あの男は……とノノエルは思ってしまった。

　が、それはノノエルの考えすぎだ。

　冷静に考えれば、ただの偶然である可能性が高いのだが、まだ若く、実戦経験も少ないノノエルは少し慌てた。結果、思考を先回りさせすぎた。

（いま動くのは却かえって危険です。このままやり過ごすしか）

　仮に相手が何か不審な気配を察知したのだとしても、自分の潜んでいる位置が特定できるとは思えないから、逃げるより、その場で息を潜めていたほうがいいとノノエルは判断した。それなのに相手はノノエルの潜む浅瀬に近づいてくる。

（ま、まるでわたしがここに潜んでいるのを知っているような足取りです）

　そう思ったノノエルは、精神的に少し浮き足立ってしまう。

（ど、どうしますですか。こちらから先制攻撃……いえ、それでは後方にいる兵士たちに存在を教えることになるです。わたしたちが川の周囲を探っているのを知られたら、このあとの砦とりでを奪うばう作戦に影響が出てしまうかも、です。やっぱりやり過ごすしか……いえ、逃げたほうがいいですか？）

　どうするべきか、ノノエルには決断がつかない。

　そうしているうちに、相手は川かわ縁べりまで下りてきてしまった。




「やれやれ、平和なもんじゃねえか。こんな平穏な日が、これからもずっと続けばいいのにな」

　近づいてきた兵士は周りを見渡して暢のん気きな様子でそう言うと、その場にしゃがみ込み、水面に両手を伸ばした。

　ライバッハにしたら、水をすくって顔を洗おうとしただけなのだが、混乱気味のノノエルは反射的に反応してしまう。

（わたしの位置を知られたですかっ!?）

　咄とつ嗟さに迎撃の体勢に移行しようとしたノノエルは、意識しないまま光の屈折を操る魔法を緩めてしまった。

　眼下の水中にいきなり人の姿が浮き出て、ライバッハは度肝を抜かれる。しかも、その人物は肌の露出の多い薄手の衣装を身に纏まとった少女だった。

「違う、人じゃねえ！　魔女かっっ!?」

　ライバッハは目を見開いて、弾はじかれたように立ち上がった。

（見られたですっっ！）

　考えるより早く、ノノエルの体からだが反応した。




　ぴしゃっっ。




　川かわ面もが波立ったかと思った次の瞬間、川の水が持ち上がった。そして何かの触手のように細く伸びた川の水が、ライバッハの腕に、足に、体に絡みつく。

「なっっっなんじゃ、こりゃあぁっっ!?」

（不ま味ずいっっ。なんだかわからないけど、凄すごく不味いっっ！）

　ライバッハは必死の形相で伸びてきた水の腕を引きちぎろうとしたが、どうしてか腕が動かない。体も動かせない。水ではなく、綱か何かでからめ捕られたかのようだ。

「どうしましたか、隊長っ!?」

　異変を感じた第一小隊長が、部下と共に河原に下りようとしているのに気づいたライバッハは、首だけを巡らせて叫んだ。

「来るな、魔女だっ！」

　魔女という言葉は効果覿てき面めんで、小隊長以下の兵はその場に急停止した。

「何してる、早く逃げ……」

　不意にライバッハの体が水の中に引っ張り込まれた。















「うわぁっぁっっ!?」

　次の瞬間。




　ちゃぷんっ。




　小さな水音を残してライバッハの姿が消えた。

　もちろん彼の体からだは水中にある。ノノエルが魔法で光の屈折率を操作して、土手の途中にいる部下たちからはライバッハの姿を見えなくしただけだ。しかし、部下たちからはライバッハがいきなり消滅したように思えた。

（た、隊長が魔女に攫さらわれた？）

「うわぁぁぁ────っっ」

　小隊長以下、十人の兵は後ろも見ずに土手を駆け上がり、全速力で逃げていった。




　水中に引き込まれたライバッハは必死で藻も掻がいた。けれど、見えない大きな手で押さえつけられているように体の自由が利かない。

「ぐっっ、がばっっ」

　ライバッハの口から漏れた空気が泡となって水面へと上っていく。

（駄目だ、息ができね……くそ、魔女と関わると本当にろくなことが……がはっっ）

　薄れていく意識の片隅で、ライバッハは己の死を覚悟した。
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「どうすればいいと思いますですか、ケイちゃん？　シーちゃん？」

「いや[image: ][image: ]、どうすんだろ、これ」

　気絶したまま川岸に引っ張り上げられた敵兵を見下ろし、ケイやイクシーヌが首を捻ひねっている。イクシーヌの肌に描かれている入れ墨のような複雑な肌の文様が、ざわりと蠢うごめいたように見えた。




　やがて顔を上げたケイは、あっさりと言った。

「面倒だから殺せば？」

　ノノエルも、じつにあっさりと首を縦に振る。

「ですね。そこの川に二、三分も浸つけておけば死にますから、そうしますですか」

「おいおいおいおい！」

　ケイはノノエルの額に向けて、ずびしっ、と手刀を叩たたき込こむ真ま似ねをした。

「冗談だよ、ノノ。真まに受けるなよ」

「あ、そうです、か？」

　ノノエルはイクシーヌの意見を聞こうと彼女のほうを見る。

「捕まえたんだから、とりあえず連れて帰るしかないんじゃないの？　そもそも、なんで捕まえてきたの？　ノノエルには何か考えがあったんじゃないの？」

「あ、いえ、それが……ですね、咄とつ嗟さの反応だったので、考える間まがなかったです」

　それからノノエルは、ざっと敵兵を捕まえることになった経緯を話した。

「そうか。ただの兵士じゃなくて、そこにいた部隊の隊長か何かなのか。そう言われると、たしかに普通の兵より上等な鎧よろい着けてるよね」

　とケイが頷うなずいた。

　するとイクシーヌが、だったら！　と右手を挙げる。

「知ってるんじゃないかな？」

「はい？　何をですか？」

「だから。エインの砦とりでのこと」

「あ！」

「ナーガさん、知りたがっていたじゃない。内部の詳しい情報があれば、砦を陥おとすのが楽になるって言ってたよね」

「でしたね。ということは、いい捕虜を捕らえたわけですね？　わたし、またもやお手柄でしたか？」

「激しく自画自賛だな、ノノ。いやまぁ、お手柄には違いないだろうけど、ナーガさんに頭を撫なでられるといいさ」

　ケイが冗談交じりにそう言うと、ノノエルは、えへへへ、と照れくさそうに笑った。

「なんだ、撫でられたいの？　だったら、ついでに胸も撫でられればいいよ」

「……それはちょっと困るです。まだ早いというか……」

「遅おそ早はやの問題なのっ!?　時機が熟せばいいのっ!?」

　とケイがツッコむとイクシーヌも続いた。

「撫でられるだけじゃ済まないよ？　揉もまれるよ？　もしかして揉まれたいの？」

「えぇと、どうやって連れ帰りますですか？」

「「誤ご魔ま化かしたっ！」」

（ノノって……もしかして意外と大胆な奴やつだったのかな。いや、今はそれよりも）

　ケイは目の前の問題に意識を戻す。

「背負っていくのは大変そうだから……っていうか、それやるとなると、あたしの役目になりそうだから、ヤだ。歩かせようよ」

　ケイがそう言うと、ノノエルはまたイクシーヌのほうを見た。

「馬に乗せていくのは駄目ですか？」

「いやぁ、人の男を後ろに乗せて二人乗りとか、したくないし」

「……ですね」

「じゃあ、ノノ、目を覚まさせてよ」

「ケイが二、三発、頬ほおを叩はたくのが早いと思うです」

「え？　それでいいの？」

「溺れて気絶してるだけですから、衝撃を与えれば目が覚めるはずです」

「あ、そう。ま、いいけど」

　ケイは口の中で小さく呪文を唱えた。




「固くして仮託し、堅きとして敵かたきなし、方かた々がたへ硬かた型がた、貌かたちと形なり固きと成なせ」




　ケイの右腕が銀色に変色し、同時に硬化した。

「あまり強く殴らないよう気をつけてほしいです。ケイが本気で殴ると、その人の頬ほお骨ぼねが折れてしまうです」

「わかってる。優しく撫なでるように叩たたくから大丈夫だよ」

「どんな叩き方さっ！」

　とイクシーヌがツッコんだ。

「いや、言いたいことはわかるけど」

　硬化したケイの肉体は、剣で斬りつけられても弾はじいてしまうほどだ。あの状態でまともに殴れば、骨折は免まぬがれないだろう。

　一度、右手を持ち上げたケイだが、あ、そうだ、と言って右手を下ろして振り向いた。

「ノノ、起きたときに暴れられると困る」

「そうですね。拘束しておきますです」

　ノノエルがぶつぶつと口の中で呪文を唱えて左手を川の流れに入れ、水をすくう。

　すくった水を男の体からだに垂らすと、水は細い紐ひも状じように形を変え、彼の手首、足首にまとわりついた。

「これでいいです」

「じゃ、やるか」

　改めて右手を持ち上げたケイは、左手で敵兵の胸ぐらを掴つかんで上体を持ち上げる。

「はい、起きて。起ーきーてー」

　ケイが、ばし、ばし、と往復ビンタを噛かますと。

「う……うぅん……」

　ノノエルとイクシーヌが男を覗のぞき込こむ。

「気がついたみたいです」

「頬ほお骨ぼねとか折れてないよね」

　ケイは硬化した右手で相手の顔を撫なでてみた。

「うん、大丈夫だな」
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　何か硬くて、それでいて温かいという不思議な感触が頬ほおから伝わってきた。そして。

「うん、大丈夫だな」

　そんな声が脳内に響いてきた。

（なんだ……俺おれは死んだんじゃないのか？）

　薄目を開いたライバッハは、とたんにげほげほと咽むせた。

「ぐっ、げぇほっっ」

　咽せながらもライバッハがなんとか目を開けると、目の前に見たことのない少女の顔があった。

「うわぁあぁっっ!?」

「なっなんだぁっ？」

　ライバッハが叫んだので、驚いたケイは思わず彼を掴つかんでいた左手を放してしまう。

　彼の頭が真まっ直すぐ河原の石の上に落ちた。

「痛いてえぇぇっぇっ！」

　膝を折り腰を曲げたライバッハは両手で頭を押さえようとした……のだが、両手の自由は利かなかった。

「痛てててなんだこりゃ痛てててどうなってるんだ痛ててて」

　ライバッハはじたばたと体からだを動かそうとするが、手足の自由は回復しない。足首と手首が縄か何かできつく縛られている感じだ。

「痛がるか不思議がるか、どっちかにしなよ」

　という声が頭上から降ってきて、ライバッハは涙目で声の主を見上げた。

「…………」

「…………」

　ケイとライバッハは、しばらく至近距離から見つめ合っていたが。

「魔女ぉおっっっ!?」

　ライバッハが大声で叫び。

「うわぁっ？」

　ケイが、びくぅっと仰のけ反ぞった。

　ライバッハは必死で逃げようとしたが、手足を拘束されている状態では逃げられるはずもない。ごろごろと河原の上を転がるだけだった。

「あ痛たたた」

　河原の石が体からだに食い込み、その痛みにライバッハの意識は完全に回復した。

　どういう状況なのかを確認しようと、体の動きを止とめ、辺りを見回してみる。

　自分がいるのは河原で、流れている川はたぶんシュバイツ川だろう。川幅が狭く辺りは岩場なので、先ほどまでいたところよりは上流に違いない。そして、こちらを見下ろしている少女が三人。

　それだけを素早く観察すると、ライバッハはこう判断した。

（つまり俺おれは魔女に捕まって、こうして体を魔法で拘束され、河原に転がされている……ってことか）

　さすがに実戦経験の豊富なライバッハ、危機に陥おちいっても冷静な観察眼と判断力だった。

　彼は全身を脱力させて河原の上で仰あお向むけになり、もう一度、自分のほうを見下ろしている三人の少女を改めて観察する。

（これが魔女……なのか？　間近で見ると、なんか思ってたのと違うな）

　目の前の三人の少女は、「悪あく辣らつ非ひ道どうな」という形容詞が常に冠せられる魔女の姿とは、ずいぶんかけ離れているように思えた。

（っていうか、ただの女の子じゃねえか。たとえ魔法を使えるとしても、だ）

　彼の脳裏に、昔に亡くした自分の娘むすめの姿が浮かんできた。

（生きていりゃぁ、あの子もこのくらいの年格好になっていたんだよな）

　自分が置かれた状況に相応ふさわしくない、そんな感傷に浸ひたってしまったライバッハは、抵抗する意思も逃げ出す意思も完全になくしてしまう。

「なぁ、あんたら」

「え？　なに？」

「あんたら、魔女なんだな？」

　ケイとノノエル、イクシーヌは一瞬、互いに顔を見合わせたが。

　直すぐに顔を戻したケイが、

「そうだよ」

　と応えた。

「そうか。まぁそうだろうなって話だが」

「なんでそんなことを訊きくの？」

「……想像してたのと少し違ったんでな」

「どんなのを想像してたわけ？」

「残虐非道で悪あく逆ぎやく無む残ざんで極悪凶暴って話だったから、見た目もいかにも恐こわそうなんだろうなって思ってた。口が耳まで裂けてたり、目が吊つり上あがってたり、牙が生えてたり」

　三人は思わず仰のけ反ぞった。

「酷ひどっっ」

「酷いなぁ」

「酷いですね！」

「こうして間近で見ると、たしかに髪の色とか着てる物とかふつうじゃないけど、でも、見た目はふつうの女の子だな、あんたら」

「見た目だけじゃなくて、中身もふつうの女の子だよ？」

　というケイの右腕にライバッハは目を留めた。

「それはふつうじゃねえなぁ」

「あ、いやこれは」

　ケイは右腕の硬化を解いた。

　金属っぽい光沢が消え、肌色に戻る。

「それに、これ」

　ライバッハは両腕を掲げてみせた。

　手首には、どれほど力を入れても引きちぎれない紐ひものような形状になった水がまとわりついている。

「これも魔法なんだろ？」

「ええ、そうで……す」

「やっぱふつうじゃねえわ、魔女は」

　けれど彼のその口調に嫌悪や侮ぶ蔑べつが感じられなくて、三人はまたも顔を見合わせた。

「で、これから俺おれはどうなるんだ？　どうせ殺されるなら、苦痛のない方法でひと思いに楽に殺してくれるといいんだがなぁ」

「殺さないよ！」

　とケイが叫んだ。

「簡単に殺すんだったら、わざわざ捕まえないでしょうが」

「それもそうか」

　ライバッハは大きなため息を吐ついた。

「拷問を受けて嬲なぶり殺されるのか。ぞっとしねえな」

「そんなこともしないからね!?」

「本当かぁ？」

「いや……一人だけしそうなのがいるけどさ、少なくともあたしたちはしないよ、そんなことは」

「じゃあ、どうする気だ？」

「それをナーガさんに相談しようと思うから、これから連れて帰りたいんだけど？」

「ナーガ？　ナーガって誰だれだ？」

「いや、ナーガさんはナーガさんだけど。意味としては龍りゆう王おう、みたいな？」

「ナ……龍王ナーガ!?」

　ライバッハは信じられない言葉を聞いたというふうに目を見開いている。

「うちの一族にいるんだよ、ナーガさんって男の人が。いや、男の『人』って言っていいのかどうかわからないけど」

（おいおい、どういうこった？　っていうか、龍王ナーガさんって……なんだ、その気安さ）

「ああ、このあいだ、あんたたちの二千を撃退したのもナーガさんの策略だから」

「本当なのか!?」

「こんなことで嘘うそは言わないよ」

　ライバッハは戦場にこそいなかったが、輜し重ちよう部隊を率いて戦闘に関わっていた。だから「今までとは違う戦い方をした魔女」に友軍がさんざんに打ち負かされたことを否いやと言うほど知っている。

（龍王ナーガなんて者がついてれば、たしかに魔女が今までと違う戦い方をしてきてもおかしくないだろうが……いや、でも、信じられん）

「あんたをどうするかはナーガさんに相談しようと思うの。おとなしくついてきてくれると助かるんだけど」

「……俺おれは龍王への生け贄にえになるのか？　頭からボリボリと食われるのか？」

「は？　いやいや何言ってんの？　あんたなんか食べないよ、ナーガさんは。若い女の子なら食べちゃうかもしれないけど」

「そうか。龍王は人間の若い女子が好みなのか。まぁそうかもしれねえな」

　ライバッハは内心で密ひそかに胸を撫なで下おろす。

　今ひとつ噛かみ合あっていない会話に気づかないまま、ケイは、だから、と言った。

「おとなしくついてきてよ。愚ぐ図ずったり逃げ出そうとするなら、力尽くで連れてかなきゃなんないからさ」

　ケイはライバッハの顔を覗のぞき込こむようにして言葉を継いだ。

「それはめんどくさいし、あんたも痛い目に遭うのは嫌でしょ？」

　ライバッハは、またも大きなため息を吐ついた。

「ああ、嫌だな。わかった。おとなしく連れていかれるわ」

「う[image: ][image: ]ん」

　腕組みをしてライバッハを見下ろしたまま、ケイは低く唸うなった。

「なんだ？　どうした？」

「いやぁ、あんたこそ、なんていうか、思い描いていた人間像とはちょっと違うなぁって思ってさ」

　というケイの言葉に、ノノエルとイクシーヌが小さく頷うなずいていた。

「ちなみに、どんな人間像を描いていたんだ？」

「ほらぁ、人は魔女のことを蛇だ蝎かつのごとく嫌ってるじゃない。だから、あたしらの言葉に耳を傾けることもない。それなのに、あんた、ふつうにあたしらと会話してるから不思議だなって思ったの」

「人間にも、いろいろいるんだよ」

「ふぅん、そうなのかぁ」

　ケイはどことなく面白がるような顔でライバッハを見ていたが。

「あ、そうだ。あんたの名前は？」

「俺おれか？　俺はライバッハっていうんだが」

「そう。あたしはケイ。とりあえずケイって呼んでくれればいいから」

「お……おお、そうか」

「で、こっちはノノエル」

　とケイに指し示されたノノエルは、さっとケイの背後に隠れるように移動し、顔だけを覗のぞかせ、か細い声で、

「ノノエルで……す」

　と言った。

「そっちがイクシーヌ」

「えぇと、イクシーヌでっす。よろしく」

「ライバッハだ。よろしくな」

「さて、いつまでもここで話しててもしかたないな。イクシーヌ、馬で先駆けしてハリ姉ねえやナーガさんに報しらせておいてよ」

「ん、そうだね。わかった。じゃ、馬を走らせて一足先に戻ってるから」

　そう言って、イクシーヌは馬を繋つないでいる場所へと戻っていった。

「よろしく──っ」

　彼女の背中に手を振ったケイは、やがてくるりと体からだを回した。

「じゃ、行こうか、ライバッハ」

（呼び捨てかよ。まぁ俺は虜りよ囚しゆうだから文句を言える立場じゃねえけど。魔女っていっても娘むすめみたいな年格好だから、違和感ありすぎだな）

「立てる？」

「ん？　ああ……」

　ライバッハは足首を縛っている水の紐ひもに目を落とす。

「あ、そっか。ノノエル、少し緩めてやって」

「わ、わかりましたです」

　ノノエルが水による足首の縛いましめを緩めてやると、ライバッハは感心したのか呆あきれたのかよくわからない声で、うへぇ、と言った。

　よっこらせ、と立ち上がったライバッハが両手首を突き出す。

「こっちはこのまま……なんだよな？」

「そっちはそんままだねぇ」

「まぁ、そうじゃねえかと思ったがな」

「じゃあ諦めて歩いてね。逃げようとしたら、ノノエルがまた足首を締めるからさ。っていうか首を絞めるかも」

「ああ、逃げねえよ。あんたらから逃げられるとは思えねえしな」

　などという二人の会話を聞いて、ノノエルは不思議な気分になった。

　人と魔女がふつうに話をしている。

　それはノノエルの常識からすると考えられないことだった。

（いえまぁ、ケイはちょっと特別な娘こかもしれませんですけど。ナーガさんとも、いきなり馴なれ馴なれしく話してましたですし。でも、相手のあの男の人は……あんなふうに気安く魔女わたしたちに話す人がいるとは思いませんでした。さっきのケイの言い草じゃあないですけど、人は誰だれでも魔女わたしたちのことを忌いみ嫌っているものだとばかり）

　ライバッハの言動が意外であり、新鮮であり、少し嬉うれしくもあるノノエルだった。

（だって、それはもしかすると、人と魔女がわかり合える可能性がある……ということになりませんですか？）

　ナーガは特別だと思っていた。外の世界から落ちてきたからこそ、この世界のしがらみ、慣習、常識などというものに囚とらわれることなく自分たちを正当に評価してくれたのだと、そう思っていた。

　けれど、このライバッハという男を見ていると──しかも彼はただの男ではない、敵兵なのだ──人がすべて皆、魔女のことを忌み嫌い、近づけることさえしないわけではないのが実感できる。

　ならば。

（魔女と人とがわかり合える日が来るかもしれないではないですか）

　と、ノノエルはそんな希望を抱いだいてしまう。

（いえ、どうなのでしょう。姉あね様さま辺りに言ったら、夢物語だと鼻で笑われるかもしれないですが。そしてユウキに言ったら、裏切り者！　と罵ののしられそうですが）

　もしかしたらナーガは異界人だから特別なのではなく、ナーガ自身がそういう物の見方、考え方をする人だというだけなのかもしれない。このライバッハという人物がそうであるように。

　ノノエルはケイに先導されたライバッハの背後を歩きながら、自分たちの未来に僅わずかに射さし込こんだ光明が、また少し明るさを増したような気がしていた。
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　ナーガは一の砦とりでに詰めているはずで、イクシーヌはそこを目指して駆けていった。

　ライバッハを連れたケイとノノエルも一の砦を目指して歩いた。

　走ればそれほど時間はかからないが、捕虜を連れているので歩くしかない。

　三人は途中で、イクシーヌから報告を受けたハリガンが寄よ越こしたアイス以下の出迎えと合流し、日暮れ前にようやく一の砦に到着した。

　木柵に囲まれて眼前に建つ、夕暮れに染まった小さな砦を見やったライバッハは、ここ数日のことを不思議な気分で回想する。

（……ここか。やれやれ、なんだか少し懐かしいな。ここを攻めようとして失敗し、俺おれは中隊長から輜し重ちよう部隊の隊長に格下げになって、また中隊長に復帰したと思ったら、今度は魔女の虜りよ囚しゆうだもんな。ここ数日で俺の人生が激変してるわ。笑っちまいそうだぜ）




　アイスやケイが見張り役の魔女と話をしていると、先に戻っていたイクシーヌがナーガとハリガンを連れて姿を見せた。

「おい、ケイ、カサンドラ王国の兵士を捕まえたんだって!?」

「あ、うん。捕まえたのはあたしじゃなくてノノエルだけど。ほら、あの人」

　砦から出てきたナーガを見て、ライバッハは驚いた。

（魔女の砦に男がいる！　って、そうか、こいつが龍りゆう王おうなのか!?　いや、龍王……というより、ふつうに人間に見えるがな。たしかに変わった衣装だが。それに……身に纏まとってる雰囲気はどこか俺たちと違うな）

「おお！　そいつが捕虜か！」

　ナーガは真まっ直すぐ歩み寄ってきて、ライバッハの前に立った。

　身長はライバッハのほうが少し高いくらいだった。

（こうして間近で見ると、やっぱり変な格好だな。剣も腰に差しているし、剣の形も変わってる。しかし、こいつが龍王だとすると、ずいぶんと若いんだな）

　というのがライバッハのナーガに対する第一印象だった。

　一方、ナーガのほうは。

（なるほど、たしかにな。魔女の砦に連れてこられたってのにこの落ち着きぶり、ただの雑ぞう兵ひようじゃなさそうだ）

　ナーガは悠然とした態度で、

「おま…、名はな…と言う？」

　と訊きいてきた。

　少し聞き取り難にくい箇所があったが、意味は通じた。

（俺おれたちの言葉が話せるのか……いや、話すっていうより、頭の中に直じかに響いたって感じだったな）

「えぇと、俺はライバッハだ。ライバッハ・ランティエス」

「そうか。俺…ナーガだ」

（本当に龍王ナーガなのか、それとも言ってるだけか……）

　名乗ったナーガは、

「ここで立ち話じゃ詳しいことも訊けないし、中に入れるか、ハリガン」

　と隣の魔女に語りかけ、魔女が、

「そうするしかあるまいな」

　と応じた。

（でかいな。いろいろとでかい）

　ライバッハは内心の驚きを隠しつつ、それとなくハリガンに視線を走らせた。

「あ、ハリ姉ねえ、ユウキはいないよね？」

　とケイが訊くと。

「おらんよ」

「あぁよかった。人の男をあいつの前に連れてったら、殺す殺す絶対殺すって言って騒ぎ出すじゃん」

　ハリガンは、あっははと笑った。

「ユウキなら殺すだろうな」

「おいおい、あんた、笑い事じゃねえんだけどな」

　とライバッハは思わずツッコんでしまった。

「はっははは、たしか…笑い事じゃね…な」

「あんたも！　笑い事じゃねえってば！」

　ライバッハはナーガにもツッコんだ。

　二人が自分に視線を向けてきたので、ライバッハは慌てて肩をすくめ顔を背そむけた。

「まずは部屋に入れて一休みさせるか？　ここまで歩かされたなら疲れているだろう」

　ライバッハはハリガンの言葉に驚いてしまう。

（まさか魔女にこちらの疲労を考慮してもらえるとはな。問答無用で尋問部屋に放ほうり込まれるのかと思っていたが。あるいは地ち下か牢ろうにでも叩たたき込こまれるか）

　ハリガンの言葉に、だね、と頷うなずいたケイが、

「ライバッハ、こっち来て」

　と砦とりでの中の建物のほうを指し示す。

「なんだ、ケイの奴やつ、もう呼び捨てかよ。あいつは本当に誰だれとでも親しげに接する奴だな。まぁ、それがあいつのよさでもあるがな」

　とナーガが呟つぶやくと、アイスが少し嬉うれしそうな顔で頷うなずいた。

「そうですね」

「んじゃ、俺おれたちも行くか。どんな話が聞けるか、楽しみだな」

　ナーガとアイス、ノノエル、イクシーヌも砦の中へと戻っていった。
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　一の砦の居住棟の一室に、ナーガ、ハリガン、アイス、ケイ、ノノエル、イクシーヌが勢せい揃ぞろいしている。もちろんライバッハもだ。

　砦には他にもリンネ、リンナ姉妹とアルルカン、クゥなどがいるが、彼女たちは持ち場に就いている。

　ライバッハはノノエルの水の紐ひもによる縛いましめは解かれているが、代わりに縄で手首と腰を巻かれ、その縄をアイスが自分の手首に繋つないでいた。




　ノノエルが縛めを解くとき、ケイはライバッハにそっと耳打ちした。

「あのお姉ねえさんはさ」

　とケイがアイスを指さして言う。

「見た目と違ってもの凄すごく恐こわいから、絶対に怒らせないようにね。あんたなら、体からだを一発殴られただけで全身の骨が砕けて死ぬか、内臓が破裂して死ぬかだから。顔を殴られたりすれば、頭が破裂して首から上が消えるよ？　これは洒落しやれでも冗談でも脅しでもないから。本気の忠告」

　ライバッハはもの凄く嫌そうな顔になって頷いた。

「う……そうか、わかった、気をつけるわ。けど」

「なに？」

「おまえさん、親切だな」

「ん？　そうかな？」

　と首を捻ひねったケイだが、やがて顔を戻してにっこりと笑った。

「まぁ、いいじゃん。親切にされたって自覚があるなら、ちゃんと返してね」

（こいつ……なんか娘むすめの友達と話してるみたいな気がしてきたわ。こいつらが魔女だってのが信じられなくなってきた）




　どのみちライバッハには逃げる気などない。逃げようとしても、魔女相手では逃げ切れないだろう。捕まったら、今度こそ殺される。それよりは捕虜のほうがずっとマシというものだ。

　今のところ拷問される虞おそれはないようだし、何より魔女と話をするのは、ライバッハ自身にも意外だったが、なんだか少し楽しかった。

（娘むすめが生きてたら、こんなふうに父娘おやこの会話ができたかもしれないなぁ）

　とまで思う。

（さて、で、俺おれは何を尋きかれるんだ？　大したことは知っちゃいないぞ）

　壁際に置いた床しよう几ぎに少しばかり緊張気味のライバッハを座らせて、その周りをナーガ、ハリガン、ケイ、ノノエル、アイス、イクシーヌが半円形に取り囲んでいる。ライバッハの正面にナーガ、その左にハリガンとケイ、左端がイクシーヌ、ナーガの右隣にアイス、いちばん右がノノエルだ。

　ナーガが口を開いた。

「さて、俺はまだるっこし…ことが嫌いだ。単刀直入…行こうか。おま…、エインの砦とりでを知ってい…な？」

　やはり聞き取り難にくい箇所はあるが、ライバッハはナーガが何を言ったのか理解できた。

「そりゃ知っているが」

「砦にいたこともあ…のか」

「あるな」

「どうだろう、縄張りとか教えてもら…ないか」

「……どうしてそんなことを訊きく？」

「あの砦を陥おとそう…思ってる」

「なっっ!?」

　ライバッハは絶句してしまい、しばらく尋問は途切れた。

　ナーガは少し面白そうな顔で彼を見やる。

「どう…た？　何をそんなに驚い…いる？」

　と訊かれて、ようやくライバッハは我われに返る。

「えぇと……龍王ナーガさんよ、俺にも質問させてもらえないかな」

「かまわな…ぞ」

「そうか。だったら。魔女の兵数は二十かそこらだと俺は聞いているんだが？」

「ハリガンの一族はな。今回は他…一族の応援もあるから、もう少し増えるぞ。四、五十くらい…はなるだろう」

「い、いや、なるだろうって、それでも四、五十だろ。エインの砦には、いま三百ほどが詰めているんだ。いったい、どうやって陥とす気なんだ？」

「おまえから砦とりでの内情を聞…たら、それで考えようと思ってな」

「な、何を言って……第一、俺おれが砦の内情を話すと思ってるのか？」

　ナーガが意外そうな顔になって、

「話さないのか？」

　と言うと、ライバッハは怒鳴るように応えた。

「馬ば鹿かにするな。俺は今じゃ天てん涯がい孤こ独どくの身で、カサンドラ王国には家族も親戚もいやしねえが、それでも砦にいるのは俺の仲間だ。仲間が殺されるかもしれないのに、俺が情報を売るわけねえだろうが。どうしても尋きき出したけりゃ拷問でもなんでもしな。そうしたら偽情報を吐はいてやる」

　彼の言葉を聞いたナーガは、彼の表情を観察した挙げ句、

（こいつ、なかなかの男だ。信頼するに足る奴やつだ）

　と断定した。

「おまえの心配ももっともだ。だが、そこはそんなに心配しなくてもいい」

「ど、どういう意味だ？」

「俺たちは、人の兵の犠牲を出さないように砦を陥おとそうと思ってるからさ」

「なっ？　適当なこと言ってんじゃないぞ！　そんな出で鱈たら目めを俺が信じるとでも!?」

　ライバッハが思わず腰を浮かせかけたのでアイスが身構えたが、ナーガは彼女を制して身を乗り出し、正面から覗のぞき込こむようにライバッハの顔を凝視した。

「そっちこそ、俺が出鱈目を言っていると思うか？」

　ライバッハはナーガの全身から噴き出す闘気に圧倒され、瞳に宿る強い意思の光に目を灼やかれ、身動きができなくなった。

（な、なんだ、こいつ……この異様な迫力は）

「前回の戦いくさはな、二十対二千だったから、ああでもしなきゃ人の軍を撃退できなかった。けれど、あのやり方は魔女の側にも犠牲を出す可能性があったから進んでやったわけじゃねえ。俺たちの未来のために、魔女にも人にもできるだけ犠牲者は出したくないんだよ」

　ナーガの言葉に力が籠こもったためか、それともナーガとの会話に慣れてきたためか、ライバッハは彼の言葉が明瞭に聞き取れるようになっていた。

「み……未来？　未来ってなんのことだ？　どうしてエインの砦を奪とろうとする!?」

「魔女の国を創るための第一歩なんだよ」

「魔女の国ぃっ？　そんなモン創ってどうするんだ!?　まさか、魔女が人を支配しようとでも言う気か!?」

「そんなことは言わねえよ。言いたいのは、要するに魔女と人とが一緒に暮らせるようなそんな世界を創ろうやってことだな」

（…………馬鹿か、こいつ。そんな世界なんかできるはずがねえ。本気でそんなこと考えてやがるのか）

　ライバッハは呆あきれ返かえったという思いを隠すこともせず、目を見開いてナーガを見つめている。もしかしたら顔に軽侮の色が浮いていたかもしれない。

　けれど、相手は戯たわむれを言っているわけでも大たい言げん壮そう語ごしているわけでもなさそうだ。

　であれば、本気なのだ。本気で新しい世界を創ろうと言っているのだ。

　彼はナーガの器の大きさを感じ取った。自分と彼の差を実感した。

（魔女を指導する立場にある龍王ナーガ様と、中隊長職すら全まつとうできない俺おれとじゃ、違っていて当たり前か。にしても、魔女と人とが一緒に暮らせる世界って……）

　自分とは見ているものが違いすぎる。

　視野の広さが違いすぎる。

　視認距離が違いすぎる。

（喩たとえて言うなら、中隊規模でしか物事を考えられない俺に比して、この男は戦場を遙はるか高みから鳥のように俯ふ瞰かんして、敵も味方も全部の部隊の位置と動きを把握してる、そんな感じか？）

　軍務一筋で生きてきたライバッハは、ついそんなふうに考えてしまった。

「……なあ、あんた、龍王ナーガさんよ。魔女と人が一緒に暮らせる世界なんてものを創れると本当に思ってるのか？」

「は？　いや、創れるだろ、もちろん。じっさい魔女じゃない俺が魔女と一緒に暮らしているんだからな。不可能なはずがない」

「いや、あんたは龍王ナーガだろ。人じゃないだろ」

「俺はナーガなんていう大層な名を持っているが、人だよ。少なくとも、魔女よりは人に近い存在だ。その俺が何も不都合を感じていないんだからな」

「しかしな……」

「おまえだって、ここに来るまでそいつらと一緒に歩いてきたんだろう？　何か不都合があったか？　話が通じなかったか？」

「い、いや……」

　ライバッハがちらりとケイに視線を向けると、それに気づいたケイが笑いかけてきた。

　ライバッハは慌てて顔を戻す。

「……そんなことはなかったが」

「だろう？　人だろうが魔女だろうが、ちゃんと意思の疎通はできるんだよ。だったら、共に暮らせるだろ。一緒に生きていけるだろ。やりもしないうちから無理だ不可能だなんて決めつけるなって話だ」

　ナーガの言葉に、ライバッハは黙り込んでしまう。

　たしかに、自分が接したケイとノノエル、イクシーヌの三人は、「悪あく辣らつ非ひ道どうな魔女」という形容からはほど遠かった。むしろ、どこにでもいるふつうの女の子のように思えた。あの三人が特別で特殊な魔女でないなら、ナーガの言うことに一理あるような気がする。そして、他の魔女──ハリガンやアイス──を見る限り、ケイやノノエル、イクシーヌが特別というわけでもなさそうだ。

　教え込まれていた知識と、己の目で実際に見た魔女たちの姿との落差に、ライバッハは戸惑い、混乱した。

「で、話を戻すがな」

「え？　な、なんだっけ？」

「だから。俺おれたちはエインの砦とりでを奪とりたいんだ。双方に犠牲を出さずにな。それには砦の内部情報が必要だ。それを教えてはくれないか、って話だよ」

「それもわからないんだが。内部情報を知ったからって、たかだか四十や五十の兵数で、三百からが詰めてる砦を陥おとすなんて、不可能だろ」

「忘れたか？　二十で二千の軍勢を破るなんてのも不可能だったはずだが、俺たちは実現させたぜ？」

「う……そ、そうだったな。つまり、今回も秘策があると？」

「秘策っていうほどでもないが、こちらには魔法があるから、俺は可能だと思ってる」

「魔法で攻撃したら、犠牲者が出ないわけないだろ！」

「出ないんだよ。俺の目もく論ろ見みどおりいけば、人にも魔女にも犠牲を出さずに砦を陥とせるはずなんだ」

「だ、だから、どうやって!?」

「魔法に関かんしては詳しいことを教えられないが、人を身動きできなくする、そんな魔法があるとしたら？　それを使えば戦闘をする必要はない。俺たちは堂々と表門から乗り込んでいける。そして動けなくなっている兵を捕縛するだけでいい」

「む……本当にそんな魔法が？」

「ある。ただし、それを使う場所を決めるには、城内の縄張りとか兵員の配置とかを予あらかじめ知っておく必要があるんだ。だから、おまえに訊きいている」

　自信満々でそう言い切ったナーガは、射い貫ぬくような視線をライバッハに向けてきた。

「おまえが内情を教えてくれないまま強攻すれば、魔女にも人にも犠牲者が出る。そしてその数は人の兵のほうが多いだろう。今回、それはしたくないんだ」

　守備兵に犠牲を出さないということは、即すなわち砦を無傷で手に入れるということの裏返しだが、ナーガもそこに触れる気はない。

「す……少し考えさせてくれないか」

「いいとも。とはいえ、無期限ってわけにはいかない。一両日中に返事をくれ」

「わ、わかった」




　それで尋問は終わった。

　尋問というより、どちらかというと会談に近い内容だったが、この経験はライバッハに大きな影響を与えた。




　ナーガやハリガンはライバッハを小部屋に監禁しておくことにする。

「誰だれか見張っていなくていいの？　縛ってるっていっても、部屋は板壁一枚だし、壊そうと思えば壊せるんじゃ？　あたしが見てようか？」

　とケイが懸け念ねんを表明すると、意外にもナーガはこんなことを言い出した。

「大丈夫だとは思うが、まぁ念のためだ、俺おれが一緒の部屋にいるとするわ」

「え？　いいの？」

「どのみち、俺はおまえたちと同じ部屋じゃ寝られないわけだからな。それとも、ケイが俺と一緒に寝てくれるのか？」

「いやあ、さすがにそれはちょっと」

「そうだろ。俺が別の部屋で寝たら、それだけで二部屋使うことになるからな。あいつの部屋で寝るのが手っ取り早い。悪いが寝具を二人分、用意しといてくれ」

「それはかまわないけど。でも、暴れ出したりしないかな」

「手足を縛っておけば問題ないだろう。そうでなくても、あいつには何がなんでも逃げ出そうって気はないようだからな」

「そうなの？」

「ああ。魔女に対する嫌悪感もそれほど強くないし、カサンドラ王国に帰っても待ってる家族がいないってのも大きな理由なんだろうな。まぁ、ケイが手伝いたいって言うなら、断りはしないが」

「じゃあ、少し手伝うよ。いいよね、ハリガン姉ねえ？」

「おぬしがそうしたいのなら、それでいい。ただし。騒いだり暴れたりするなよ？」

「酒が入ったアイスじゃないんだし、そんなことしないよ」

　アイスがにっこりと微笑ほほえんだ。

「まあ。それはどういう意味なのかしら、ケイちゃん？」

　顔は笑っているが、目だけは笑っていなかった。

「あ……えぇと、べつに意味はないよ。うん、全然ない」

　アイスの視線を意識して、ケイの額に脂汗が浮かぶ。

　しばらく微笑みながらケイを睨にらんでいたアイスだが、そのうち、でも、と言って視線を転じた。

　彼女の視線の先には、部屋の片隅でおとなしく座っているライバッハがいる。

「ちょっと不思議ですね。人は誰だれもが皆、わたしたちを忌いみ嫌い遠ざけるものだとばかり思っていました。あんな人もいるんですね」

　とアイスが小声で言うと、ナーガは我が意を得たりと頷うなずいた。

「人の中にはあんな奴やつもいるわけだから、人と魔女が一緒に暮らせる世界ってのも絵え空そら事ごとじゃないだろう？」

「そうですね。ナーガさんの言うことを信じてもいいような気がしてきました」

「おい、ちょっと待て。ってことは、おまえ今まで俺おれの言うことを信じてなかったのか、アイス？」

「え？　信じていましたよ？」

　ナーガは情けなさそうな顔で、

「いや今……」

　と言いかけて、まぁいいや、と気を取り直した。

「とにかく。俺が一緒の部屋で寝るから心配するな。あいつが話す気になったようなら、みんなを呼ぶから」

「はい、わかりました。でも、その前にとりあえず夕食ですね。あの人の分も用意します。ケイ、できたら呼ぶから、持っていってあげてね」

「了解だよ」
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　物置小屋のような粗末な部屋にケイと共にライバッハを連れ込んだナーガは、することもないので腰の刀を外し、床に置かれている雑然とした物を部屋の隅に押しやり、空いた空間に敷物を敷いて腰を下ろし、壁に背中を預けた。

　その隣にケイも座る。

　ライバッハは縄で縛られたまま柱に繋つながれているので、二人が居眠りをしたとしても、襲われる虞おそれは低い。

　ケイはライバッハのことなど何も気にしていない様子でナーガに話しかけてきた。

「ナーガさん、昼間の話の続き、しようか？」

「あ？　昼間の話？」

「だからぁ。魔女が父親を知らないって話」

「あぁ、そういえば、そんなこと言っていたな。いや」

　ナーガは、ちらっとライバッハに視線を向けてから小さく首を横に振った。

「またにしよう。人に聞かせるような話でもないだろう？」

「……だね。でも、そうなると」

「何か不都合があるのか？」

「不都合ってわけじゃないけど、暇だなぁって思って」

「暇って、おまえ」

　ナーガは思わず苦笑を浮かべてしまう。

「そうだ、ナーガさん、腕相撲しない？　あたし、アイスほどじゃないけど、割と力自慢なんだ。ほら、あたしって肉体派じゃない？　だから」

「肉体派ぁ？」

　ナーガが無遠慮な視線をケイの全身に這はわせた。

「あまりそうは見えないがな。まぁ肉弾派ではあるんだろうが」

「失礼なこと言われたっ」

「じゃあ、肉弾派代表のケイ様にお相手してもらうか」

　ナーガが腹はら這ばいになって右の肘を床に着けると、直すぐさまケイもナーガの正面に回って同じように腹這いになる。

　互いに相手の右手を握り。

「行くよ？」

「いつでも来い」

「せ──の、はいっっ！」

「むっ？」

　力比べはいい勝負だったが。

　やがてナーガの右腕がケイの右腕を押し倒した。

「負けたっっ！」

「俺おれに勝つには百年早い」

「もう一丁！」

「いいけどな」

　ナーガは苦笑しながら、何度もケイの相手をしてやる。

　そんな二人を見て、ライバッハが呆あきれ顔がおになった。

（こいつら。俺のことなんか最は初なから眼中にないのか、それとも俺のことを信用しているのか。いずれにせよ大した度胸だな。俺なんか、魔女の砦とりでにいると思うだけでブルっちまって横になる気すら起きねえっていうのに）

　何度負けても諦めずに勝負を挑むケイと、そんなケイのことを嫌がるふうもなく勝負に応じてやるナーガを横目で見ながら、ライバッハはため息を吐ついた。

（やれやれ、これからどうなるのかな、俺は。直ぐに殺されることはなさそうだが、砦の内情を教えないと言い張れば、さすがに連中も怒り出すかもしれねえし。こんなことならさっさと軍なんか辞めて、隊商の護衛でもやってたほうがよかったかもしれないな。どうせ守るべき家族もいねえんだ、旅から旅への浮き草稼業ってのも面白かったかも……だ）

　ライバッハの脳裏に亡くした家族──妻と娘むすめの顔が浮かんだ。

（リィサ……エリナ……）




　妻は優しく美しく、娘は可愛かわいく気立てがよかった。

　妻と結婚したばかりの頃。

　エリナが生まれた頃。

　エリナが二歳の頃。

　エリナが五歳の頃。

　エリナが八歳の頃。

　それまでは妻も健康だった。

　慎つつましいが、それほどひもじくもなく、あまり不自由も感じず、三人は肩を寄せ合って楽しく暮らしていた。

　幸せだった頃の家族の姿が次々とライバッハの脳裏に浮かんでは消えた。

　だが、そんな幸せな映像も長くは続かない。誰だれよりそのことを知っているライバッハは、それ以上思い出すのを止やめようとした。けれど、いったん溢あふれ出だした思い出はそう簡単に止とまらなかった。




　病を患わずらった妻の看病を娘に任せて戦いくさに出ていたライバッハが、手柄を立て、喜び勇んで街に戻ったとき、街は焦土と化していた。

　守備が手薄になった隙を衝ついて蛮ばん族ぞくが襲ってきたのだ。

　街に侵入した蛮族は手当たり次第に殺し、焼き、奪うばい、そして逃げていった。

　ライバッハが所属する部隊が戻ってきたのは、ちょうどその頃だ。

　焼け野原同然の街を見て、ライバッハたちは言葉を失った。

　必死に妻と娘の姿を捜したライバッハだが、どこにも見つからなかった。

　街の通りや燃え落ちた家屋敷に転がっている多くの遺体はすべて焼け焦げていて、誰が誰だか見分けがつかなかった。だからライバッハは、結局、家族の葬式すら出してやることができなかった。

　二人が戦利品として蛮族に連れ去られたなら、たとえ奴隷に身を落としても生きている可能性はある。ライバッハはそう思いたかったが、妻は病弱で、娘はまだ子供だ。そんな二人に蛮族が戦利品としての価値を見みい出だす可能性などほとんどないことも承知していた。

　あのときの絶望、悔悟、怨えん嗟さを思い出すと、今でも彼の体からだは震え、心は疼うずき出す。後悔の念に苛さいなまれる。

　どうして軍は蛮族に対する備えを取らなかったのか。

　どうして自分の部隊は、あの時機に街を離れてしまったのか。

　どうして自分は出撃部隊に志願してしまったのか。

　そもそもどうして自分は軍に入ってしまったのか。

　どうしてどうしてどうしてどうして。

　あのあとは、来る日も来る日も繰り返し繰り返し、そんなことばかりを考えていた。

　街と家族を失ったライバッハは、やがて辺境地帯に流れ着き、雇われ兵としてカサンドラ王国軍に入ったわけだが、彼は後妻を娶めとることもなく独身を貫つらぬいていた。




　ぼんやりと屋根裏を見上げていたライバッハの目から一筋の涙がこぼれ落ちた。

（ったくなぁ。妻や娘むすめも守れないようじゃ、兵隊になった意味がねえわ）

　ライバッハはごしごしと目を擦こすり、全身を脱力させて敷物の上に体からだを横たえた。

　そんな彼の様子を、いつの間にか腕相撲を中断したナーガとケイが横目で見ていたが、二人が彼に声をかけることはなかった。















第３章　未来への思い
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　ケイが持ってきた夕食を、ケイとナーガとライバッハの三人で摂とった。

　食事をしているあいだ、ケイはしきりにライバッハに話しかけていたが、彼は気のない返事を繰り返すだけだった。

「ちぇっ、ノリが悪いなぁ」

　ケイはぼやきながら、済んだ食事の皿を片付け始める。

「何か要望とかあれば言ってよ、ライバッハ。縄を緩めろとか逃がしてくれとかじゃなければ、とりあえず聞くから」

「いや……とくにない」

「そう？」

「じゃあ、俺おれの足を揉もんでくれないか、ケイ」

「え？　あたしライバッハに言ったんだけど？　どうしてナーガさんが、さも当然のような顔して無む茶ちやな要求しているのか、さっぱりわからないよ」

　ナーガは笑いながらケイのツッコミに応えた。

「冗談だ。そんなに怒るなよ」

「べつに怒ってはいないけどさ」

「じゃあ、揉んでくれ」

「あれえ？　冗談だったよね！」

「もちろん冗談だ」

「もう。この人はもう」

　ケイはナーガが手にしていた皿をひったくった。

「はい、片付けまぁす」

「あ、おい、まだ少し残ってる……」

「片付け、ま、す」

「わかった、わかった」

　とナーガが苦笑したそのとき。

　どすどすという、廊下を踏ふみならす足音が響いてきた。

「ん？　ハリガン姉ねえ？」

「ハリガンにしては荒っぽい歩き方だな」

「だよねぇ。まさかアイスが怒ってる？」

「おいおい待て待て」

　慌てて手を振るナーガの顔が少し青ざめている。

「俺おれたち、アイスを怒らせるようなことを何もしちゃいねえぞ」

「それもそうだね。じゃあ、あれは」

　ケイが入り口のほうへ顔を向けると、そこで足音が止やんで、扉が勢いよく引かれた。

　現れたのは目を吊つり上あげたユウキだった。

「カサンドラ王国軍の兵士を捕まえたんだって!?」

　ユウキの勢いに圧おされるようにケイが、ああ、と応えると。

「じゃあ、わたしに殺させて」

　そういうユウキの顔には熱が浮いていて、瞳には妖あやしい光が宿っている。

「っていうか、殺すから。思いっきり残酷な方法で」

　そんな物騒なことを言うユウキの顔を、ライバッハが目を見開いて見つめている。

　ユウキの言葉が決して洒落しやれや冗談でないことはわかっているはずなのに、怯おびえる素そ振ぶりすら見せず、彼は何かに憑つかれたような顔でユウキを凝視し続けた。

「おい、ユウキ、なに言ってるんだよ」

「なに言ってるんだはあんたのほうよ、ケイ。どうして敵の男を生かしておくの!?」

「情報を尋きき出すためだよ」

「じゃあ、どうして客人をもてなすみたいになってるの!?」

「べつにもてなしちゃいないだろ」

「もてなしてるじゃない。こんなところに寝具まで用意して。情報を尋き出すんだったらどうして拷問しないのよ!?　それとも、もう情報を吐はいたわけ？」

「まだだけど。まだ考慮中なんだよ」

「はぁ？　なんで相手に考える余地なんか与えるわけ？　そんな悠長なこと言ってないでわたしに任せなさいよ。直すぐに必要な情報を尋き出してあげるから。そうね、まずは指を一本ずつ切り落としていけばいいわ。失血死しないように指の切り口には焼き鏝ごてを当てればいいよね。二、三本も切り落とせば、しゃべる気になると思うけど？　ならなかったら手の指全部落として、足の指も落として。最後には早く殺してくれって懇願してくるだろうから、洗いざらいしゃべったら、望みどおり殺してやればいいのよ」

　熱に浮かされたように一気にまくし立てたユウキは、一歩、二歩と足を踏ふみ出した。

「わたしがやるから、そこ退どいて、ケイ」

「おい、勝手なこと言ってんじゃないぞ、ユウキ」

　ケイも進み出て、ユウキの前に立ち塞ふさがる。

「邪魔する気、ケイ？」

「おまえこそ、ハリガン姉ねえやナーガさんの許しも得ないで勝手な真ま似ねするな」

　ユウキは横目でちらっとナーガに視線を走らせたが、ナーガは難しい顔で腕組みをしているだけで、何かを言う気配はなかった。それを確認すると、ユウキは顔を戻してケイに向き直る。

「あんた……人の味方する気？」

「味方じゃないだろ。おまえこそ魔女の評判を落とすような真ま似ねするんじゃないよ」

「退どかないと、あんたから切り刻むけど？」

「は！　やってみろよ。おまえの風ふう刃じんは、あたしには利かねえぞ！」

　剥むき出だしになっているケイの手足が変色を始めた。

　肌色から灰色へ。

「あんたこそ。その程度の体表硬化で、あたしの風刃に太た刀ち打うちできると思ってんの!?」

「そう思うんなら、やってみろって」

「どうしてそんな奴やつを庇かばうのよ！」

　苛いら立だたしそうな顔をしたユウキが、ケイの背後にいるライバッハを指さした。

「そいつは今までわたしたちを殺そうとしてきた敵兵じゃないの！　そんな奴をどうして生かしておこうとするのよ!?」

　そのライバッハが唐突に口を開いた。

「なぁ、あんた」

　びくっ、とユウキが上体を引いた。

「な、何よ!?　命乞いなら聞かないからね！」

「あんた、家族を俺おれたちに……カサンドラ王国軍に殺されたのか？」

「王国兵にじゃないわ。でも」

　と小声で答えたユウキは、次の瞬間、感情を爆発させた。

「人に殺されたのよ！　寄って集たかって嬲なぶり殺しにされたのよ！」

　ユウキを見ていたライバッハの眉がぴくりと跳ねた。

「そうか。あんたもその口なのか。それじゃあ人を恨むのも無理ないな。あんたがどうしても俺を殺したいって言うのなら……そうしてもいいぞ」

　ユウキは一瞬、怪け訝げんそうな表情を見せたが、直すぐに勝ち誇った顔になって胸を張った。

「ほらあ、本人がこう言ってるんだから、わたしが殺したってかまわないでしょ」

「おい、ライバッハ、あんたどうしてそんなこと言うんだよ!?」

「だから。ケイ、あんたが庇う必要なんかなくなったじゃない。退きなさいってば」

「なぁ、あんたたち……ケイさんにユウキさんよ、俺のことなんかで、仲間同士、争わないでくれ」

「あぁ、だから……って、ぎゃ──っ！　めんどくせぇぇぇ！」

　ケイは頭を抱えて身み悶もだえする。

「あたし頭よくないから、ややこしい事態に思考がついていかない[image: ][image: ]」

　しばらく頭を抱えてしゃがみ込んでいたケイだが、やがてすっくと立ち上がった。

「でも、やっぱりユウキがこの人を殺すのはよくないと思うから、邪魔する」

「あんたぁぁ」

　ユウキが獰どう猛もうな唸うなり声ごえを上げた。

「邪魔するなら本当に切り刻むけど」

「だから。やれるものならやってみなって」

　灰色だったケイの全身が光沢のある銀色に変わっていった。

「どうしたネ？　さっきからうるさいのヨ？　あたし早朝番だから寝ようと思ってるのに寝られないのヨ？」

　暢のん気きな口調でそんなことを言いながら現れたアルルカンだが、張り詰めた部屋の空気を肌で感じ取り、その場で固まった。

「ななな何がどうしたネ？」

　アルルカンの困惑を余よ所そに部屋の中ではユウキとケイが睨にらみ合あい、二人の周囲では闘気が渦巻いていた。

「ユウキ」

　唐突にナーガの声が響いた。

「な、何よ、あんたも偉そうにわたしに説教する……って、なぁっっ？」

　ユウキがナーガのほうへ顔を向けると、彼は床の上に正座をして額ぬかずいていた。

　驚いたユウキは跳び退のくように大きく一歩、下がった。

「な……なんの真ま似ね!?」

　ナーガは土下座の体勢のまま応える。

「俺おれはおまえが人を恨んでいる事情を深くは知らないから、おまえの気持ちはわからない。けど、そいつは必要な男なんだ。おまえたち魔女が幸せに暮らせる世界を創るために。だから、もう少し堪こらえてくれないか。我慢してくれないか。頼む」

「な……な……」

　ユウキはナーガの後頭部を見下ろしながら目を白黒させている。まさかナーガが無関係な人の男のために土下座をしてくるとは彼女も思わなかった。

「そ、そんなにこいつの持ってる情報が大事だって言うの!?」

　ナーガはゆっくりと頭を上げ、ユウキを見上げた。

「大事かどうかは聞いてみないとわからない。が、その可能性は高いと思っている。もし有益な情報が得られれば、魔女にも人にも犠牲を出さずにエインの砦とりでを奪とれるんだ」

　ユウキは疑わしそうな顔でナーガを見ているが、先ほどまでの怒気はだいぶ薄れているように思えた。

「だ、だから。どうして人の兵の犠牲を気にする必要があるのよ!?　むしろ皆殺しにすればいいじゃない。その分、敵の兵力が減るんだから」

「たしかに直ちよつ近きんのことだけを考えればそうだな。だが、その先、もっと先まで考えると、今は犠牲を出さないことのほうが有益なんだ」

　ユウキの顔に戸惑いの色が浮かんだ。

「わ……わけがわからない」

「わからなくてもいい。とりあえずこの場は俺おれを信じちゃくれないか？」

「あんたみたいな奴やつ、信じられるはずないでしょ！」

「おい、ユウキ、それは言い過ぎだろ」

　とケイが口を挟んできた。

「存亡の危機にあったあたしらを救ってくれたのはナーガさんじゃないか。この人がいなけりゃ、あたしら今頃、黒い森の居住地を追われていたんだぞ」

「う……そ、そうだけど」

「あたしは馬ば鹿かだから現状を分析するようなことも未来を展望するようなこともできないけどさ、ナーガさんなら信じてもいいと思ってるんだ。ナーガさんがああまで言ってるんだから、ここはあの人に任せようよ」

　などと言ったケイを睨にらみつけ、次にナーガを睨みつけ、最後にライバッハを睨みつけたユウキは、やがてふいっと顔を逸そらせ、回れ右すると、足音も荒く部屋から出ていった。

「退どいて、アルル！」

「うにゃ？」

　ユウキの凄すさまじい形相にアルルカンは思わず後ろに下がって道を空けた。

　来たとき同様、どすどすと廊下を踏ふみ鳴らして遠ざかっていくユウキの背中を見送っていたアルルカンだが、やがて顔を戻し、ケイに向かって訊きいた。

「何がどうなっているのかネ？」

「いやぁ、つまりだな、なんて説明すればいいのか……」

　ケイが助けを求めるようにナーガを見やる。

「アルルカンへの説明は後回しだ。それよりもライバッハに少し話を聞きたい。できればハリガンかアイスがいてくれるといいんだが。これだけ騒いだのに顔を出さないってのは、二人とも寝てるのか？」

「えっと、アイスは、たぶん見張りに出てると思う」

「そうか。あいつが来てくれればユウキを抑えてくれたろうに」

（いやぁ、どうだろ。もっとわけがわからない事態になっていたかも。アイスって本気で怒ると歯は止どめが利かないとこあるし。でもってユウキが反発でもしたら、本当に修しゆ羅ら場ばになりかねないもん）

　と思ったケイだが、それを口にすることはなかった。口にした言葉が誰だれかからアイスに伝わらないとも限らない。

「ハリガン姉ねえはいると思うから、呼んで来ようか？」

　ケイがそう言ったとき。

「どうしてユウキが一の砦ここにいるのだ!?」

　というハリガンの声が聞こえてきた。

「あぁ、噂うわさをすればなんとやらだ」

　これで面倒事から解放されると、ケイが安あん堵どの息を吐はいた。
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　砦とりでの住居棟のいちばん広い部屋に、砦にいる魔女の大半が集まった。もちろん、ナーガとライバッハもだ。

　ライバッハを取り囲むように座っている魔女の顔ぶれは。




　ハリガン。

　アイス。

　ケイ。

　ノノエル。

　アルルカン。

　イクシーヌ。

　レラ。

　ミモーネ。




　ユウキは当然、顔を出していない。

　リンネ、リンナ姉妹も見張りの役目に就いているのでここにはいなかった。

　ハリガンは伝でん書しよ鳩ばとを放っておいたので、連絡を受けたレラはミモーネの馬に乗って駆けつけていたのである。




　ケイからざっと話を聞いたハリガンは小さなため息を吐ついた。

「だからユウキには黙っていたのだがな」

　どうやらユウキは、伝書鳩の伝言を受けたレラがミモーネと共に三の砦を出発する際のドタバタの最さ中なかに、ケイたちが人の兵を捕虜にしたことを察知して自分の飛空挺で飛んできてしまったらしい。

「まぁそれはよい……いや、あまりよくはないが、その男から詳しい話を聞くほうが大事……なのだろう、ナーガ？」

「そうだな」

　と応えるナーガは、あまり浮かない顔だ。

「だが、その男は砦とりでの情報を教えるかどうかについては少し考えさせてくれと言ったではないか。皆を呼び集めたというのは、何か事情が変わったのか？」

「砦の内情とは別件で気になったことがあるんでな、それを確かめたかった」

「それはなんだ？」

　とハリガンが促すと、ナーガは床しよう几ぎを少しずらしてライバッハに向き直った。

「なあ、ライバッハ。おまえ、先ほどユウキが現れたとき、凄すごく驚いていたよな。初めて見る魔女が他にいたにも拘かかわらず、ユウキを見て驚いたな。ユウキだけに驚いた。どうしてなんだ？」

「あ……あ[image: ][image: ]、よく見てるな、あんた」

　ライバッハは少し視線を彷徨さまよわせながら右手で頭を掻かいた。そしてゆっくりと口を開き、ぽつり、ぽつりと語り出す。

「俺おれにはな、娘むすめがいたんだ」

　ライバッハが関係ないことを話し始めたので、ナーガだけでなく、他の魔女もみな怪け訝げんそうな顔になって彼を見ている。

「いま生きていれば、ちょうどあんたたちくらいになってるはずなんだ」

　そう言ってライバッハは、ノノエルやケイを指さした。

「俺がこんなこと言うのも親馬ば鹿かみたいだが、可愛かわいい子だったんだよ」

「…………」

　べつにライバッハの身の上話を聞こうと思ったわけではないから、ナーガとハリガンは話を止やめさせようかどうしようかと互いに顔を見合わせたが。

「俺が戦いくさに出ている間かんに俺の街を蛮ばん族ぞくが襲ってな、街を焼き払い、住民を虐殺したんだ」

　ナーガとハリガンは、はっとして顔を戻す。

「妻も娘も遺体は見つからなかった。けど、身元不明の焼死体が何百、何千とあったから、妻と娘もあのとき殺されたんだと思う」

「おぬしの過去に同情は禁じ得んが、それと今がどう結びつく……」

　そう言いかけたハリガンの言葉など聞こえないように、ライバッハは淡々とした口調で話を続ける。

「でな。さっき顔を見せた魔女がいただろ。俺のことを殺そうって叫んでた子。えっと、ユウキって言ったか」

「ユウキにも困ったものだが、あやつにも事情があってな。おぬしが気を悪くしたのなら謝る……」

「いや、そうじゃないんだ」

　顔を上げたライバッハは、なんとも奇妙で複雑な表情をしていた。

「あの娘こが俺おれの死んだ娘むすめにとてもよく似ていたんだわ」

　ライバッハは遠い目をして屋根裏を見上げた。

「死んだと思ってた娘が生きていて、俺の前に顔を出したんじゃねえかって、一瞬そんな錯覚をして、それで驚いたのさ」

　ライバッハはずいぶんと感傷的になっているようだが、ハリガンはにべもない。

「おぬしには可哀かわい想そうだが、あいつは魔女だ。おぬしの子ではない」

「ああ、そうなんだよな。それはわかってるんだ。ただ……似てるんだよ。本当に、今までどこかで生き延びてた娘が現れたみたいだったんだよ。だから俺は……」

　ライバッハは感極まったように言葉を詰まらせた。

「……俺は……俺は……」

　屋根裏を見上げていたライバッハが顔を戻す。

　彼の目から一筋の涙がこぼれ落ちていた。

「あの娘こになら殺されてもいいと、そう思ったんだ。だって、俺の娘もきっと俺のことを恨んでいるだろうからさ。戦いくさに出ちまって肝心なときにいなかった俺のせいで、妻も娘も殺されたようなもんだからなぁ」

　ハリガンはなんと応えていいかわからずに口を閉じた。

　ナーガもライバッハにかける言葉がないのか、黙って彼を見つめている。

　他の魔女たちは言わずもがなだ。

　部屋を重い沈黙が支配した。

「なぁ、龍王ナーガさんよ。あんたが言ってた、人と魔女とが一緒に暮らせる世界。そんな世界ができれば、人と人も争わなくて済むのかな」

　ナーガは自信満々で、愚問だな、と断じると、思いの外ほか優しそうな笑みを浮かべた。

「魔女と人とが仲良く暮らせるなら、人と人など、言うまでもない」

「そうか。そうだよな。そんな世界ができれば、そんな未来が来れば、もうエリナみたいに幼くして死ぬ子もいなくなるのかな」

「おまえの娘、エリナと言ったのか」

「そう、そうだ。エリナって名前だったんだよ。あぁ、エリナ」

　ライバッハは両手で顔を覆おおってしまう。

「どんなに恐こわかっただろう。どんなに苦しかっただろう。どんなに痛かっただろう。どんなに俺を……俺を待っていただろう。なのに……なのに俺は……俺は……」

　ライバッハは肩を揺すって嗚お咽えつを始めた。

　ナーガもハリガンも他の魔女たちも、そんなライバッハにかける言葉はなく、室内には彼のすすり泣く声だけが響いた。

　やがてライバッハは顔を覆おおっていた手を外し、涙でくしゃくしゃになった顔をナーガに向けてきた。

「なぁ、龍王ナーガさん、あんた本当にそんな世界を、人と魔女とが一緒に暮らせて、人と人も争わなくてもいい世界を創ってくれるんだな？」

「もちろんだ……と言えればいいんだが、生あい憎にくと俺おれはそんな安請け合いをしない。だが、努力はする。努力することこそ大事なんだ。皆の努力なくして、新しい世界、新しい未来なんて、実現できるわけがないんだからな」

（安請け合いはしないか。本気だからこそ、そんな言い方をするんだな。もしかすると、この男なら創ってくれるかもしれないなぁ）

　ライバッハは夢を見たくなった。夢を追いかけたくなった。

　それは娘むすめや妻のことを思い出した彼の感傷のせいだったのかもしれない。あるいはそうすることで、少しでも自責の念が軽くなれば、と縋すがったのかもしれない。

　ライバッハは己の顔を濡ぬらす涙を手の甲で拭ぬぐいながら言った。

「俺が砦とりでの内情を話したら、犠牲者は出ないんだな？」

　ナーガは頷うなずくことはせず、しかし胸を張って応えた。

「出ないとは言いきれない。だが、その可能性は高くなる」

「一人も出すなとまでは言わないよ。でも、できるだけ出さないようにすると約束してはくれないか？」

　ナーガが今度は力強く頷いた。

「ああ、それなら約束するぞ。俺たちはできる限り犠牲を出さない方法で砦を陥おとす」

「だったら……話すわ」

　ライバッハは内部情報を話すと言ったが、彼の悲惨な過去を知ってしまった魔女たちは、誰だれも喜色を表さなかった。
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　ライバッハは砦の縄張りや兵の配置を、かなり詳しく話してくれた。

　話を聞きながら、レラが羊皮紙に要点を書きつけていく。




　話を終えたライバッハは最後に、

「砦の守将のバルガスという男は引責辞任したゲオバルク将軍の子飼いで、俺同様、使い捨てに等しい扱いで砦を任されているんだ。逆に言えば新将軍のグィスカルへの忠誠心はそれほど厚くない。だから、何がなんでも砦を死守しようだなんて思っちゃいない……と思うぜ」

　と付け加えた。

「そうか。それはいいことを聞いたな」

　にやりと笑ったナーガは、そのまま顔を巡らせた。

「ちょいと話があるんだが、ハリガン」

「ん？　ああ、そうか」

　頷うなずいたハリガンはケイのほうに顔を向けて言った。

「その男を部屋に戻して、おまえとノノエルで見張っておれ。またユウキがちょっかいを出してくるかもしれんからな」

「わかったよ、ハリガン姉ねえ」

　ケイとノノエルがライバッハを連れて部屋を出ていった。

　ナーガとハリガンも別室に移動し、向き合って床しよう几ぎに腰を下ろした。
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「あの男の話をどう思った？」

　床几に腰を下ろしたナーガがそう訊きくと、やはり床几に座って腕組みをしたハリガンは低く唸うなるように応えた。

「嘘うそを言っているようには見えなかったな。少なくとも出で鱈たら目めを教えて、こちらを騙だまそうという意図は感じられなかった。おまえはどう見たのだ、ナーガ？」

「同意見だ。娘むすめの話をしたときに流した涙、俺おれは本物だろうと思った」

「だな。で、奴やつの話が真実として、何か手立てが浮かんだか？」

　ナーガはゆっくりと、しかし、力強く頷いた。

「やれそうだ」

「なに？　本当か!?」

「要はエリュシオーネかヴィータ本人が砦とりでへ近づければいいわけだ。そして、聞いた砦の縄張りを見る限り、中へ潜り込まなくても、城壁間ま際ぎわまで近づければやれるな」

「しかし、そのためには、まずエリュシオーネが近づく必要があるのだろう？」

「たしかにそれが簡単かつ安全だが、べつにヴィータ本人が歩いて近づいてもいいんだ。エリュシオーネに拘こだわる必要もない」

「それはそうだが、ヴィータの奴、防御に関かんしては大した能力を持っておらんぞ。重さを操る魔法を使えば別だが、そうなると吾われらが砦に近づけなくなる」

「そこはなんとかなるだろう」

「なんとかなるって、どうやってだ？」

「こちらには長距離攻撃要員がいるからな。それで敵を牽けん制せいしてそちらに注意を向けさせ、その隙に近づけばいい」

　ハリガンは少しだけ考えたが、直すぐに顔を戻す。

「長距離攻撃要員とは、アイスのことか」

「そうだ。アイスの投石攻撃は凄すさまじい威力だからな。しかも、普通の弓矢の射程の外から飛んでくるので、守備兵は対抗し難にくい」

「討って出てこないか？」

「魔女を相手に、守備側が百や二百で討って出る気になると思うか？」

　ハリガンは、たしかにな、と首を横に振った。

「ならんだろうな」

「もし全兵力で討って出るなら、砦とりでが空っぽになるわけだから、こちらとしては歓迎だ。アイスに、レラとユウキ。その三人で離れた場所から攻撃すれば、守兵の心胆を寒からしめることができるはず。奴やつらの意識は完全にそちら側に向くから、その隙を衝ついてヴィータが接近する」

「大丈夫か？　ヴィータの奴が今回の作戦の要かなめなのだろう？　万一、負傷でもしようものなら、作戦が瓦が解かいしてしまわないか？」

「そのとおりだが、ヴィータはそれほど危ない橋を渡らずに済むだろう」

「……だといいのだがな」

「ただ、もしもの場合に備えて、エリュシオーネのマンテラ、仕込めるなら仕込んでおきたいとは思う」

　ハリガンは少し身を乗り出すように訊きいてきた。

「具体的には、どういう手順で攻めるのだ？」

「それはな、こうだ」

　ナーガは砦攻略のための攻め方を順序立ててハリガンに説明した。




「まずはアイス、そしてユウキとレラの組が二方向から長距離の攻撃を開始する。方向は西と南だな。アイスが石を投げ、レラの呪じゆ符ふをユウキが砦の上まで運んでいって、頭上に降らせると同時に火を点つける。それで守備側は大混乱する」




「守備兵の意識はそちらに集中するから、その隙にケイが東側の城壁まで走り寄る。もちろんエリュシオーネのマンテラを抱えてだ。硬化の魔法を使ったケイなら、たとえ守兵から弓矢で撃たれても問題はない。城壁の間ま際ぎわまで駆け寄ったら、そこにマンテラを広げて置いてくる。奴らがそれを拾いに出てくる可能性は皆無だ。魔女の攻撃を受けている最中だからな」




「ヴィータが魔法を使うときは守備兵をなるべく東側に集めておきたいので、ケイがマンテラを置く前後に、大多数の魔女が姿を現す。同時に、アイスに投石攻撃を手控えさえ、ユウキは戻ってくる。余裕のできた守備兵は東の城壁へ集まってくるだろう」




「ケイがマンテラを置いたら直すぐに、エリュシオーネがヴィータを連れて城壁際のマンテラへ飛ぶ。ケイは、いったん後方へ下がっておいたほうがいいかな。いや、エリュシオーネとヴィータが出現するときの守りとして残しておいたほうがいいか」




「城壁際に現れたら、ヴィータは即座に魔法を発動。縄張りに関かんするライバッハの情報が正しいとすれば、その時点で城内にいる兵のほぼ全員が、そこまでいかなくても八割方は身動きができなくなるだろう。このとき、もし何か予想外のことが起きてヴィータが脱出する必要が出ても、エリュシオーネと一緒なら問題ない。ヴィータの魔法が発動しているあいだはエリュシオーネも動けないわけだが、そこは我慢してもらうしかないな」




「北からは攻撃しないで空けておく。西と南から攻撃し、東から迫れば、北が空いているのは守備兵にもわかるだろう。これは、『完全に包囲されたら逃げられなくなる、逃げられるうちにさっさと逃げよう』という気持ちに守備兵を仕向けるための方策だな」




「東側に集まっている敵兵をヴィータの『奏かなでの軽けい重ちよう』とかいう魔法で一網打尽にした後、魔法を解いても身動きができないように拘束する。このとき、ヴィータの魔法の効果範囲にいなかった兵が反撃してこないように、アイスに投石攻撃を厚くさせる」




「ちょっと待ってくれ、ナーガ」

　ハリガンは右手を挙げてナーガの説明を遮った。

「兵が身動きできぬよう拘束すると言ったが、具体的にどうするつもりだ？　吾われら魔女にもヴィータの魔法は利くのだぞ。奴やつが魔法を利かせているあいだは効果範囲には入れん。入ればたちどころに重くなり、身動きできなくなるだけだ。なのに、どうやって拘束するつもり……何な故ぜしげしげと吾の体からだを見ておる!?」

「ヴィータの魔法で重くなるのは、元々の体重の二倍、三倍で、なんだろ？　ってことは、ハリガンはレラやケイよりもさらに動けなくなりそうだなぁと……」




　ごす。

「痛いてえ！」

　ごすごすごす。

「痛いてえ痛え痛え！　髪の毛で殴るなっ！」




　ナーガは涙目になって床しよう几ぎから腰を浮かせ跳び退のいた。

　固くなった髪の毛を引っ込めはしたが、ハリガンは険しい目でナーガを睨にらんでいる。

「おぬしは女子に対する気配りが足りんな」

「そんなことはないだろう。俺おれは気配り上じよう手ずな男と評判だった……はずだがな」

「どの口がそういうことを言うか」

　またもやハリガンの髪の毛がぶわっと持ち上がったので、ナーガは眼前で掌てのひらを振った。

「いや、わかったわかった。俺が悪かったよ」

　すまん、とナーガが頭を下げると、ハリガンの髪の毛がはらりと垂れ下がった。それを見て、ナーガは自分の床几に戻ってきた。

「で。話を戻すがな」

　ナーガが座り直すのを待ってハリガンはそう言ったが、まだ少し不満そうだった。

「アイスならばヴィータの魔法で重くされても動けはしようが、それとて動くのがやっとという状態だろう。砦とりで内にいる三百もの兵をみな拘束するとなると、どれほど時間がかかるかわからん。さすがにそこまでヴィータの魔法が続くとは思えんぞ」

「そういえば、どのくらいの時間、魔法が続くのかは言ってなかったな」

「その辺りは個人の秘密だからな。魔法を知られればそれだけで不利になる。吾われら魔女もすべてが仲良しというわけではないのだ。というより、半ば啀いがみ合っているといったほうがいいくらいだ」

「なるほど。今まさに他国から侵おかされようとしてるってのに同族同士で争っているのか。どこかで聞いたような情けない話だな」

　とナーガは首を捻ひねった。

（というか、まさに俺はそういう経験をしていたんじゃなかったか？　なんとなくそんな気がするわ）

「どうかしたのか？」

　何かを思い出そうとするように宙を睨んだナーガを見てハリガンが訊きいてきたが、彼は、なんでもねえよ、と首を振った。

「今のハリガンの懸け念ねんに関かんしちゃあ、一つ解決策があるんだ」

「なんだと!?」

　ハリガンは驚いた顔になったが、直すぐに感心の表情に変わった。

「そうか。さすがは龍王ナーガ様だな」

「皮肉はいいから」

「べつに皮肉というわけでもないのだがな。解決策があるのなら、エインの砦、奪とったも同然ではないのか？」

　ハリガンは勢い込んでそう言ったのだが、ナーガはあまり浮かない顔だ。

「それがなぁ。この方法には、一つ大きな問題があってだな」

「危険を伴うわけか。だが、ある程度の危険は冒さざるを得ないだろう？　エインの砦とりでを無傷で、しかも犠牲を出さずにいただこうというのだからな」

「いや、そういう危険じゃないんだ」

「？？？」

「俺おれが言う危険ってのはな、ユウキに関かんすることなんだよ。具体的に言うとだ、あいつにある役目を頼みたいんだが、今のあいつにそれを頼もうとすると、俺の命が危険っていうかな……」

　と言って、ナーガは、はぁ、とため息を吐つく。逆にハリガンは笑った。

「なんだ、そんなことか。なら吾われがユウキに命じてやろう」

「おまえに命じられれば、あいつも嫌とは言わないだろうが……いや、どうかな。今回は却かえって反発するかもしれないぞ。何しろ砦にいるカサンドラ王国の兵士を殺さないための策なんだからな。もしやる気になったとしても、嫌々やるのでは上う手まくいかないだろうと思うんだよ」

「ふうむ、そうか」

　と首を捻ひねっていたハリガンだが、やがて顔を上げ、そもそも、とナーガに迫った。

「あいつに何をさせるつもりなのだ？　難易度の高いことをさせるのか？　ユウキを指名というのもわからんな。あいつの魔法は殺傷能力こそ高いが、人を傷つけずに無力化させるとなると、むしろ苦手な部類だぞ？」

「それほど難しいことをさせようっていうんじゃない。それに、あいつの魔法で兵を無力化させるってわけでもない」

　ハリガンは眉を寄せ、首を捻る。

「どういう……ことだ？」

「こういうことなんだ」

　ナーガはハリガンに顔を寄せ、囁ささやくような声で耳打ちした。




　話し終えたナーガが顔を離す。

「な……なるほど。たしかにそれはユウキにしかできんことだな」

　ハリガンは感心した顔で小さく唸うなった。

「その方法ならヴィータの魔法の影響を受けずに敵兵を無力化できる上、短時間で済む。奴やつの魔法の時間切れを心配する必要もないわけだ」

（前回もそうだったが、ナーガの策はじつによく考えられている。しかも、ユウキにやらせるアレなど、戦いくさに応用しようという発想はふつう出てこぬだろうに）

　ハリガンはつくづく感心した。

「ただし、これにも問題はあってな。建物の中にいる兵には使えない」

　ああ！　とハリガンは膝を打った。

「たしかにその方法では屋内の兵は拘束できんな」

「ヴィータの魔法の効果範囲になるべく多くの兵を入れておけば解決するんだが」

「それで、吾われらがみな姿を見せて、いかにも今から砦とりでを攻めるぞというところを見せつけるわけか」

　ナーガは、そうだ、と頷うなずく。

「その方法で、あらかたの兵は城壁や櫓やぐらに出てきて俺おれたちの攻撃に備えようとするだろう。ただ、全部を引っ張り出せるかというと少し心こころ許もとない。従って、建物内に残っていた兵に関かんしては、最終的に実力行使で押さえ込むしかないかもしれない。そうはしたくないから、魔法で身動きできなくなったのを恐こわがって、動けるようになったら逃げ出してくれるのがいちばんいいんだが」

　ナーガの指摘に対して、ハリガンはあっさりと応えた。

「仮に逃げ出さずとも、こちらが四十ほどいるのだから、相手が百程度なら問題はないと思うがな」

「おまえたちの戦闘力なら、過半の兵を無力化できれば制圧するのにそれほど時間はかからないだろうとは思う。ただ、今回は可能な限り犠牲を抑えたいんだ。魔女の側はむろんのこと、敵の側にも」

　ハリガンは少し不思議そうな顔になる。

「先の戦ではさんざんに敵を打ち破っておきながら、今回は拘こだわるのだな。ライバッハから情報を引き出すために請け合った……というだけではなさそうだが。よければ拘る本当の理由を説明してはくれぬか」

　ナーガは身を乗り出し、それはな、と言った。

「今回の戦の眼目は、エインの砦を無傷で奪だつ取しゆするのと同時に、魔女の評価を覆くつがえすことにあるからなんだよ」

「吾らの……評価？」

　ハリガンが目をぱちくりさせている。

「だから。『悪逆非道な魔女』っていう世間の評価だよ」

「しかし、それは」

　憤然とした顔で何かを言いかけたハリガンを、ナーガは右手を挙げて制した。

「わかってるって。おまえたちがそんな奴やつらじゃないってことは、俺みたいに実際に会って話をした人間なら、よほど偏見に凝り固まっていない限り嘘うそだってことはわかる。だが、実際に会ってない奴やつにはわからないんだ」

「う……そ、そうかも、しれない、が」

「何十年も言われ続けていると、実際がどうであるかと関係なく、人はそれが本当のことだと思い込むようになる。ましてや、この世界だと教会とやらの存在がある。神の権威を笠かさに着た奴らがことさら魔女の非道を言い立てているから、そういう評価は完全に世の中に定着している。そうだろう？」

　ハリガンは大きくため息を吐ついた。

「まことに遺憾だが……そのとおりだな」

「だからこそ、そういう評価を払ふつ拭しよくしておく必要があるんだ。人と魔女とが一緒に暮らす世界を創るためにはな」

（こ、こいつ、相変わらず先の先まで見ているな）

「砦とりでを陥おとした。そこにいた兵の多くは捕まったが殺されることはなかった。ほとんどが無傷で解放された。そういう事実がほしいんだ。人の口に戸は立てられないものだからな。たとえカサンドラ王国が秘密にしようとしても、そういうことはいずれ人じん口こうに膾かい炙しやする。魔女が兵を殺さなかった。その事実だけで、人間は『悪逆非道、残虐無比な魔女』という評価に疑念を抱く。今は疑念を抱くだけだろう。もしかすると、噂うわさのほうを疑うだろう。けどな、それが積み重なれば評価自体が覆くつがえる日も来るだろうっていう読みだ」

　ハリガンは、ふぅぅむ、と低く長く唸うなった。

「おぬしの視野の広さ、先を見通す目のたしかさには、いつもながら感心させられる」

「いや、よく考えればわかることだろ」

（よく考えられる者が、そうはいないということだよ）

「とはいえ、あまり悠長なことも言ってられない。ただ事実を積み重ねて評価が覆るのを待ってるだけじゃ駄目だ。こちらからも積極的に評価を覆すような事実を広める、情報を流す。そういうことも必要なんだ」

「そ、そこまでするのか」

「するとも。戦ってのは、一面、情報戦でもあるんだぜ。正確な敵の情報を把握し、こちらの都合のいい情報を流して広めるってのも、最終的な勝利のためには大事なことだ」

「龍王ナーガ様は切れ者であると同時に人も悪いのだな」

「心外な言われようだな」

　とナーガは不服そうだが、ハリガンは、よし！　と手を打った。

「いや、わかった、それでいこう。ユウキには、なんとかやる気になってもらうしかない。吾われが頭を下げてもよい」

「そのときは俺おれも一緒に頭を下げるわ」

「ああ、だったら」

「なんだ？　何か思いついたか？」

「ヴィータにも一緒に頭を下げてもらうとするか」

　ナーガが疑わしそうな表情になった。

「……そんなこと頼んでも平気なのか？」

「双方の一族の未来が懸かっているのだ、そのくらいのことはしてもらおうではないか」

（おまえもあまり性格がいいとは言えないような気がするが）

「何か言いたいことがあるのか？」

「えぇとだな、肝心のアレがあるのか、ということは訊きいておきたいな」

「アレか。一つ二つならあるはずだが、敵兵を押さえ込むとなると、強度や耐久性が少し不安だな。数を揃そろえる必要もあるし、吾われらで新しい物を作るしかなかろう」

「できるのか？　少しばかり細工が必要になるぞ？」

「基本、吾らは自給自足の暮らしを送っているのでな。このくらいの物を作るのは造ぞう作さもないことよ」

「なら、それは任せるとして。まずはどちらから行く？」

「そうよな。まずはヴィータから行って、外堀を埋めてしまうか」

　ナーガは、くくっ、と笑った。

「たしかにおまえとヴィータと俺おれが揃って頭を下げれば、ユウキも断れなくなるな」

「だが、それこそおぬしが言ったように、嫌々やられても困るだろう。あいつがやる気になるように説得しろよ？」

「俺がやるのか……」

　とナーガは浮かない顔だが。

「おぬしがやらんで誰だれがやる、という話だろうが」

「まぁ……そうなんだがな」

「明日、もう一度、行くことになっている。ヴィータにはそこで頼めばいいだろう」

「わかった。そうしよう」
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　翌日──。




　ナーガとハリガンは午前中の早いうちにスレイマーヤ一族の砦とりでを訪れ、住居棟の一室でヴィータと三人だけで話をした。




　床しよう几ぎに腰を下ろしたナーガが己の策を淡々とした態度で説明していくのを、同じように床しよう几ぎに座ったヴィータが黙って聞いている。




「……というのが、俺おれが考えたエインの砦とりでを陥おとす策なんだが」

　すべてを話し終えたナーガは、ヴィータを見つめてそう言った。

　腕組みをしたヴィータは、ふうむ、なるほど、と小さく唸うなる。

「それならこちらに犠牲も出んし、敵方にも犠牲は出ん……か。しかも、砦は無傷で手に入るから、そのまま使えるわけよの。たしかによく考えられておる。じゃが、まだ幾つか不確定要素があるような気もするがのう」

「それはそのとおりだ。とくに、砦の縄張りがライバッハの言ったとおりかどうかは予あらかじめ確認しておかないとならない。要するに、あんたの魔法の効果範囲が砦の過半に及ぶことを確認しておく必要がある。そうでない場合は根本から考え直すしかないからな」

「あとは、エリューのマンテラをどこに置くかということと、敵兵を本当に東側へ集めることができるかどうか……か」

「敵兵の配置に関かんしては出たとこ勝負だな。予め確認できるものじゃない」

「それは……そうじゃの」

「あと、改めて確認なんだが、以前、エリュシオーネは一人なら一緒に飛べるという話をしていたよな？　つまり、あんたを運んで飛べるんだよな？」

「ん？　あぁまぁ、飛べんことはないの」

　浮かない顔でヴィータはそう応えた。

「なんだか微妙な物言いだな。やはり二人だと難度が上がるのか？　それとも何か危険があるのか？」

「そういうわけではない。ただ、吾われが向こうであまり愉快ではない目に遭うやもしれんということでの」

　ナーガは怪け訝げんそうな顔で重ねて訊きいた。

「どういう意味だ？」

「それはぬしが気にせんでもいいわ。とにかくエリューは、吾を抱えて飛ぶことはできるから、そこは大丈夫じゃよ」

「となると」

　ナーガはハリガンと顔を見合わせる。

「あとはユウキだな」

「ああ、ユウキだな」

「たしかにユウキよの。吾の魔法を活いかして敵の兵を殺さず捕縛するとなると、ユウキの働きに負う部分が大きいわえ」

　ヴィータに顔を向けたナーガは、真面目くさった表情で呼びかける。

「ってことでだ、ヴィータ、お願いがある」

「なんじゃ、改まって」

「俺おれやハリガンと一緒に、ユウキに頼んでくれないか」

「どういうことじゃ？」

　ヴィータに一いち瞥べつされ、ナーガは頭を掻かく。

「俺もあまり詳しいことは知らないんだが、あいつは過去に家族を人間に殺されたらしくて、人間の男を嫌い抜いているんだよ」

「人嫌いというのは聞いておるがの。じゃが、人の男を歓迎するような魔女はおらんよ。ユウキばかりが特別というわけでもあるまいに」

　ヴィータがハリガンに目を転じると、彼女は小さなため息を吐ついてから口を開いた。

「あの娘こは、ほんの子供の頃の経験で心に深い傷を負ってしまっていてな。それで人嫌いの度合いは吾われらの中でも群を抜いているのだ。今回も、人の兵を殺すためなら危険な任務だろうと、進んで喜んでやるだろう。だが、人の兵を生かして捕らえるためとなると、へそを曲げてしまう虞おそれがある」

「はぁん。じゃから、ぬしら二人で頭を下げようと？」

「そうだ。その上、あんたにも下げてもらおうと思っている」

　とナーガが応えると、ヴィータは嫌そうに顔を歪ゆがめた。

「スレイマーヤ一族の族長である吾が、どうしてぬしのところの娘むすめに対してそんな真ま似ねをせねばならんのじゃ」

「それは、ほら、この戦いくさにはハリガン一党だけでなく、あんたの一党の未来も懸かっているわけだからな」

「そうじゃのう」

　ヴィータは宙を睨にらんで考え込んだが、やがて顔を戻し、

「よいじゃろ。不本意ではあるが、共に頭を下げようではないか」

　と言ってくれた。

「助かる」

「すまん、ヴィータ」

　ナーガとハリガンが頭を下げると。

「吾ら一族の未来も懸かっておると言われれば、ま、そのとおりじゃからの。吾が堪こらえることで未来が開けるなら、ここは我慢するしかないのう」

「本当にすまん」

「で、いつやるのじゃ、そのお願いを？」

「あまり時間に余裕はない。明日のうちには済ませてしまいたいんだが」

「さようか。では、明朝、そちらの砦とりでに行こう。ユウキ様にお願いをしにの」

「頼むわ」




　この後、エインの砦とりで攻撃の方策をもう少し踏ふみ込んだ内容まで話し合うと、ナーガとハリガンはヴィータの元を辞して自分たちの砦へと戻ったのだった。
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　翌早朝──。




　約束どおり、エリュシオーネともう一人、リィリィという魔女を引き連れ、ヴィータがハリガンたちの砦に姿を現した。

　ヴィータはエリュシオーネとリィリィの二人を別室に待機させておいてから、ナーガとハリガン、アイスの待つ一室に足を運んだ。

　ナーガとハリガンは、念のため、ユウキへ頼み事をする席にアイスも同席させることにしていた。

　そして今、その部屋に呼んだユウキを、ナーガ、ハリガン、アイス、ヴィータの四人で取り囲むように座っているわけだが。




「え？　何これ？　ハリ姉ねえやナーガだけならともかく、なんでアイスやヴィータさんまでいるの？　わたし何かやらかした？　っていうか、何されるの、わたし？」

　先ほどからずっと、ユウキは挙動不審者のように四人に視線を向けては逸そらし、逸らしては向けるを繰り返している。

「で、なんでわたしが床しよう几ぎに腰掛けてるのに、みんなは床の上に座ってるの？　わたしがこの四人を見下ろしてていいの？」

　ユウキの顔色はそこはかとなく青ざめていて、額に脂汗も浮いている。

　さすがに傍ぼう若じやく無ぶ人じんなユウキも、この四人が相手だと、受ける威圧感も半端ではないようだった。

「ユウキ、おぬしに話がある」

　口を開いたハリガンが重々しい口調でそう言った。

「そそそ、そうね。話もないのにこの四人に呼び出されたら、その時点で逃げてるわ」

　だらだらと冷や汗を流しながらユウキがそう応えると。

　四人はいきなり平伏した。

「ぬなぁっっ？」

　驚いたユウキは床几から飛び上がり、すざぁっと後あと退ずさった。

「ななななにこれ!?　どういう意味これ!?　なんの冗談これ!?　っていうか、新手の虐いじめなの!?」

　顔を上げたハリガンが、

「落ち着け、ユウキ」

　と呼びかけても、ユウキの驚きと不審は収まらない。

「お、怒って……ない？」

「怒ってはおらんよ」

「わたしが捕虜を殺そうとしたことで折せつ檻かんしようとか思ってない？」

「だから、そんなことは思っておらん。今日はおぬしに頼みたい事があって呼んだのだ。いいから座れ」

　ハリガンだけでなく、ナーガ、アイス、ヴィータに見つめられ、ユウキは少し怯おびえたような色を面おもてに滲にじませ、腰の引けた体勢で元の位置に戻り、恐る恐る床しよう几ぎに腰を下ろした。

「吾われらはな、魔女の側にも敵の側にも犠牲を出さずにエインの砦とりでを無傷で陥おとしたいのだ。そのためにはユウキ、おぬしの力が必要だ。だから力を貸してくれ」

　そう言ってハリガンはもう一度、頭を下げた。

　彼女だけでなく、ナーガもアイスも、そして他の一族の族長であるヴィータまでもが、深々と上体を倒して床に額をつけている。つまり土下座をしているわけだ。

「な……」

　ユウキは絶句する。

　自分に何か重要な役目をやらせようとしているのはわかる。けれどそれならハリガンが命じれば済む話だ。それで心の底からやる気になるかどうかはわからないが、少なくともハリガンの命令ならユウキには断ることができない。

　それなのに、こうしてヴィータまで呼んできて、彼女と一緒にハリガンやナーガが自分に頭を下げている意味はなんだろうと、ユウキは考えた。

　考えたが、よくわからなかったので、直すぐに彼女は考えるのを諦め、直接、訊きいてみることにした。

「どうして命令しないの？　そもそも、わたしに何をやらせようとしているの？　もしかして凄すごく危険なこと？」

「いや、それほど危険というわけではない」

　と顔を上げたハリガンが応えると。

「わからない。じゃあ、どうして命令じゃなくてこんなふうに頼むわけ？　っていうか、この四人に取り囲まれて頼まれた時点で、命令されるより恐こわいんだけど？　とくにヴィータさん、部外者じゃない。どうしてヴィータさんまで揃そろって頭を下げてるの？」

　くくっ、とヴィータが愉快そうに含み笑いをもらした。

「吾われがぬしに頭を下げてるのはな、そこの龍王ナーガ殿に頼まれたからじゃ。吾も頭を下げればユウキも断れないじゃろうという読みじゃな」

「たた、たしかに断り難にくいけど。でも、断れないのはハリ姉ねえに命令された場合だって同じじゃない。どうして貴女あなたがわざわざ頭を下げて『頼む』なんて言うのかがわからないの」

「それはナーガが説明する。どんなことを頼みたいのかと合わせてな。何しろ砦とりでを陥おとす方策を考えたのはナーガだからな」

　とハリガンが言うと、ユウキの顔が小さく歪ゆがんだ。

「やっぱり、あんたなの」

「そんな嫌そうな顔するなよ」

「どうして敵に犠牲を出さない必要があるのか、やっぱりわからない。どう考えたって、敵は殺せるだけ殺したほうが、後々、楽になるのに」

　というユウキのもっともな指摘に、ナーガは小さく首を横に振った。

「天てん下かを取るっていうのはな、単純な兵力計算だけじゃないんだよ」

「テン……カ？」

　ユウキだけでなく、ハリガンやアイス、ヴィータも怪け訝げんそうな顔をしているから、レラの呪じゆ符ふも「天下」という言葉を上う手まく訳せなかったらしい。そこでナーガは魔女たちにもわかるように言い換えを試みた。

「あぁ、えぇと……そうだな、この世界のすべて、と言えばわかるか？」

「世界すべてを、取る？」

　やはりユウキにはピンとこなかったようで、目をぱちくりさせている。

「取れるわけないじゃない。それも何かの喩たとえ？」

「そう思ってくれていい。魔女と人間は決して相あい容いれない敵同士という世間の常識、価値観を引っ繰り返すってことは、今の世界の体制を引っ繰り返すってことだ。つまりそれが新しい世界を勝ち取るってことに繋つながるわけだ」

　ユウキはまだ首を捻ひねっている。

　ナーガの思い描く新しい世界が、自分たちの目指すべき未来像が、彼女の心の中に具体的な形となって浮かんでこなかった。

　それでも。

　ナーガが魔女と人とが共存する新しい世界を創ろうとしていることはわかった。そんなあり得ない世界を目指してものを考え、動いていることはわかった。

（まぁ、以前からそんなこと言ってたけど。本気だったんだ。本当にやる気なんだ）

　ユウキは呟つぶやくような小さな声で言った。

「そんな世界ができれば、そんな未来が実現すれば、わたしみたいな辛い思いをする魔女もいなくなるのかしらね」

　ナーガが、ふっと微笑ほほえんだ。

「なんだ、ユウキ、おまえもライバッハと同じようなことを考えてるんじゃねえか」

「は、はあ？」

「あいつはこう言ったぜ。『人と魔女とが一緒に暮らせる世界ができれば、人と人も争わなくて済むのかな』と。『そんな世界ができれば、そんな未来が来れば、もうエリナみたいに幼くして死ぬ子もいなくなるのかな』と」

「エ、エリナって誰だれ？」

「あいつの子供だよ。ライバッハの奴やつ、十年くらい前、住んでた街を蛮ばん族ぞくに襲われ、妻と娘むすめを殺されたらしいな」

　ナーガの言葉はユウキの心の琴きん線せんに触れたのかもしれない。彼女にしては珍しく沈痛な表情になった。

「……そ、そうなの」

「ライバッハの子供は、生きていればおまえと同年代だったそうだ。しかも亡くした娘はおまえとよく似てたそうだぜ」

　ユウキはいつもの顔と態度を取り戻し、ふん、と鼻を鳴らした。

「わたしに殺されそうになったから、阿おもねってるだけなんじゃないの？」

「おまえが現れたとき、あいつ、凄すごく驚いていただろう？　あの驚いた顔は作りものじゃなかったな」

「わたし、そんなとこ見てないし」

「まぁ、ライバッハのことはさておいて本題に戻るけどな。新しい世界を作るためには、つまり『魔女と人とは相あい容いれない仇きゆう敵てき』っていう常識を覆くつがえすためには、今回はできるだけ敵兵を殺さないでおきたいんだよ」

　ユウキは不満そうに頬ほおを膨らませ、口を尖とがらせる。

「どうして敵兵を殺さないことが新しい世界に繋つながるのかもわからない」

「魔女は悪あく辣らつでも非道でもない、むしろ慈悲深くて情け深い……という事実を人間たちに教えたいからさ。もちろん今までの常識や価値観を一気に覆すことは無理だろうが、揺るがすことくらいはできる。それを積み重ねていけば、やがて常識も覆せる。そうなれば、人間の味方もできるだろう」

　ユウキは俯うつむいたまま何かを考えている。

　そんなユウキを、ハリガンやアイスが慈愛に満ちた目で、ヴィータは興味深そうな目で、じっと見守っている。

　やがて顔を上げたユウキは、小さな声で言った。

「やっぱりよくわからない。でも、それが新しい世界を創るために必要だって言うなら、やってもいいわ」

　ハリガンやアイスの顔が明るく輝いた。

　ヴィータも笑っている。

　ナーガも破顔した。

「そうか。助かるぜ。何しろ、これはおまえにしかできないことだからな」

「いや、ちょっと待って！　だから、何をわたしにやらせるつもりなのか教えなさいよ。でないと返事のしようがないじゃない」

「ああ、それはだな」




　ヴィータの魔法を活いかし、カサンドラ王国兵に犠牲を出さずに砦とりでを無傷で陥おとす方策をナーガは説明した。

「ああ、そういう……それでヴィータさんが来てるのか」

　ユウキがちらっとヴィータに目を向けると、彼女は、そうじゃ、と頷うなずいた。

「吾われが吾の魔法で砦の兵を押さえ込むところまでは問題ないのじゃが、吾が魔法を利かせているあいだに敵兵を捕縛できる者は、吾の一族の中にもおらんでな。そこのアイスくらいじゃろ、身動きできるのは」

　アイスはなんとなく自慢そうな顔つきだ。

「もっとも、アイスは体からだが大きい上に脂肪もたくさん付いていそうじゃ。乳も尻も重そうじゃからのう、いかに筋力自慢でも、ただでさえ重いわけじゃから、もしかするとやはり動けんかもしれんがの」

　アイスは笑顔のまま、ぴしり！　とこめかみに血管を浮き立たせた。が、如い何かにアイスといえど、ヴィータ相手ではツッコむこともままならず、彼女は強こわばった笑顔のまま固まってしまう。

「じゃから龍王ナーガ殿は、地上から砦の守備兵を捕縛するのは諦めておまえに頼もうと思ったわけじゃな」

　ユウキがナーガに目を向けた。

「あんた、本当に変なこと考えるわね」

「頭いいだろう？」

「こういうこと思いつけるのは、頭がいいからじゃなくて性格が悪いからじゃないの？」

「キツいこと言うな、おまえ」

　ナーガがぼやき、ハリガンとヴィータがくすくすと笑った。

　アイスもようやく強ばった笑みを解いて、くすりと小さく笑った。

　まぁいいけどな、と気を取り直したナーガが、

「どうだ。やってくれるか？」

　と訊きくと、ユウキは大きく胸を反そらし、踏ふん反ぞり返るような体勢になって応えた。

「まぁ、そのくらいのことなら簡単だし。それに敵兵がヴィータさんに押さえつけられているなら、弓矢で撃たれる心配もないし、やってもいいけど」

　そんなユウキの返事を聞いて、ナーガが、よし！　と大声を上げた。

「ユウキがやる気になったところで、では、エインの砦とりで奪だつ取しゆの作戦を始めるとするか」
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　こうしてハインドラ一族とスレイマーヤ一族は共に手を携え、エインの砦攻めのための準備に邁まい進しんすることになった。




　砦攻めは一いち旬じゆん日じつ後ごと仮決定された。















第４章　最大の戦利品
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　ナーガとハリガン、ヴィータは、準備作業の合間に何度も作戦会議を開いた。

　ヴィータは一族の魔女に指示を与えながらハリガンたちの砦とりでへ日参したが、エリュシオーネのマンテラが設置されているから、いつも彼女に運ばれて飛んでくるだけである。時間も労力もかからないので、大した負担にはなっていないようだった。

　ハリガンは一の砦にある住居棟の一室をヴィータとエリュシオーネ専用にして、二人に好きに使わせていた。




「部屋を勝手に覗のぞいたら殺すぞ？」

　ナーガはヴィータからそんなふうに脅された。

　元より覗くつもりなどないから、

「そんなことするか！」

　とナーガはツッコんだのであるが。

　仮に二人が飛んできた直後にその部屋で繰り広げられる光景を知っていたら、果たしてどうだっただろうか。
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　ハリガンから与えられた一室──。




　板敷きの部屋の床に広げられたマンテラから、ちょうど今、エリュシオーネが出現したところだった。

　エリュシオーネは、マンテラの合わせ目から手を出してマンテラを大きく捲まくった。

　隙間から覗いた彼女の体からだは裸だった。少なくとも腰から下には下帯すら身に着けていないように見える。

　そして裸の彼女の足下から這はい出だしてきたヴィータもまた裸だった。紛まがうかたなく全裸だった。上から下までつるりんでペタんこで、どこをどう見ても十歳足らずの少女にしか見えない。これでハリガンよりも年上だというのだから恐れ入る。

「貴様の魔法は便利じゃが、不便じゃのう、エリュー。こうして、いちいち裸にならんと飛べんわけじゃからの」

　などとぶつぶつ文句を言いながら、全裸のヴィータは体の感覚を取り戻すように上体を前後左右に動かした。

「文句を言わないでください、母かか様さま。不便を補って余りあるだけの便利さが確保できるのですから、いいではないですか。そもそも魔法が無敵でも万能でもないのはこの世の理ことわりではありませんか」

「ふん、そんなことは今さら貴様に説かれんでも知っておるがの」

　全裸のヴィータはぺたぺたと木床の上を歩いていって、部屋の隅に置いてある櫃ひつの蓋を取り、中から予備の衣装を引っ張り出した。

　ヴィータは衣装を持った手をエリュシオーネに向けて突き出す。

「ほれ、着せろ」

「はい、ただ今」

　エリュシオーネが寄ってきて、ヴィータが服を着るのを手伝った。

　予備の衣装も、いつも着ている物と同様の、体からだを覆おおう面積が小さいひらひらとした意匠だったが、最後に頭に載せた被かぶり物ものはいつもと少し作りが違っている。

「いかに強力な魔法といえど、無敵でも万能でもない。それが、吾われら魔女が苦戦している最大の要因じゃからの」

「ですね。人海戦術で来られると、人の軍に勝つのは至難の業わざです」

「じゃが、個々人の魔法を上う手まく組み合わせて配置すれば、人の大部隊相手でも勝ち目はある。吾はそう思うていたのじゃ。図らずも、それが先のシュバイツ川の戦いで証明されたわけじゃな。じゃからこそ吾われは、あの龍王ナーガに興味を持ったわけじゃ。もしかするとあの男の存在が、まとまりを欠いて久しい魔女たちを糾きゆう合ごうするきっかけになるやもしれん」















　ヴィータの着付けを手伝っていたエリュシオーネは手を止とめ、ヴィータを見上げた。

「そう……なのですか？」

「そうと決まったわけではないがの。少なくとも現状では、魔女が魔女どもの頂点に立つのは難しい。人ではなおさらじゃ。じゃが、彼奴あやつは魔女ではない。人でもない。異界から落ちてきた龍王ナーガだと言う。ならば誇りばかり高い魔女どもも、自分たちの上に立つことを認めるやもしれんではないか。事実、ハリガンたちはすでに彼奴の指揮下に入っていると言っても過言ではないわ」

「たしかにそうですね。そういう理由で、母かか様さまはあの龍王ナーガを総大将に戴いただいて人と戦う気になったのですか」

　と言って、エリュシオーネは再び手を動かし始めた。

「人と戦うのもそうじゃが、彼奴の存在が魔女の各氏族を糾合するためのきっかけになるやもしれんという、そちらに興味があるの。もし魔女が一致団結できれば、人の軍の千や二千なら充分に相手できよう。とはいえ、一致団結こそ最大の難なん事じじゃがな」

「ですね。魔女の国が実質的に瓦が解かいしてから、もう数百年経たつといいます。その間かん、誰だれも再統一できなかったわけですものね」

「あの龍王ナーガが、その突破口になるやもしれんというわけじゃよ。それにの」

　服を着ながら、ヴィータはにんまりと笑った。

「今はハリガンの一族と行動を共にしておるが、龍王ナーガをハリガンから引ひき剥はがし、吾と共に行動するように仕向けてもよい。そうなれば、もしも仮に万が一、人と魔女が共に暮らせる新たな世界ができたとき、吾が魔女王になれるやもしれんではないか」

「うわぁ、母かか様さま、なんというか、いかにも悪者が吐はきそうな台詞せりふですね」

　ヴィータが、じろりとエリュシオーネを睨ねめつけた。

「あ、いえ、わたしたちは母様が悪者であろうと卑ひ怯きよう者ものであろうと、最後までついていく覚悟ですので、ご心配なく」

「貴様のような阿あ呆ほうが最後までついてくるというほうが、より不安じゃな」

「ひ……酷ひどいぃ」

　エリュシオーネの顔が大きく歪ゆがんだ。

「さて、これでよし、と」

　服を着終えたヴィータは、しかし、と言って、しげしげとエリュシオーネを見やった。

「貴様のマンテラの下が裸ん坊だと知ったら、あの男、龍王ナーガはなんと言うかのう」

「え？　あ、ど、どうでしょう。マンテラの中を見せろとか言い出しそうですよね」

「どころか、俺おれも裸になるから一緒に飛ぼうとか言い出すやもしれんの」

「うわぁ、最低の申し出ですね。でも、あの男なら言い出しそうだな」

　ヴィータは、ふっ、と小さく笑った。

「そのときは一緒に飛んで貴様の魔法の威力を見せてやれ」

　エリュシオーネは顔を歪ゆがめて仰のけ反ぞった。

「えぇぇ、嫌ですよぉ、裸の人の男を連れて飛ぶなんて。魔法の威力を見せる前に、裸の体からだを見せてしまうじゃないですか」

「貴様も彼奴あやつの裸を見られるのじゃから、おあいこというものじゃろ。いや、抱き合おうて飛ぶわけじゃから、見るだけでなく、手触り肌触りも確かめられるわ。嬉うれしかろう？」

「嬉しくなんかありませんねっ！」

「くくっっ。まぁ冗談じゃがな。では行くか。その龍王ナーガ殿がお待ちじゃろうて」
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「ぶわ[image: ][image: ]っくしょんっっ！」

「どうした、ナーガ、風邪でも引いたか？」

「いや……いま悪寒というか、何か凄すごく嫌な感じがしたんだが……」

　ナーガは室内を見回したが、別に何か変わったことがあるわけでもない。

　これから軍いくさ評ひよう定じようが始まるので、出席者はほとんど顔を揃そろえている。

「あとはヴィータとエリュシオーネだな」

　とナーガが呟つぶやくと、ハリガンが応えた。

「先ほど飛んできたようだから、ほどなく顔を出すだろう」

　その言葉どおり、少ししてヴィータとエリュシオーネが、皆が待つ部屋に現れた。

　現れた二人が自分へ向けて不ぶ躾しつけな視線を送って寄よ越こすのが少し気になったナーガだが、今はそんなことを詮せん索さくしている場合ではない。

　二人が席に着くのを待って、ナーガは、

「よし、みんな揃ったようだから、軍評定を始めよう」

　と開会を宣言した。
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「さて、今日はいよいよ具体的な人員の配置を決めておこうと思う」

　と言ってナーガは出席している魔女たちの顔を見回した。




　いま顔を出しているのは、ハリガン側からはハリガン本人とアイス、レラ、ケイ、ノノエル、そしてユウキだ。

　ヴィータの側からはヴィータとエリュシオーネ以外に、リィリィとドーラ、サンプロッテという三人の魔女が出席していた。ただし三人は、エリュシオーネやヴィータと違って森を走ってきていたのだが。

　サンプロッテという魔女は、エリュシオーネほどではないが背も高く筋肉質な体型だ。

　リィリィのほうはヴィータとあまり変わらない子供っぽい体型で、顔の造ぞう作さくもあどけなさを残している。

　もう一人のドーラは、出るところが出た大人体型で、どことなく妖よう艶えんな雰囲気を漂わせている。

　合わせて十一人の魔女とナーガが、円陣を組むようにして床しよう几ぎの上に座っていた。




　ナーガは床に置いてある地図を前方に押し出した。先の戦いくさで戦場になったシュバイツ川周辺の地図だ。

「カサンドラ王国軍の部隊が、街道が川を渡る辺りで見張りに就いている。ライバッハによると、これは彼の指揮下の中隊で兵数は百だそうだ。彼が魔女に攫さらわれたあとも状況は変わっていないようだな。おそらく副隊長が引き続き指揮を執っているんだろう。隊長が行方不明になったというのに増援が来た気配もない」

　そこまで言うと、ナーガは顔に皮肉の笑みを浮かべた。

「隊長がどうなろうとかまわない、現状を維持しろ……ということらしいな。要するに、この部隊は使い捨ての部隊だ。とはいえ、川の対岸に居座っていられると面倒ではある」

　ナーガは伸ばした指先で地図をとんとんと叩たたいた。

「まずは、この部隊をどうするかだが」

「百しかいないのなら、迂う回かいすればいいのではないのかえ？」

　とヴィータが訊きいてきた。

「そうですね。何も正直に敵がいる場所を渡らなくても」

　そう言ってサンプロッテが賛意を表す。

「吾われもそう思うが、ことさらそれを問題にするということは、ナーガ、おぬしはそうではないのか？」

　ハリガンがそう確認すると、ナーガは、そうだ、と頷うなずいた。

「できればここにいる部隊は敗走させてしまいたい」

「なるほどなるほど。龍王ナーガは、砦とりでを攻めている最中にその部隊が戻ってきて吾らの背後を衝つくような事態を避さけようというわけじゃな？」

「そういうことだ。できるだけ犠牲は出さないというのが基本方針だから壊滅させるわけにはいかないが、とりあえず敗走させてしまえば部隊としての行動は取れなくなる。数人単位で戻ってきても、砦とりでが魔女に攻められているのを見れば、背後を脅おびやかそうなどとは思わないさ」

「なるほど、言われてみればという話じゃな。しかし、ぬしは戦いくさ慣れしておるのう」

　ヴィータが感心した顔でそう言うと、ナーガは、そうかもしれないな、と頷うなずいた。

「こういう思考は自然と湧いてくるからな。ただ、俺おれは記憶を喪なくしているから、具体的にどういう経験をしてきたかまではわからないんだけどな」

「記憶を喪くしてなおそれか。どれだけ戦塗まみれの場所だったんじゃ、ぬしのいた世界は」

　ヴィータの表情が呆あきれたときのそれに変わる。

「さて、どうだったかな」

　ナーガは自じ嘲ちようするような、それでいてどこか凄せい絶ぜつな印象を与える笑みを浮かべた。

「たしかに戦の絶えない世界だったような気はするが……まぁ、それはいいじゃないか。それより、肝心な話を進めようぜ」

「そうじゃの。あまり時間に余裕はないのだし、決めることはとっとと決めて準備に取りかからねばな」

　とヴィータが頷いた。

「で。川にいるこの見張り部隊を蹴け散ちらすために、こちらは長距離攻撃部隊を用意したいところだが」

　もう一度、地図を指さしたナーガは、顔だけを上げてアイスを見やった。

「砦を攻めるときにも必要になるから訊きいておくが、アイス、おまえ礫つぶてをどのくらい遠くまで投げられる？」

「礫、ですか？」

「礫というか、石というか。片手で持てるくらいの大きさの」

　アイスは少しだけ考える素そ振ぶりを見せた。

「そうですね。常態でなら四、五十ヤルドくらいは。体からだを強化すれば百ヤルドくらいまで届くと思いますけど」

　ナーガはヤルドという距離の単位を自分の感覚に当てはめる。

「……って、百ヤルド!?　そんな遠くまで投げられるのか!?」

　百ヤルドというのは、ざっと二百七十メートルほどの距離だ。

「ええ、握り拳大の石なら、たぶん」

（礫も、それだけの距離を飛んできたらもの凄すごく威力がありそうだな。人間破は城じよう槌ついにして人間大おお筒づつだ……うん？　大筒……鉄砲……）

「何か言いたいことでも、ナーガさん？」

「あ？」

　ナーガが顔を上げると、にこやかな顔で自分を見ているアイスと目が合った。全体としては笑顔なのだが、目が笑っていないのが恐こわい。

　ナーガは慌てて眼前で掌てのひらを振った。

「いや。いやいや、何もねえ」

「そうですか？　ならば、いいのですけど」

「それだけ遠くまで投げられるなら、長距離攻撃の主力として、川向こうの見張り部隊に礫つぶて攻撃をしてもらおうか」

　アイスの顔を見ないようにと気をつけながら、ナーガは地図の川の手前を指さした。

　筆を手にしたレラが、そこにアイスの名前を書き入れる。

「あとは……レラ」

「な、に？」

　レラは顔を上げ、ナーガに視線を向ける。

「おまえの魔法、例の火の玉はどのくらいまで飛ばせるんだ？」

「さすがにその距離は難し、い。でもユウキに呪じゆ符ふを運んでもらえ、れば敵の頭上に火を降らせるのは可能かの、う」

　そう応えてレラはユウキを見た。

「わたしはいいけど。でも、その場合は、レラの呪符が当たって敵兵が燃えちゃっても、それは事故よね？」

（いや、おまえ、当てる気満々だろ）

　とツッコみたいナーガだが、そうするとまた話がややこしくなりそうだ。

「なるべく当たらないように降らせてくれるとありがたいんだがな」

　と言うに留とどめておく。

　ユウキは不服そうに頬ほおを膨らませる。

「上空からだと、そんな細かな芸当は難しいわね」

「燃えてる呪符が降っていくだけだから落ちるまでに時間がかか、る。たぶん敵兵のほうで勝手に避よけてくれ、る」

　とレラが助け船を出してきた。

「そうか。たしかにな。だったら、あまり気を遣わなくてもいいか」

　一つ頷うなずいたナーガは、改めてユウキに向き直り軽く頭を下げた。

「ともかく、よろしく頼むわ」

「う……わかってるわよ。ちゃんとやるから」

「ってことで、レラとユウキは二人一組で参加、と」

　再び視線を落としたレラは、地図に自分とユウキの名を書き加える。

「あと、こちらで長距離攻撃ができそうな奴やつ、いるか？」

　とナーガがハリガンに訊きくと、彼女は腕組みしたまま低く唸うなった。

「むう。さすがに百ヤルド以上も離れて攻撃できるとなると、難しいな」

　次にナーガはヴィータを見やる。

「そちらはどうだ？」

「そうよの。それだけの遠距離攻撃はなかなかに難しいが、エリューがおれば敵の背後を衝つくのは簡単じゃぞ？」

　ナーガはエリュシオーネに目を向けた。

　彼女は床しよう几ぎに座っていても全身をマンテラで覆おおったままである。マンテラの下はどんな衣装なのか、少し気になるナーガだった。

（もっともスレイマーヤ一族の他の魔女も、ハリガンたちと同様、薄手で露出の多い衣装だから、エリュシオーネもそうなんだろうけどな）

　というナーガの思いなど知らぬままにエリュシオーネは真面目な顔で頷うなずいた。

「予あらかじめマンテラを仕込んでおけばいいだけですから。夜陰に乗じて川向こうにマンテラを仕込み、ここぞという時機を見計らって向こうへ飛べば、敵兵にはいきなり伏兵が現れたように思えるでしょう」

「とはいえ、一度に運べるのは一人ずつなんだよな」

「そうですね。あと、運ぶときの格好にも問題はありますが、その用意も予め向こう側へ仕込んでおけば、大丈夫でしょう」

「それは……どういう意味だ？」

　エリュシオーネは、言ってしまっていいですか？　とヴィータの顔を見やる。

「仕方あるまいの」

　というヴィータの返事を聞いて、エリュシオーネは小さく咳せき払ばらいした。

「つまりですね、わたしは自分の体からだしか飛ばせられません。つまり服を着たままでは飛べないのです」

「な……に？」

　ナーガの視線がエリュシオーネの全身を舐なめた。

「ってことは、何か？　おまえ、そのマンテラの下は!?」

「はい、冬でなければ基本的に裸です」

「おいおい、なんでそういう大事なことをもっと早く教えてくれないかな」

　ナーガは小さく舌打ちをして続ける。

「そしたら飛ぶところを拝みに行った……いや、いっそ俺おれを抱いて飛んでくれな……」




　がす！

　ぼぐっっ！




　ハリガンの固まった髪の毛がナーガの後頭部に、アイスの手刀がナーガの額に、同時に炸さく裂れつした。

「痛いてえぇぇえぇ！」

　右手で後頭部を、左手で額を押さえてナーガは床の上を転がり回る。

　レラは、はぁ、とため息を吐つき。

　ユウキは、馬っ鹿じゃないの、と吐はき捨て。

　ケイは声を上げてケラケラと笑った。

　ヴィータ側の魔女たちは呆あきれた顔でナーガを見やっている。もっともヴィータとエリュシオーネだけは、予想どおりの反応だなという顔で頷うなずくだけだった。

「冗談だよ。冗談を真まに受けて人を殴るなよ」

　涙目のナーガはそう言ってハリガンとアイスに抗議したが。

「とても冗談を言っているような顔には見えなかったがなあ？」

「凄すごく真剣そうなお顔でしたけど？」

「おまえら……」

　ナーガは右手で後頭部を撫なでながら、びしぃっ、と左手で二人を指さした。

「そんな適当なことを言って、ヴィータの一族にまでおかしな噂うわさが広まったら、どうするんだよ！」

「おかしな噂ではなく事実なのだから、仕方あるまい？」

「仕方ありませんよね」

「もう。こいつらは本当にもう」

　ナーガは頭を抱えてしまった。

「龍王ナーガよ、ぬしが本物のすけべぇだというのよくわかったわ。それより肝心の作戦会議を続けんか？」

　ナーガはすかさず、びしぃっ、とヴィータを指さした。

「わかるな！　っていうか、誤解だからな、それは」

「さようか。誤解なら誤解でいいんじゃが。それより早はよう話の続きをせんか。吾われも遊びに来ているわけではないのでのう」

「ああ、すまなかった」

　気を取り直したナーガは、地図を手で押さえ、話を再開させる。

「えっと、長距離攻撃要員がアイスに加えてレラとユウキの組み合わせ。で、これ以外にエリュシオーネの瞬間的な移動能力を活いかして誰だれかを川向こうに送り込んで背後を衝つくと。それを誰にするか……」

「あのう」

　ノノエルが遠慮がちに手を挙げた。

「なんだ、ノノエル？」

「背後から襲うと、敵は包囲されたと勘違いして破れかぶれの行動に出ないですか？」

　ナーガはもう一度地図に目を落として、そうだな、と低く呻うめいた。

「たしかにその可能性はあるな。もしもの場合、敵の一部が遮しや二に無む二に包囲を突破しようとして、エリュシオーネのほうへ突進してくるかもしれない……か」

　ナーガが考え込む素そ振ぶりを見せると、ヴィータが口を挟んできた。

「エリュシオーネなら、相手が十人、二十人程度なら大した問題ではないがの。しかし、その場合はどうしたって戦闘になってしまうのう。敵兵に死傷者が出るぞ」

「だな。背後を衝つくのは不ま味ずいか」

「ナーガさん、わたしが予あらかじめ川の中に潜んでいたらどうですか？」

　ナーガは意表を衝かれた顔でノノエルを見た。

「あ？　ああ、そうか！」

「上流から川に入り、流れに乗って現場まで下り、待機してるです。アイスたちの攻撃が始まったら、川の水を魔法で操って敵兵を脅すです。水の槍やりを何本か撃ち込んでやれば、それだけで敵兵は逃げ出すと思うですが」

「なるほど。そのやり方なら、たとえ踏ふみ留とどまろうとした敵兵がいたとしても、腰を抜かすほど驚くな。逃げ出したくなること請け合いだ」

　ナーガは、ただ言われたことだけを熟こなす部下より、自分で考えて工夫する部下を好む。だから、このような提案は大歓迎だ。

　ナーガはノノエルに向かって、ぐっ、と親指を立ててみせた。

「いい考えだ、ノノエル」

　ノノエルは照れ笑いを浮かべて頭を掻かく。

「そ、それほどでも……ありますです」

「さり気なく自慢してるっ!?」

　ケイやユウキが小さく仰のけ反ぞった。

　一方、ナーガは何か懸け念ねんに思い当たったようで、少し真面目な表情になった。

「たしかにいいやり方だとは思うが、ノノエル、おまえが見つかる虞おそれはないか？　もしも見つかれば、攻撃されるかもしれないぞ」

「川の中にいれば、魔法で外から見え難にくくできるです。アイスたちの攻撃が始まってしまえば、川の中を見張るどころではないと思うですし」

「そうか、大丈夫か。なら、それでいこう」

　ナーガは地図上の一点、シュバイツ川を指さした。

「ここにノノエルな」

　レラが地図にノノエルの名を書き込んだ。

「敵が逃げ出さなかった場合を考えて、こちらの人数を多く見せる細工をしておくと万全なんだがな」

　と言って、ナーガはハリガンとヴィータを見やった。

「そのくらいならやれるだろう」

「うむ、問題ないの」

「であれば、基本はそれで行こう。あとは残りの魔女の配置とか用意する物とかの具体的かつ細かな決め事だな」




　こうしてナーガと魔女たちは打合せを重ね、エインの砦とりで奪だつ取しゆ作戦の細部を詰めていった。
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　翌日からハインドラ一族とスレイマーヤ一族はエインの砦攻撃の準備に邁まい進しんした。




　そして一いち旬じゆん日じつ後ご──。




　いよいよナーガと魔女たちがエインの砦を攻撃する日がやってきた。
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　川の右う岸がんにアイスとケイ、ナーガ、そしてライバッハが近寄っていった。

　ケイは、可能性は低いが敵の矢が飛んできた場合に備えての守備要員だ。

　ライバッハはマンテラを羽織り、顔を覆おおい布で隠しているので、敵兵が彼を認めるのは不可能だろう。




　出撃前、彼は自分の部隊がどうなるかを確認したいと言い出したのだ。

「前線に出るのは危険を伴うぞ」

　とナーガは止とめたのだが、ライバッハは、

「いや、あんたも出るんだろう？　だったら、それほど危険じゃないはずだ」

　と食い下がった。

「俺おれには俺を守ってくれる魔女がいるからな。だが、おまえの場合は、いざというときに守っている余裕がないかもしれねえ」

「まぁ、そのときは自分でなんとかするよ」

「おまえがそれでいいなら連れていこう。自分の部下が無事かどうかをその目で見たいという気持ちはわかる」

　というやりとりがあって、ナーガはこうしてライバッハを連れてきたのだった。

　ライバッハの態度は責任感の表れでもある。だからこそナーガは彼を信頼できるのだと、その思いを強くした。




　ナーガやアイスたちの少し後ろにはレラやハリガン、ヴィータが控えている。

　ちょうど今、レラから呪じゆ符ふを受け取ったユウキの飛空挺が舞い上がったところだ。

　すでに対岸の見張り部隊は魔女の接近に気づいて騒ぎ出していた。

　ナーガ、アイス、ケイ、それにライバッハの四人は背し負よい籠かごを地面に下ろした。

　籠の中には溢あふれんばかりに礫つぶてが入っている。

　早くも土手の上に登った敵兵の一部が矢を射始めていたが、距離が遠すぎてナーガたちのいる場所のかなり手前で地面に落ちている。

　敵兵の弓矢は脅威にならないと判断したナーガは攻撃を命じた。

「よし、やれ、アイス！」

　右手で礫を掴つかんだアイスは、大きく左足を振り上げ、右腕を撓しならせた。

　彼女が左足を下ろすのに合わせて体からだを前に倒すのと同時に、撓らせた右腕は鋭く大きく前方へ振り抜かれた。




　ごひゅうっっ。




　空気を切り裂く音と共に礫が空中を飛んでいく。

　僅わずかの間まを置いて、対岸に近い川かわ面もで水みず飛沫しぶきが上がった。

　投げたあと、体勢を戻して着弾地点を測っていたアイスは、

「うーん、もう少し先ですね」

　と呟つぶやいて、次の礫を掴んだ。




　びゅふぅっっ。




　再び空気を切り裂く音が響いて。

　少し後、今度は土手の斜面で土煙が上がるのが見えた。

「おお、見事だ、アイス！」

　ナーガが感嘆の声を上げると、ケイも手を打った。

「敵の奴やつら、驚いてる驚いてる！」

「今の調子で続けてくれ。できれば兵が密集していない場所を狙ってな」

「はい、それは承知していますが。でも、確実に敵兵に当てないところまで狙いをつけるのは不可能ですよ？」

「それは仕方がねえ。ライバッハも、そこまでは要求しないだろうよ」

　アイスがちらっとライバッハに視線を向けると、彼は、

「それだけ配慮してもらえれば充分ですわ」

　と応えてきたので、彼女は安心して次の礫つぶてを掴つかみ取とる。

「じゃあ、続けていきます」

　礫が空気を切り裂く音が間断なく続き。

　ぱぁっ、ぱぁっ、ぱぁっと、土手のあちこちで土煙が上がった。

　敵兵が狼狽うろたえ出すのが遠目にもわかった。

　凄すさまじい勢いで飛来する礫は土手の斜面にめり込んでいるはずで、それを見た敵兵は、これが当たったら確実に死ぬと思うこと請け合いだった。

　このまま弓矢で虚むなしい応戦を続けるか──何しろ自分たちの撃つ矢は届いていない──それともどこかに待避するべきかの決断がつかずにうろうろしている敵兵の頭上へ、礫を避よけて大きく迂う回かいしてきたユウキの飛空挺が接近した。

　彼女が呪じゆ符ふをばらまくと、それを視認したレラが呪文を唱える。

　次の瞬間、呪符は空中で一斉に燃え上がった。

　ユウキの飛空挺が一目散に戦場を離脱していく。

　空中を漂うようにして落下してくる炎の群れを見上げたカサンドラ王国兵が大声で叫んでいる。

　その間にも土手の斜面には土煙が上がり続けていた。

　敵兵の困惑が混乱に移行したまさにそのとき、川かわ面もの一部が大きく波立った。

　波の高さは一ヤルド以上にも達した。それだけでも尋常ではないのに、波は川岸へ打ち寄せることもなく、その場に持ち上がったままというのが奇妙奇き天て烈れつだった。高く持ち上がった波は、さながら水中から現れた水龍の首のようだ。その首が獲物を探すように川を左右に移動し始めると、もう敵兵は耐えきれなかった。弓をその場に放ほうり出して、土手の向こう側へと身を翻ひるがえしていく。

　直すぐに土手の上から綺き麗れいさっぱり敵兵の姿が消えた。

「アイス、念のためだ、土手の向こうへ礫を届かせたい。少し前進しよう」

　ナーガとアイス、ケイにライバッハは背し負よい籠かごを背負って二十ヤルド以上前進し、そこで籠を下ろした。

　再び、アイスの礫攻撃が始まる。

　土手に遮られて土煙は見えないが、礫は確実に土手を越えている。土手の直ぐ先に留とどまっている兵がいたとしても、留まり続ける気にはならないだろう。

　四人の前進に合わせて、後方の控え部隊も前に出てきた。

　敵の弓矢攻撃の心配が消えたのでナーガはセレナを呼び寄せ、彼女の魔法＝天てん眼げんで対岸の様子を探らせた。

「大丈夫です。少なくとも左さ岸がんの近くに敵の兵士の姿はありません」

　というセレナの応えに、ナーガは、よし！　と手を打った。

「想定どおりだ。これで見張り部隊の一部は砦とりでに逃げ戻って、魔女が攻撃してきたことを報しらせるだろう。アイス、もう礫つぶてはいいぞ」

　ナーガの呼びかけに、アイスは手にしていた礫を放ほうり出し、大きく深呼吸した。

「さすがに全力投球を続けると、少し息が上がりますね」

（百ヤルドもの投とう擲てきを連発して少しかよ）

「何か？」

「いや、ご苦労様だってことだよ」

「務めが果たせてよかったです」

　アイスは嬉うれしそうに笑った。

　そこへ、ユウキの飛空挺が戻ってきた。

「ユウキ！」

「何よ!?」

「俺おれたちは川を渡る。セレナが天眼で確認してはいるが、念のため、空中から対岸の先を確認しておいてくれないか」

「まぁ、やれって言うならやるけど」

　半ヤルドくらいの高みに浮かんだ飛空挺の上からユウキがそう言うと、ナーガは唐突に頭を下げた。

「やってください、お願いします」

「ぬなぁっっ？」

　仰のけ反ぞったユウキは、危あやうく飛空挺から転げ落ちそうになる。

「気持ち悪いから止やめて！　っていうか、人を驚かすな！　落ちたらどうするのよ！」

「いや、その高さならどうもしないだろ。そもそも俺が丁重に腰を低くしてお願いしてるのに驚くって、どういうことだよ」

「そんな態度、あんたには似合わないってことね」

　と言い捨てると、ユウキは飛空挺を上昇させた。

　苦笑いを浮かべたナーガは、アイスやケイ、セレナに声をかける。

「川岸まで進もう」

　ナーガたちは周囲に気を配りながら川の右う岸がんまで前進した。

　直すぐに後方のハリガンたちも追いついてきた。

　ナーガと十人を超える魔女の一団は、川の中で待っていたノノエルと合流し、あっさりと左さ岸がんへ渡った。

　魔女の側は誰だれも掠かすり傷きず一つ負っていないし、倒れている敵兵も見当たらなかった。

「敵にも味方にも犠牲者を出さずに砦とりでを陥おとす」というナーガの目もく論ろ見みは上々の滑り出しを見せたと言えるだろう。
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　すでにエインの砦は指し呼この間にある。

　この時点で、逃げ戻ってきた見張り部隊の兵から魔女が攻撃してきたこと、その攻撃で見張り部隊が蹴け散ちらされたこと、その後、おそらく魔女は川を渡ったであろうことなどを知らされた砦の守備兵は半ば恐慌状態に陥おちいっているが、ナーガたちもそこまでは把握できていない。とはいえ望ぼう楼ろうに登っている兵がどことなく浮き足立っているのはセレナの天てん眼げんで確認していた。

（どうやら全員を捕らえる必要もなさそうだ。半数も捕縛できれば、あとの奴やつらは勝手に逃げ出していくだろう）

　とナーガは考える。

　彼は予定どおり北側を空けておいた。

　そちらが空いていることを知らせるため、それ以外の三方に、これ見よがしに、あからさまに、予あらかじめ用意しておいた旗を立てた。

　旗には、かつての統一魔女王国で使われていた紋章が描かれている。

　魔女軍の旌せい旗きは望楼からよく見えるはずで、相手は魔女側の配置を把握したに違いない。

（今回はとくに難しいこともねえ。もはや流れは俺おれたちにある。予定どおり攻めて、予定どおり陥とすだけだ。問題があるとすれば、カサンドラ王国軍兵士に犠牲を出さないまま陥とせるかどうか。そこだけだな）

　ナーガと魔女たちは全員が配置に就いて、そのときを待った。
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　アイスが礫つぶてを投げつけ、レラが用意した呪じゆ符ふをユウキが飛空挺で砦の上空まで運んだ。

　守備兵の注意をそちらに引きつけておいて、その隙に体からだを硬化させたケイがマンテラと矢避よけの盾を抱えて城壁の近くまで走り寄る。

　矢を射られても平気なケイが矢避けの盾を持っているのは、どうしても出現時に無防備になるエリュシオーネを守るためであるが、それは杞き憂ゆうだった。望楼にいる敵兵は城壁に走り寄るケイめがけて矢を射ることもせず、彼女が近づく頃には全員が望ぼう楼ろうを下りて砦とりでの奥のほうへ逃げてしまっていた。もしかすると砦自体から逃げた兵もいるかもしれない。

「なんだ、肩すかしだな」

　と呟つぶやいたケイは盾を置き、エリュシオーネから預かったマンテラを地面の上に広げた。場所は東側中央付近の城壁直下だ。

　立ち上がったケイは、念のため盾を頭上に掲げる。

　その直後、頭を出す穴の部分にエリュシオーネの頭頂部がせり上がってきた。

「うへぇ、本当に湧いて出てくるように出現するんだ。気味の悪い魔法だなぁ」

　顔の半分だけが現れた状態でエリュシオーネがジロリとケイを睨にらんできたので、彼女は慌てて顔を背そむけた。

　顔を背けたついでに、ケイは辺りを見回す。

　やはり目に入る範囲には敵兵の姿が見当たらない。

（肩すかしというか手応えがないというか。まぁでも、前回、さんざんにやられてるから、こんなものなのかな。なるほどねぇ。ナーガさん、『流れは完全にこちらにある。今回は意外とあっさり砦を奪とれるかも』なんて言ってたもんなぁ。半信半疑だったけどさ、この滑り出しを見る限り、あの人の言葉どおりになりそうだよね）

　戦いくさの結果はその場限りのものではなく、勝ち方、負け方によっては次の戦に繋つながるものなのだということをケイは思い知らされた。

　ケイがよそ見している間にエリュシオーネのマンテラが少しずつ持ち上がっていった。

　やがてエリュシオーネの頭の位置がケイの頭頂より高くなって上昇を止とめる。つまり、マンテラの中にエリュシオーネの全身が出現したということだ。ということは、マンテラの中にはヴィータも出現しているということで。

　ケイが身構えるのと同時に、ずん、という衝撃がケイの全身を襲った。

「くっ、重おもっっ」

　盾を放ほうり出したケイは、足に力を込めて数倍になった自じ重じゆうを支えたが、踏ふん張りきれなかった。彼女は思わず片膝を落としてしまう。

　直後に砦の中から守備兵の叫び声やら怒声やらが聞こえてきたが、それらは直すぐに呻うめき声に変わった。

「予あらかじめ構えておいてもこのざまか。砦の中の敵兵も身動きできなく……なってるのは……間違いないな」

　実際、そのとおりになっていた。




　砦の上空に飛んできた飛空挺の上からユウキが眼下を観察すると、外に出ていた兵士は例外なく地面の上で四よつん這ばいになるか腹はら這ばいになるか、仰あお向むけで倒れるかしている。

　なんとか体からだを動かそうと藻も掻がいているのが見て取れるが、立ち上がるどころか、這はいずることもできていない。

　ユウキは思わず手を打って笑った。

「なんか、鳥もちの罠わなにかかった鳥みたいね」

　上空から見る限り、立って動いている兵の姿は見当たらなかった。

「じゃあ、これを食らえ──っ！」

　飛空挺を急降下させたユウキは、地面の上に密集している兵士めがけて手にした何かを放ほうり投げた。

　ユウキの手を離れたそれは空中で大きく広がり、兵士の頭上へと落ちていく。

「うわ、なんだこれはっ？」

「あ、網っ？」

　大きく広がって兵士の頭上に落ちてきたのは頑丈な綱で編まれた網だった。

　四よつん這ばいになって必死で自分の体重を支えている兵たちには、それを払いのけることも潜くぐり抜ぬけることもできない。逃げようとして必死で這い回っても、網は余計に絡まるだけだった。

　ユウキは次の場所へ移動し、同様に網を放った。

　網に絡め取られる兵の数がどんどん増えていって、砦とりで内の空間は身動きのできない兵士で埋まった。その様は、投と網あみで一網打尽にされて陸に引き上げられた哀れな魚たちのようだった。




　ユウキはいったん砦の外に出て、ヴィータの魔法の効果範囲外で待機している仲間の下もとへ戻り、ノノエルを拾い上げ、再び飛空挺を上昇させた。

「さすがに二人乗りは重いわねっ。わたし以外の魔女が乗ってると風の魔法の効率が落ちるから、飛空挺を飛ばすのが大変っ」

　必死に飛空挺を操りながらユウキがぼやくと、彼女の腰を抱きかかえるようにしがみついているノノエルが謝った。

「すみませんです」

「いや、あんたは軽いからまだマシ。これがアイスだったら大変。飛空挺が持ち上がらな……」




　ごおっっ！




　何かが恐ろしい勢いで飛空挺の横を通過し、その衝撃波で飛空挺が揺れた。

「いぃいっっ!?」

　なんとか飛空挺の姿勢を制御したユウキが目を吊つり上あげて振り向くと、たったいま何かを投げ終えたばかりという体勢のアイスの姿が目に入ってきた。

「ちょっと、アイス、何するのよ！　あんたの礫つぶてが当たったら、わたしの飛空挺が木こっ端ぱ微み塵じんになるじゃないのよ！」

　ユウキは叫ぶように抗議の声を放ったが。

「頑張ってね──、ユウキ、ノノエル！」

　アイスはにこやかな顔で左手を振ってきた。けれど、彼女の右手には別の礫が握られているのをノノエルは見み逃のがさない。

　ノノエルは額に脂汗を浮かべてユウキの背中を叩たたいた。

「ユ、ユウキ、早く逃げよう……じゃなくて、砦とりでの上に飛ぼう、です。そして役目を果たすです」

「そ、そうだね！」

　ユウキは、まだ少しふらつく飛空挺を操って砦の上空に舞い戻った。

　上空から地面を見下ろしたノノエルは、

「うわぁ、ヴィータさんの魔法、凄すごいですね」

　と感心の声を上げる。

　地面の上は、網に絡め取られながらも必死で手足を動かそうと藻も掻がき、悪わる足あ掻がきをしている兵で溢あふれ返っていた。

「感心してないで、あんたはさっさとやることをやって！　二人乗りで飛空挺を制御するのは大変なんだから！」

「あ、わかりましたです。直すぐやるです」

　ノノエルは呪文を紡いで空中の水分を集めた。

　待つほどもなく雨が落ちてくる。

　充分に地面が濡ぬれるだけの雨が降ると、ユウキは飛空挺を戻し、ノノエルを下ろすと、今度はスレイマーヤ一族の魔女、リィリィを同乗させて砦の上空に戻っていった。





　９






　他の一族の魔女を乗せて飛ぶ経験はなかったので上う手まく飛べるかユウキは不安だったが、元々リィリィは小柄で体重も軽いため、操縦は思ったほど手こずらなかった。

　ユウキの飛空挺が上空に達すると、リィリィは呪文を紡ぎながら何度も手を打った。




「神かむ鳴る手、神かむ生なる照て、光らせよ、怒らせよ、走らせよ、猛たけき雷いかずちの裁き下す丘、降くだす侵おか、平ひれ伏ふせよ、非ひ礼れ臥ふせよ、雷らい、来らい、礼らい」




　小さな稲光が空中から地上に向かって走った。

　そして。

「んぎゃぁあぁぁ──っ」

　雷に打たれ感電した兵士の悲鳴、絶叫が、あちこちに響き渡った。

　稲光は何度も何度も走り。

　その度に悲鳴が上がる。

　みな金属製の鎧よろいを着けている上に、ノノエルが降らせた雨でいい具合に濡ぬれているから、感電しない者は誰だれ一人いない。

　とうとう上空から見える範囲に動く者がいなくなった。

　飛空艇の上から、ユウキがぐるぐると手を回して合図を送る。

　必死で首を持ち上げ上空を見ていたケイが叫んだ。

「ヴィータさん、終わったみたい！」

　直後、ケイは不意に自分の体からだが軽くなったのを感じた。実際には元に戻っただけだが、自分の体重が半分くらいまで減っているような気がした。

「うおっ、体が軽いっっ」

　跳躍すれば城壁の上まで飛び上がれそうな気がしてケイは思い切り跳んでみたが、残念ながら体は半ヤルドも浮かなかった。

「やっぱり元通りになっただけか」

　とぼやくと、ケイはエリュシオーネまで歩み寄り、マンテラの裾をぺろっと捲まくった。

「はい、ヴィータさん、これ」

　ケイが差し出したのは、中にいるヴィータが当座を凌しのぐための小型マンテラである。

「ご苦労じゃの」

　ヴィータの手が伸びてマンテラを受け取った。

　マンテラの中でヴィータがもそもそと動いている。その間、エリュシオーネは真面目な表情で突っ立っているのがケイには少し可お笑かしかった。

　やがてマンテラを羽織ったヴィータがエリュシオーネのマンテラから這はい出だしてきた。

　彼女は気息を整え、エリュシオーネに向き直る。

「では、行くがいい、エリュー」

「はい、母かか様さま！」

　大きく跳躍したエリュシオーネは、ヴィータが差し出した掌てのひらに足を乗せる。

　小柄なヴィータが大柄のエリュシオーネを支えて放ほうり上げることなど不可能に思えるが、エリュシオーネはまるで羽根のようにふわりと空中高くへ舞い上がり、軽々と城壁を飛び越えていった。

「うわ凄すごっ！」

「ぬしも跳ぶかえ？」

「いいですか!?　お疲れなんじゃ？」

「この程度なら魔力を消費すらせん」

「ですか。このまま、つまり硬化したままでも平気です？」

「かまわんよ。吾われの掌てのひらに乗るように跳べ」

「じゃあ、ケイ、行きま──す」

　思い切り跳躍したケイの足裏がヴィータの掌に触れると。

　今度は錯覚などではなく、本当に自分の体重が激減したのを実感できた。いや、激減というより、無くなったという感覚に近い。

　ヴィータは無む造ぞう作さに掌を動かして、ケイを空中めがけて放ほうり投げる。

　ケイの体からだが高々と宙を舞った。

　このまま天空高くへと飛ひ翔しようしていけるのではないかと夢想してしまいそうだ。もちろんそれは錯覚で、体が城壁の上を通過した辺りで重さが戻ってきた。

　ヴィータの魔法によって減っていた体重が、魔法の効果が切れて元に戻ったということなのだろう。

「うわっとと」















　ケイは慌てて体勢を整え、着地に備える。

　体重は一気にではなく少しずつ戻っている感じなので、体勢を崩して頭から地面に激突……という虞おそれはなさそうだ。

　ケイは足裏でしっかりと地面を捕らえ、膝を折って着地の衝撃を吸収した。

　膝を伸ばしたときには、体重は完全に元に戻っていた。

「ふうん、これは……なんか、楽しそうな魔法だなぁ」

　などと暢のん気きなことを考えながら、ケイは辺りを見回した。

　そこかしこに兵がまとまって倒れている。彼らは数人、あるいは十数人ごとに網に絡め取られたまま気絶していた。

「さっきの雷に打たれたわけだ」

　ケイはその一つに近寄っていって、倒れている兵を覗のぞき込こんだ。確かめるまでもなく、彼らの鎧よろいも軍務服も濡ぬれていた。

「濡れているからよけいに雷が効いたってことだね。こりゃ、しばらく目を覚ましそうにないな。とはいえ、もしも目が覚める兵がいたら困るから、今のうちにちゃっちゃと済ませますか」

　ケイは網に付いている杭くいを手に取り、硬化させた拳で地面に打ち付ける。

　網の四方に付いている杭を打って地面に深々と差し込んだケイは、立ち上がると試しに網を引っ張ってみる。

「うん、大丈夫だな。何人かが目を覚まして藻も掻がいたところで、抜け出せないね」

　ケイは網から網へと移動して、杭で網を固定して回った。

　その頃には他の魔女たちも次々に城壁を乗り越えてきて、数人単位で砦とりでの中の巡回を始めていた。
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「ご苦労様ね、ケイ」

　というアイスの声にケイが振り返る。

　今日のアイスは、砦に乗り込むということで、いつもの薄手の衣装の上から革製の鎧を着けていた。革製品は金属製よりも魔法の減げん殺さい効果が低いのである。とはいえ、革の鎧も必要最低限の箇所を覆おおっているだけで相変わらず肌の露出は多い。




　それを見たときにナーガは、それで防御力が上がってるのか？　と思わずツッコみたくなったのだが、

（俺おれのいた世界では、全身を鎧で覆って戦場に赴いた……はずなんだがな。どうにも違和感あるな。まぁ、何も着けていないよりはマシだろうが）

　と思って、ツッコむのは我慢したのだった。




「アイスもご苦労様だね！」

「どうやら敵兵の残りは砦とりでから逃げ出したようね。まだ建物の中の捜索が終わっていないけど、少なくとも身動きできる状態の敵兵は見つかっていないわ」

「ハリ姉ねえやナーガさんは？」

「いま城門を開けてきたから、もう中に入っているわよ。ライバッハさんも連れて」

「そっか。ところで」

　ケイがアイスの体からだをしげしげと見やった。

「まさか、アイスもヴィータさんの魔法で宙を飛んで城壁を乗り越えたの？」

　アイスがにっこりと笑いながら首を傾かしげた。

「あら？　『まさか』って、どういう意味かしら、ケイちゃん？　まさかとは思うけど、まさか『いくらヴィータさんの魔法が強力だからといって、まさかアイスみたいに重い奴やつがまさか宙を飛べるわけがない』なんて、まさかそういう意味じゃないわよね？」

　ケイは自分の愚かな失言を悟ったが、今さら取り消すことはできない。ガクガクと膝を震わせながら、ブンブンと首を横に振った。

「もももももちろん違う。全然そんなことはこれっぽっちも思ってないもん」

「……そうなの？　じゃあ、さっきの『まさか』は、どういう意味なのかしら？」

　にこやかに笑いながら、アイスが右の拳を左の掌てのひらで包んで左手に力を込めると、ぼき、ばき、と彼女の右手の指関節が大きな音で鳴った。

「あたし、杭くい打ちの作業が残ってるんで、またあとでね[image: ][image: ]っ」

　その場からケイが脱だつ兎との如く逃走する。

　遠ざかっていくケイの背中をアイスが睨にらんでいると、背後からナーガが呼びかけた。

「よう、アイス、ご苦労さん」

　アイスが振り返ると、鎧よろい姿のナーガと、自分と同様、小さめの革の鎧を身につけたハリガンが立っていた。その後ろには、マンテラを羽織り、覆おおい布で顔を隠したライバッハも控えていた。マンテラで見えないが、両手は拘束されているはずだ。もっとも、彼からは逃げ出そうという意思など微み塵じんも感じられないから、要いらぬ心配なのかもしれない。

「ナーガさん。姉あね様さまもご苦労様です」

　とアイスが応えると、ハリガンは満足そうに頷うなずいた。

「どうやら、まんまと砦を陥おとせたようだ」

「そうですね。これほど簡単に砦を陥とせるとは思いませんでした。さすがはナーガさん、見事な策略です」

「見事ってほどの策じゃあないさ。今回はこちらに流れが来ていたからな。逆に言えば、敵は最初から浮き足立っていたわけだ。それほど苦労はしないと思っていた」

（その、戦いくさの流れを読むというのが吾われらには真ま似ねのできん芸当なのだが。この男、軽々とやってのけるから大したものだ）

　とハリガンは内心で大いに感心した。

　そんなハリガンの思いなど知らぬまま、ナーガはアイスの全身に視線を這はわせる。

「それよりアイス、まさかおまえもヴィータの魔法で空中を飛んできたんじゃない……」

　すっと踏ふみ込んだアイスが、目にも留まらぬ早さで右手を突き出した。

「よなぐぼぅあばっっ!?」

　彼女の拳がナーガの鎧よろいを打った。鎧を着けているのに、大きな衝撃がナーガの腹を襲う。

　アイスが右手を静かに引くと、ナーガはがっくりと両膝を落とし、額が地面に触れそうなほど大きく腰を折り曲げ、腹を押さえながら低く呻うめいた。

「な……いきなり何しやがる……んだ……」

「知りません」

　頬ほおを膨らませたアイスは、すたすたと歩み去っていった。

「お、おい、大丈夫かい、龍王ナーガさんよ？」

　ライバッハが心配そうに声をかけてきたので、ナーガは大丈夫だと右手を挙げた。

「ああ……なんとか……な……」

　ハリガンが大きなため息を吐ついた。

「ナーガよ、おぬしはもう少し女子に対する気配りをしたほうがいいのではないか？」

「いや、ちょっとした冗談……だったんだがな」

「だから。おぬしは冗談のつもりでも、相手にはそう聞こえん場合があると言うている」

「そ、そうか。わかった。以後、気をつけることにしよう」

　腹をさすりながらナーガは歯を食いしばって立ち上がった。

「しっかし、アイスの奴やつ、本気で殴りやがって」

　とナーガがぼやくと、ハリガンが哀れむような視線を向けてきた。

「本気なわけなかろうが。もしアイスが本気だったら、おぬしの腹には鎧ごと大きな風かざ穴あなが開いておるわ。あるいは全身の骨が粉々に砕けておるわ」

「う……そ、そうか」

　これからは、もっとしっかり気配りしようと思うナーガだった。

「それはさておき。砦とりでは陥おとした。今日からここは吾らの物だ。この目で中を見て歩くとせんか？」

　ナーガは砦の中を見渡して、そうだな、と頷うなずきかけたが。

「……いや、その前に。捕縛した兵の武装解除をするのが先だな。見回り組は見回り組で仕事を続けてもらって、残りの全員で武装解除を進めよう」

「具体的にはどうやる？」

「まず一箇所に集まって、網を一つ外す。意識を取り戻している兵がいたら、そいつから武装解除する。次に気絶している兵の武器や防具を外していく。武装解除したら大手門前の広場に運んでおこう。そこに置いておけば、気がついた奴やつから勝手に逃げていく。気絶していない兵は、武装解除が済んだら『逃げていい』と言えば、自分の足で走って逃げていくだろ」

　ハリガンは眉を寄せて確認する。

「気を失っている兵は、城門前に置いておくだけでいいのか？」

「そうだな。いちおう見張りを立てておいて、気がついた兵に『さっさと逃げろ』と声をかけたほうがいいかもな。それで奴らは、殺されずに解放された、魔女に命を救われたと実感するはずだ。ということで、魔女を集めちゃくれないか、ハリガン」

「わかった。レラ！」

　大きく頷うなずいたハリガンは、一緒に行動しているレラを呼んで合図の狼煙のろしを上げるように命じた。

　直すぐにレラは呪じゆ符ふを燃やして緑色の煙を上げた。それが集合の合図だ。

　続々と魔女たちが集まってきた。
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　集まってきた一族の魔女に、ナーガとハリガンがてきぱきと指示を与える。

　そのうちヴィータもやってきたので、ナーガは彼女の一族にも集まってもらって、兵の武装解除を進めた。

　すでに意識を取り戻していたごく少数の兵はその場で逃がし、気絶している兵は、倉庫から持ち出した荷車に積んで城門前の広場まで運んだ。荷車を引いたのはもちろんアイスだが、ナーガが彼女をその気にさせるのに少しばかり苦労したことを付け加えておこう。

　へそを曲げたアイスを宥なだめ賺すかしてようやく荷車を引く気にさせたナーガは、改めて、

（うん、気配りってのは大事だ。とくに女子に対する気配りは）

　という思いを強くしたのだった。
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　作戦を開始したのは午前中だったが、すでに日は西に傾いてる。とはいえ、まだ黄たそ昏がれ時どきと言うには早く、砦とりでの中に伸びる物もの見み櫓やぐらや建物の影もだいぶ長くなっているが、まだ黒々としていた。

　蒼あおい空の低いところに大小二つの半月が白くぼんやりと浮かんでいる。




　砦とりでの北側にある大手門の前の広場にナーガの声が響き渡った。

「おぉ、そこ、気がついたか。動けるようなら逃げていいぞ」

　とナーガが声をかけると、覚かく醒せいした兵士たちは怯おびえた顔で彼を見つめ、そして恐る恐る周囲を見回した。広場の周りには十数人の魔女がいて、自分たちを取り囲むように見張っている。自分たちが魔女に囚とらわれたことを実感した兵たちは恐怖に身震いするのだが。

「おい、どうした!?　逃げていいんだぞ。というか、邪魔だからさっさと逃げろ」

　何な故ぜか、鎧よろいを着た男が踏ふみ台の上で偉そうに命令している。

（どうして魔女の中に男がいる？）

（あいつは何者だ？）

　兵士たちは不思議そうな表情で互いに顔を見合わせ、そんなことを囁ささやき合ったが。

「逃げたくないのか？　じゃあ、おまえらは魔女の奴隷になるってことでいいんだな？　それとも、この場で斬られたいのか？」

　不思議な衣装を着て鎧を着けた男が、不思議な形状の剣を引き抜いた。それで兵たちは我われに返る。恐怖が蘇よみがえる。

「うわわわわわっ」

　跳ねるように立ち上がった兵士が一人、転がるように駆け出した。

　一人が逃げ出すと、意識を取り戻していた兵が次々とあとに続く。

　これを繰り返しているうちに、広場の兵の数は半減していった。

　最後まで目を覚まさない兵は叩たたいたり揺すったりして無理やり目を覚まさせ、追い立てるように逃がした。

　広場には、二十人ばかりの隊長や副隊長だけが残された。隊長や副隊長の何人かは予あらかじめ選別して手足を縛ったまま残しておいた。ライバッハがいたから、指揮官を選別するのは簡単だったのだ。

　最後まで残ったそれらの兵士を前に、踏み台に乗ったナーガが声を張り上げた。

　彼は抜いた刀を鞘さやに収め、腰から外した刀の鞘尻を踏み台に付け、組んだ両手を柄つか頭がしらに置いていた。

「どうだ、貴様たち。魔女の強さを思い知っただろう!?　こうして捕らえられた貴様らは生せい殺さつ与よ奪だつの権を魔女に握られたと言ってもいい」

　ひっ、という小さな悲鳴が幾つか上がり、何人かの兵が身を固くした。

「だが安心するがいい。貴様たちを殺しはしない！」

　ナーガがひときわ大きな声を張り上げると、身をすくめた兵たちが安あん堵どの息を漏らす。

「おまえたちは解放する！」

　そこで言葉を切ったナーガは、ゆっくりと兵たちを見回した。

　全員が自分に視線を集中させたまま息を潜めているのを確認すると、ナーガはまたもや大きな声を張り上げる。

「貴様たちが捕まったのは、魔女の土地を奪うばおうとして魔女を攻撃するという愚かな行為によって導かれた結果で、いわば自業自得なわけだが、今回は慈悲深い魔女によってその行為は不問にされた。いいか、貴様たちは慈悲深い魔女の情けによって救われるのだ！　そのことを心に刻み込んでおけ！　そしてこれに懲りたら、魔女と戦うなどという愚かな真ま似ねは二度としないことだ！」

　多くの兵は疑い深そうな、あるいは不思議そうな顔でナーガを見つめているが、中には凄すごい勢いで頷うなずいている兵も何人かいた。

「貴様たちはいま直すぐ解放してやる。何か訊きいておきたいことはあるか？」

　ナーガは悠然とした態度で、もう一度、その場に残っている兵の顔を見回した。すると兵の一人が恐る恐るといった風ふ情ぜいで右手を挙げた。

「発言を許す。何が訊きたい？」

　ナーガが鞘さや尻じりを兵士に向けると、彼はびくっと上体を引いたが、直ぐに気を取り直して訊いてきた。

「あ……あんた、魔女の中に一人だけ混じっているあんたは、いったい何者なんだ？」

　質問をした兵にナーガは冷めた目を向ける。それだけで、その兵は体からだが強こわばり汗が噴き出るのを感じた。

「俺おれが何者かと問うか。いい質問だ。俺は、さて、何者なんだろうな」

　ナーガの意味不明の答えに、質問をした兵士は目を白黒させたが、彼はかまわず言葉を継いだ。

「俺は俺が何者かを知らないが、とりあえず、ここの魔女たちからはこう呼ばれている」

　ナーガは敢あえて一拍置いてから言葉を継いだ。

「龍王ナーガ、と」

　兵たちは互いに顔を見合わせ、ざわざわとざわめいた。

「俺が何者かを詮せん索さくするのもいいが、それより、ここから無事に逃げ戻ることに集中したほうがいいんじゃないのか？　取り上げた武器は返さないから、街に戻る前に獰どう猛もうな獣や野盗に出遭わないよう気をつけることだ」

　というナーガの言葉で全員が我われに返る。

「最後にもう一度言っておくが、こんな寛大な処置は二度とないと知っておけ。次に捕まったときは、もう許されないだろう。生きたまま腹を割さかれ、血を抜かれ、臓物を食われるかもしれない。わかったか！」

「ひぃいぃ[image: ][image: ]」

「わかりましたぁぁ」

　兵たちはみな蒼そう白はくな顔で平伏したが、ハリガン以下、周囲を取り囲んでいる魔女たちはかなり不満そうな顔だった。

　ナーガが刀を抜き放って兵たちに寄っていく。

　怯おびえて身を固くする兵の傍かたわらに立つと、ナーガは手にした刀の切っ先で彼の手足を拘束している縄を切断した。

　副隊長や小隊長たちの縄を切り終えたナーガは、切っ先を城門のほうへ向ける。

「ほれ、行っていいぞ」

　とナーガが言っても、誰だれも身動きをしない。逃げようとしたとたん、背後から斬られるのでは？　と疑っているのかもしれない。

「どうした、逃げないのか？　貴様らが逃げたくないと言うなら、魔女の奴隷として一生こき使って……」

「うわぁあぁっぁっ」

　大声で叫びながら一人が駆け出した。それを合図にして、残りの兵たちも次から次へと城門めがけて駆け出していく。

　その背中へ向けてナーガは、

「無事に戻ったら、貴様たちの家族に慈悲深い魔女の話をしてやるがいい！」

　と叫んだが、果たして逃げる兵たちの耳に届いたのか届かなかったのか。

　ともあれ誰一人として振り返ろうとしないまま、兵たちは脱だつ兎との如く、一目散に城門の外へと走り去っていった。
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　兵の姿が消えると、ナーガはハリガンに加えてヴィータを呼び寄せた。

「このあとのことだが……って、砦とりでを陥おとしたってのに、どうしてそんな不満そうな顔をしている？」

「あの言い方はないであろう、ナーガ。あれでは吾われらに対する間違った印象を敵兵に植えつけてしまうではないか」

　とハリガンが睨ねめつけてきた。

　彼女の豊かな蒼あお黒ぐろの髪がぞわりと蠢うごめく様はかなり恐こわかった。

「まったくじゃわ。言うに事欠いて、吾らのことを人の生き血を啜すすったり生いき肝ぎもを喰ろうたりする化け物のように言いおって」

　ヴィータもお冠のようだ。

　もっとも見た目が見た目だけに、怒っていてもハリガンほど恐こわくはないのだが、彼女の魔法の恐ろしさは身に染みているから、ナーガは慌てて二人に向けて掌てのひらを振った。

「いやいや、あれは兵士を怖がらせるために吐ついた嘘うそだから。ほら、よく言うだろ、嘘も方便だって」

「……言うのか？」

　ハリガンとヴィータが思い切り疑わしそうな目を向けてきたので、ナーガも急に自信がなくなった。

「あれ？　いや……言ったと思うんだがな」

「おぬしの喪なくした記憶の話か？」

「そうみたいだな。ときどき意識することもなく、こういう諺ことわざみたいなのが頭に浮かんできやがる」

　ナーガが少し哀かなしそうな顔になったので、ハリガンもヴィータもそれ以上追及する気をなくしたらしい。それでナーガはようやく解放された。

「で、このあとはどうするのだ、ナーガ？」

　内心密ひそかに安あん堵どの息を吐はいたナーガは、まずは、と二人の顔を交互に見やった。

「予定どおり周囲の物見だ。セレナに砦とりでの周りを、ユウキに街道沿いを探ってもらおう。砦の周りに兵が潜んでいないかと、逃げ出した兵が、そのままちゃんと逃げていったかを確認したいからな」

「うむ、それは吾われが手配しよう」

　とハリガンが応えた。

「あとは建物内の調査だ。とくに倉庫に何があるのかを詳しくしらべておきたいな」

「ふむ。では、そちらはアイスに任せようか」

　とハリガンはアイスに仕事を振った。

「はい、いいですよ」

「他には？」

「そうだな。いずれカサンドラ王国軍がここを奪回しようとして攻め寄せてくる可能性はある。それに備えて砦の守備力を強化しないとならないな。が、そちらは今すぐにという話ではないから、今日のところはいいだろう」

「ナーガ、王国軍が攻めてくる可能性、どのくらいあると思う？」

　と訊きいたハリガンの声には幾分の緊張が滲にじんでいるように思える。

　ハリガンでさえそうなのだから、周りにいる魔女たちの顔に緊張や不安の色が浮かんでいたのも無理はなかった。

「シュバイツ川での大敗に加え、今日もまたあっさり砦を陥おとされたわけだからな。軍の指揮官が戦いくさをする気になるかどうか。何より兵士が戦をする気になるかどうか。それを思えば、直すぐに奪回戦を仕掛けてくる可能性はかなり低いと思うがな」

　というナーガの返答を聞いて、何人かの魔女はあからさまに安あん堵どの息を漏らした。

　そんな魔女たちを横目に、ナーガは、

「だが、安心はできないぞ。敵はカサンドラ王国だけじゃないんだろう？」

　と釘くぎを刺しておく。

　ふむ、そうじゃな、とヴィータが頷うなずいた。

「むしろカサンドラ王国軍が大いに戦力を減らしたため、他の国々が動き易やすくなった……という面もあるのう」

「その辺、この地方の勢力比較なんかは、いずれ詳しく教えてもらいたいな」

「うむ、いいぞ」

「いつでも教えてやるわ」

「ま、それはそれとして。今日やるべきいちばん大事なことは」

「お？　まだ何かあるのか？」

「おいおい、ハリガン、何かあるのかじゃないだろ。俺おれたちは勝利したんだぜ。エインの砦とりでを無傷で奪とったんだぜ。だったら、このあとやることは決まってるだろうが」

　ハリガンとヴィータは「このあとにやること」が直ぐには思い浮かばなかったらしく、互いに顔を見合わせた。

　周りの魔女たちも、ナーガが何を言おうとしているのかわからず首を捻ひねっている。

「ああ、もう、焦じれってえな」

　と体からだを揺すったナーガは、抜いたままの刀を高々と掲げた。

「俺たちのするべきことは勝ち鬨どきを上げ、祝勝の宴うたげを開くことだ！」

「おお、そうか」

「なるほど、それは欠かせんの」

　ハリガンとヴィータは納得の顔で頷き。

　魔女たちは顔を輝かせ、手を打ち、足を踏ふみ鳴らして賛意を表した。
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（いやはや、大した人だな。さすがに龍王ナーガと呼ばれるだけのことはあるわ）

　魔女たちの熱気に当てられながらライバッハは、つくづく感心したという顔でナーガを見つめている。

（言ったとおり、守備側から犠牲者を出さずに砦を奪うばっちまった。ただの大たい言げん壮そう語ごでも、その場凌しのぎの出任せでもなかったんだな）

　大勢の見知った顔が無事に砦から逃げていくのを見送ったライバッハは、大いに安堵し、安心し、感心した。ナーガの実行力と指導力に驚き、感銘すら受けていた。

（もしかすると、この人は本当に人と魔女とが一緒に暮らせる、そんな世界を創っちまうかもしれねえなぁ。そんな世界が実現すれば、人と人との醜く悲惨な争いもなくなるかもしれねえなぁ）

　ライバッハの脳裏に、幼い我が子の笑顔が浮かんだ。

（そうなりゃ、あいつみたいな可哀かわい想そうな子供がこれ以上出るのを防げるのかな）

　ライバッハは、そんな世界を見てみたいと思い始めていた。

　そのために何か自分にできることはないのかと思い始めていた。
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　魔女たちは飲んで陽気に騒ぎ出したが、ナーガはハリガンに一声かけると、ライバッハを連れて部屋を出て、別室へ移動した。人間の男がいては魔女たちはくつろげないだろう、喜びを爆発させられないだろうという彼なりの気遣いだ。

　彼の意図を察したハリガンは、すまんな、と頭を下げてきた。

　ナーガは笑って、

「気にするな。祝勝の宴うたげは今回限りってわけじゃあない。むしろ、これから何度も何度もあるわけだからな」

　と右手を挙げた。

「酒と肴さかなは運ばせる」

「おお、頼むわ」




　というわけで、いまナーガは魔女たちが飲んで騒いでいる部屋とは別の小さな部屋で、ライバッハと二人、静かに酒を飲んでいるところだった。
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「おまえ、なんで逃げなかった？」

　とナーガがライバッハに訊きいた。

　ナーガは葡ぶ萄どう酒しゆの入った酒杯を手にしてはいるが、先ほどから舐なめるという程度にしか飲んでいない。葡萄酒の味は嫌いではなかったが、酒に弱い体質だということは自分でもわかるので、こういう飲み方に抑えている。

　一方のライバッハはいける口のようで、金属製の酒杯を何度も空にしていた。

「いや、なんでって」

　酒杯を床に戻したライバッハは、少し赤らんだ顔をナーガに向けた。

「俺おれは捕虜だろうが。勝手に逃げたら殺されるんじゃないのか？」

「あのとき捕虜は、全員を解放しただろう？　俺としてはおまえも解放したつもりだったんだがな。だから仲間に紛れて逃げれば追わなかったし、それで文句を言うつもりもなかった。魔女たちは何か言ったかもしれないが」

「そうか。逃げられたのか。そこまで気が回らなかったわ」

　というライバッハの口調に、悔しがる気持ちも残念がる気持ちも感じられなかったのがナーガには少し意外だった。

「なんだ、まるでどうでもいいような口ぶりだな」

「あぁ、まぁ、どうでもいいといえばどうでもいいのかもしれないな。どうせ俺には俺の帰りを待っててくれる家族もいないしな」

「そうか。じゃあ、これからどうするつもりだ？　このままだと、ずっと魔女の捕虜だぞ、おまえ。それはおまえにとっても魔女にとっても、あまり愉快な状況じゃないような気がするがな。やっぱ機を見て解放するわ」

　とナーガが言うと、ライバッハが真剣な顔を向けてきた。

「なあ、龍王ナーガさんよ」

「なんだ、改まって？」

「俺をあんたの部下にしてくれないかな」

　ナーガは僅わずかに目を見開いただけだった。

「本気か？」

「うん、いや、どうなんだろうな。自分でもよくわからないんだ」

　そう応えるライバッハの顔には自じ嘲ちようなのか照れ隠しなのか、あるいはもっと別の感情が籠こもっているのか、何やら複雑な笑みが浮かんでいる。

　そんなライバッハに対して、ナーガのかける声はひんやりとしていた。

「俺の部下になるってことは、魔女の味方になるってことなんだぞ。おまえらの神が言うところの『神の敵』の味方になるってことだ。つまりはおまえが『神の敵』になるんだ。『神の敵』となって人と戦うんだ。それでいいのか、おまえ？」

「もともと俺はあまり熱心な神の信奉者じゃなかったしなぁ。それに」

　ライバッハは置いた酒杯に手を伸ばして持ち上げ、口くち許もとまで運ぶと、残っていた葡ぶ萄どう酒しゆを一気に飲み干した。

　ふう、と息を吐はいて酒杯を戻すと、ライバッハはナーガと目を合わそうとせずに言葉を継いだ。

「俺は魔女の部下になるつもりはないんだ。俺はあくまであんたの、つまり龍王ナーガ様の部下になるだけだからな」

「同じことだろ。俺おれは魔女の味方なんだから。つまりは人の敵だ。そんな俺の部下になるってことは、やっぱり魔女の味方で人の敵だぜ？」

　というナーガの指摘に、ライバッハは静かに首を横に振ってみせる。

「いや、同じじゃないんだよ。少なくとも俺の中ではな」

　ナーガの顔に初めて戸惑いの色が浮かんだ。

「……どういうことだ？」

「俺は龍王ナーガ様の部下になっただけで魔女の部下になったわけじゃない。魔女のために働くことがあったとしても、それは龍王様に命じられたからだ。そう考えれば、俺は俺自身に対して言い訳ができるじゃないか」

　ライバッハの言葉を聞いたナーガは、ははっと笑った。

「とんだ屁へ理り屈くつだな」

「いいんだよ、べつに。あんたも言っただろ。嘘うそも方便だって」

「ああ、そうだったな」

「それに、大嘘ってわけでもないんだぜ。俺は若い頃に軍に入って以来、これまでずっと軍で働いてきたからな、数え切れないほど戦いくさを経験してきた。魔女と戦ったこともある。けれど大半は人間同士の戦だった」

　ライバッハは、はんっ、と鼻で笑った。

「神の僕しもべである人同士が殺し合ってんだぞ。上官から『あいつらは敵だ』と言われれば、魔女だろうが人だろうが関係なく、俺は、俺たちは、弓矢を撃ち、剣を振るい、敵を殺してきた。敵に殺されてきた。下っ端ぱの兵士には相手がどこの誰だれとかこの戦の大義だとか、そんなことを考える余裕なんかないんだ。言われるままに剣を取り、生き残るために戦う。それだけだ。だったら、あんたに命じられて剣を取り敵と戦うことになったって、今までと少しも変わりゃしないじゃないか」

　そこまでを大きな声で一息に話したライバッハは、言葉を切ると、少し気恥ずかしそうに頭を掻かいた。

「……っていうのが、だから、俺自身への言い訳だな」

　ナーガは、そうか、と一言だけ応え、じっとライバッハを見つめている。

　ナーガの視線の圧力に耐えかねたのか、ライバッハは葡ぶ萄どう酒しゆが入った器に手を伸ばし、酒杯に赤い液体を注ついだ。

　ライバッハが葡萄酒に口をつけると、ナーガが重々しく言った。

「よし、わかった。おまえを部下にしよう」

　勢いよく上げられたライバッハの顔は、期待に輝いているように見えた。

「本当か!?」

「嘘は言わないが、しかし、最後にもう一度、訊きいておくぞ」

　ナーガは厳しい表情で立ち上がり、ライバッハを見下ろして言う。

「俺おれの部下になるってことは、魔女と人とが共に暮らせる、そんな新しい世界を実現させるまで、ずっと人と戦うことになるに等しい。おそらく戦いに次ぐ戦いだ。おまえは人を相手に剣を振るい続けられるんだな？　『神の敵』と誹そしられても耐えられるんだな？」

「お、おう」

「言っておくが、俺はいつも今回みたいな優しい戦い方をするわけじゃないぞ？　今回は全員を救うほうが後々のためになると思ったから救っただけだ。皆殺しにしたほうが後々のためになると思えば、全部殺すかもしれないぜ？」

　自分を見下ろすナーガの眼光の鋭さに、体からだから溢あふれ出る威圧感に、ライバッハは思わず座ったまま後あと退ずさりそうになったが、なんとか我慢して声を絞り出した。

「あ……ああ、それでもかまわない」

　ナーガの闘気が不意に消えた。

「わかった。おまえを俺の部下にしてやる。俺のため、身を粉こにして働け」

　そしてナーガは破顔した。

「俺は俺のために働く奴やつには、きちんと報いるぜ」

　ナーガは喜んでいた。まさか、これほど早くに人の部下ができるとは思っていなかったからだ。















　未来を見通す目を持つナーガは、人の部下が、彼の思い描く世界──魔女と人とが共に暮らせる世界──を実現するための突破口になるであろうことを予感していた。

　笑うナーガに向かって、ライバッハは我われ知らず頭を下げていた。

「よっ、よろしくお願いします」

「そうと決まれば、これから魔女たちに、おまえが俺おれの部下になったことを宣言しよう。ついて来い」

　ナーガは上機嫌の顔でライバッハを引き連れて、勇躍、その小部屋をあとにした。
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「おい、ハリガン、話がある……」

　ナーガとライバッハが、どんちゃん騒ぎの続いている大部屋に足を踏ふみ入れると。

　酔っ払った魔女たちのほとんどが、服を脱ぎ裸になって歌い踊っていた。




「……あ？」

「……あ！」




　ナーガとライバッハに気づいた魔女たちが歌や踊りを中断すると、奇妙な沈黙が、むしろ不気味な沈黙が部屋を支配した。

「え[image: ][image: ]と、またあとで来るわ」

「そ、そのほうがよさそうですな」

　ナーガとライバッハは引き攣つった顔で回れ右をし、足早にその場から立ち去ろうとした。

　したのだが。

　足を踏み出したとたん、急に体からだが重くなって蹴けつ躓まずいてしまう。

「うおっっ？」

　ナーガとライバッハが膝を落とした直後に体重が元に戻った。

　二人は慌てて立ち上がろうとした。立ち上がって退散しようとした。しかし間に合わなかった。立ち上がったときにはすでに周囲を魔女たちに取り囲まれていた。

「堂々と覗のぞきに来ておいて、今さら逃げられると思うのか、ナーガぁ？」

　ぐるぐると髪の毛を振り回しているハリガンは裸だった。

「ナーガさんたら、やっぱり目を刳くり貫ぬいておいたほうがよさそうですねぇ」

　両手を前に出して迫るアイスも裸だった。

「目を刳り貫くとか、手て緩ぬるいって。両手両足を切り落として、二度と覗きなんかできないようにするべきよね」

　ユウキの体からだの周りで空気が渦巻いて、二本に束ねた長い髪がはためいている。もちろん彼女も裸だった。

「燃やそ、う。骨の一片すら残らないよう、に」

　呪じゆ符ふを手にして迫るレラも裸だった。

「殴る？　殴り殺しちゃう？　全身の骨が砕けるまで？　きゃっは──っ！」

　金属的な光沢を放つ拳を掲げるケイも裸だった。拳だけではなく、彼女の体のあらゆるところが──乳首までも──金属的な光沢を放っているのが異様というか異妖というか、ともかく摩ま訶か不ふ思し議ぎな光景だった。

「溺れ死ぬのがいちばん苦しいと思いますです」

　宙に浮かんだ赤い液体──おそらく葡ぶ萄どう酒しゆだ──の塊を伸び縮みさせながら、ふらつく足で寄ってくるノノエルも裸だった。

「くっくっくっ、それほど吾われの裸を見たかったかえ、龍王ナーガ様よ。じゃったら男らしく正面から堂々と頼みに来ればよかったものを、こんなふうにこそこそと覗のぞきに来るなど、龍王の風上にも置けんなぁ？」

　腰に手を当て胸を反そらせて笑うヴィータも裸だった。もっとも、反らせようが突き出そうが、彼女の体にはどこにも凹おう凸とつなど見当たらなかったのだが。

　他の魔女も似たり寄ったりで、裸、もしくはほぼ裸の格好のまま、目に凶暴な光を浮かべてナーガとライバッハを十と重え二は十た重え──というほどの大人数ではないが──に取り囲んでいる。

「おい、おまえら、正気を取り戻せ！　だいたい俺おれが覗いてるんじゃなくて、おまえらが見せつけてるんだろ、それは！」

　とナーガが諭さとしても抗議しても、酔っ払いには道理も正義も通じなかった。

「言い訳するな[image: ][image: ]」

「言い逃のがれするな[image: ][image: ]」

「誤ご魔ま化かすな[image: ][image: ]」

「開き直るな[image: ][image: ]」

　魔女たちは口々に叫びながら、ナーガとライバッハに襲いかかった。

　立ち上がりかけた二人だが、たちまち床の上に転がされてしまう。

「ここで見たことは忘れろ！」

「綺き麗れいさっぱり忘れて！」

「忘れられないなら、いっそ死ね！」

　魔女たちは寄って集たかって、床の上に転がっている二人を足あし蹴げにする。

　ナーガとライバッハは繰り出される蹴りの嵐から頭部を守ろうとして、とりあえず両手で頭を抱えた。おかげで頭部は無事だが、魔女たちは情け容赦なく体の他の部分を蹴りつけてくる。

　なんとか止やめさせようとして上を見たナーガだが。

（うお!?　こっっこの角度はっっ!?）

「ちょおぉ、おまえら、この角度は不ま味ずい！　不味いって痛いてててててっ！」

「ひいぃ[image: ][image: ]、殺されるぅ。せっかく生き残って龍王ナーガさんの部下になったってのに、魔女に蹴けり殺されるぅぅ」

「あぁ？」

　ライバッハの悲鳴を聞いたハリガンが動きを止とめた。

「おい、みな、待て！」

　と他の魔女を制しておいてからハリガンはライバッハに訊きいた。

「貴様、今なんと言った？」

「い、いや、だから俺おれは龍王ナーガさんの部下になることになって……」

　体からだを丸めて床に転がり、両手で頭を守って魔女の蹴りに耐えていたライバッハは、ちらとハリガンのほうに視線を向け、慌てて目を逸そらせた。

「どういうことだ、ナーガ？」

「だから、その話をしに来たんだろうが！」

　ナーガは守っていた頭から両手を離し、自分を取り囲んでいる魔女たちを見上げた。

「っていうか、この角度は本気で不味いと思うんだが、おまえら、いいのか？」

　ナーガはライバッハのように目を逸らすことはしなかった。

「……んん？」

　床の上の二人を見下ろしていたハリガンたちだが、少しだけ視線を動かし、自分の体を見下ろした。

　裸だった。

　完全に裸だった。

　完璧に裸だった。

　恐ろしいまでに裸だった。

　ライバッハは頭を押さえたまま顔を背そむけているからまだいいとして、そんな自分たちを床に転がったままナーガが見上げている。たしかにこれ以上ない危険な角度だった。

「うわぁあぁ──っっ!?」

　自分たちが置かれた状況を理解した魔女たちは、理性を取り戻すどころか、羞しゆう恥ちに我われを忘れて逆上した。

「死ね死ね死ね！」

「いま見た記憶をすべて脳内から削除してから死ね！」

「脳のう味み噌そをぶちまけて死ね！」




　どす、ごす、どか、げし。




　さらに激しい蹴けりの嵐がナーガを襲った。

「うわっ、おまっ、ちょっ、痛っ、死ぬっ、本当に死んじまうっ！」

　ナーガは身をよじって魔女たちの蹴りから逃のがれようとするが、周囲をびっしりと取り囲まれている以上、逃げられるはずもなかった。

（やべっ、本気でやべっ、このままじゃ本当に蹴り殺されるわっ）

　理性を無くした酔っ払いどもに反撃したら、さらに事態を悪化させるかもしれないが、しかし、反撃するしか生き延びる術すべはないような気がした。

　覚悟を決めたナーガが手を動かそうとしたそのとき。

「ちょっと待ってくれ！　死んじまうって！　龍王ナーガさん、本当に死んじまうって！　いいのか、あんたら、龍王さんを殺しちまっても!?」

　そう叫びながら、ライバッハがナーガを庇かばうように彼の体からだに覆おおい被かぶさってきた。

「この人はあんたたちの味方なんだろ！　あんたたちのために新しい世界を創ってくれる人なんだろ！」

「……む」

　それでハリガン以下が蹴りを止とめた。

「ライバッハよ、どうも話が見えんのだがな？」

「だっ、だから。龍王ナーガさんは、その話をしに来たんだってば」

「初耳だな」

「いや、さっきから何度も言ってるぞ？」

「そうか。だったら話を聞かんでもないがな」

「そ、その前に、みんな服を着てくれないか。でないと話なんかできないだろ」

「あ……あぁぁ、そうだな。そのとおりだな」

　少しだけ理性を取り戻した魔女たちは、足を引っ込め、体を反転させる。

「ところで、おぬしは見ておらんだろうな？」

　ハリガンに睨にらまれたライバッハは全力で手を振り、全身全霊で以もつて首を振った。

「見てねえ見てねえ」

「もし見ていたら、眼球を刳くり貫ぬき、全身の骨を砕いた後に、体を千の肉片に切り刻んで山犬の餌にしてやろうと思ったのだがな」

「これっぽっちも欠片かけらも微み塵じんも見てねえから安心してくれぇっ」

「なら、いいのだがな。しかし、ナーガは見たのだな？」

「いいや。俺おれもまったくなんにも見てないから安心しろ」

「どの口がそういうことを言うかな」

　と思うものの、自分たちにも迂う闊かつで軽率な部分があったのもたしかなので、ハリガンはそれ以上の追及を止やめておく。

「あ[image: ][image: ]、では着替えるからな、少し外で待っていてくれ」

（着替えるっていうより、服を着る！　んだろ）

　と思うものの、今さらそこをツッコんでも魔女を怒らせるだけだ。ナーガはおとなしくライバッハと共に部屋を出て、廊下で声がかかるのを待った。
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　しばらく外で待っていると、

「もう、いいぞ」

　という声がかかったので、改めて室内に足を踏ふみ入れた。

　全員が、ちゃんといつもの衣装を着ていたので一安心だ。

（いつもは裸みたいな薄くて小さな衣装だと思ったものだが、こうしてみると、裸よりはずっとマシだというのがわかるな）

　ナーガは内心で密ひそかに安あん堵どの息を吐はいた。




「ナーガ、こちらに来て座ってくれ。ライバッハもな」

　ハリガンに促され、ナーガとライバッハは用意された壁際の席へ腰を下ろす。

　壁を背にして座る二人を半円形に取り囲む形で魔女たちも腰を下ろした。

「で。その男がおぬしの部下になったとは、いったいどういうことだ？」

　とハリガンが身を乗り出すようにして訊きいてきた。

　席に居並んだ他の魔女たちは、ある者は興味深そうに、ある者は不思議そうに、ある者は不審そうに、ある者は非難がましく、ナーガとライバッハに視線を向けている。中には先ほどの醜態を恥じるように微妙に視線を逸そらせている者もいるにはいたが、それは少数派だった。

「あ──、つまりそれは、だな」




　ナーガは先ほどのライバッハとのやりとりを魔女たちに明かし、彼を自分の部下とすることに決めた経いき緯さつを説明した。




「おまえたちには事後承諾になっちまったが、俺おれが必要と思ったからその場で決めた」

「む。そうか」

「おまえたちにとっていいことだと思ったからこそ決めたんだからな。それだけは言っておくぞ」

「そうだな。吾われらが人と共に暮らせる世界を創ろうというのなら、人の味方は必要不可欠なものだからな」

　そう言ってハリガンは頷うなずいた。

　アイスやレラ、ケイやノノエルなど、ハインドラ一族の魔女たちの大多数は頷いているから、とくに文句も異議もなさそうだ。

　ただ一人を除いては。

　もちろん、その一人とはユウキで、彼女だけはあからさまに、これ見よがしに、いかにも不服そうな顔でナーガとライバッハを睨にらみつけていた。

「何か言いたいことがあるか、ユウキ。あるなら今のうちに言ってくれ」

「べつに。あんたがそう決めて、ハリ姉ねえが認めたのなら、いいんじゃないの？」

　初めて会った頃のように闇雲に強硬に突っかかってこなくなっただけ、彼女も成長したということだろうか。

（だとしたら、いいことなんだがな）

　という思いは微み塵じんも感じさせずに、ナーガは、

「そうか。すまないな」

　と頭を下げた。

　ライバッハも深々と頭こうべを垂れた。

　ハリガンも、どことなく生なま温ぬるい目で彼とユウキを交互に見やっていたが。

「だ、だからって、そいつが味方になったことをわたしが喜んでいると思ったら大間違いだからね！」

　ユウキが罵ののしるような口調でそう言ったので、彼女は堪たまらず口を挟んできた。

「ユウキ、もうそのくらいにしておけ。ライバッハはな……」

「あ、いや、姉あねさん、それはもういいんだ」

　ライバッハが首を左右に振るのでハリガンは口を噤つぐんだが、直すぐに疑わしそうな視線をライバッハに向けた。

「というか……姉さん？　おぬしのほうが吾より年上だと思うのだがな？」

「あぁいや、すまねえ。なんか、あんた迫力があるから……」

「ま、まぁよいがな」

　一つ咳せき払ばらいしたハリガンは、

「ナーガが決めたのなら、吾らに是非はない。おぬしをナーガの部下と認めよう」

　と断じた。

「ありがとうよ、ハリガン。ところで」

　ナーガは先ほどから無言でやりとりを聞いていたヴィータに顔を向ける。

「あんたとあんたの一族はどうなんだ？　俺おれがこいつを部下にしてもかまわないか？」

「まぁ、そうよの」

　ヴィータがじろりと目を向けたので、ライバッハは居心地悪そうに身じろぎした。

「ぬしが決めたことじゃ。吾われはどうこう言うつもりはないの。吾わが娘むすめたちにも、どうこう言わせるつもりもないがの」

「そうか。ありがたい」

　じゃが、と言ってヴィータは、挑むような睨にらむような目をナーガに向けてきた。

「その男が裏切ったら許さんからの？　自分の体重で全身の骨が折れ関節が壊れ、筋肉がぶち切れるまで重くしてやるわ」

「安心しろ。いったん味方になっておきながら裏切る野郎は俺だって許さねえ。絶対にだ。ヴィータがこいつを殺す前に、俺が自らの手で八つ裂きにしてやるさ」

「ならばよいわ。吾らもこやつを龍王ナーガの部下と認めよう。よいな、吾が娘らよ？」

　積極的か消極的かはわからないが、スレイマーヤ一族の魔女たちも同意してくれた。

「ようし。ただ今このときからライバッハは晴れて俺の部下だ。俺は魔女の味方だから、つまりライバッハも魔女の味方になったわけだ。こいつはめでたい！　そうだろう、ハリガン？　おまえたちは初めて人の味方を得たんだからな」

「う……うむ、そうよな」

「この調子なら、人と魔女とが一緒に暮らせる世界なんて、案外と簡単に実現できちまうかもしれねえぞ」

　ハリガンはナーガの言葉に微苦笑を浮かべる。

（そんな簡単にいくはずがあるまいよ。だが、景気づけのために敢あえて楽観的な物言いをしているのだろうな。それならそれでよい。吾が娘らに希望を持たせるためにも、ここはナーガの言葉に乗っておくか）

　そう思ったハリガンは、大きく身を乗り出し、力強く応えた。

「そうだな。新しい世界を創るために立ち上がって直すぐにライバッハのような味方を得たのだからな。こうして一人また一人と人の味方を増やしていけば、さほど遠くないうちに新たな魔女の国が創れよう」

「そういうことだ。さぁ、ライバッハが部下になったことを祝って！　魔女たちの未来が開けたことを祝って！　飲んで歌って脱いで踊ろうぜ」

「おお、そうだな。一つ景気よく……って、いやいや待て待て！　なんで吾らがもう一度脱いで踊る方向へ話を持っていく!?」

「あ、あれ？　違ったか？」

「違うわ！　それほど脱いで踊りたければ、おぬしとライバッハが脱いで踊れ！」

　というハリガンのツッコミに、口笛やら囃はやす声やらが魔女のあいだから上がった。

「いや、こんな奴やつと裸踊りしても、俺おれは少しも楽しくねえぞ？」

「それは俺も同じですってば」

「吾われらはもう脱がんからな。もし脱いだとしても、貴様たち二人の目を潰しておいてから脱ぐわ」

「あ、潰しますか？　ぶちゅっと。わたし、やりますよ」

　両手を伸ばしてアイスが進み出たので、ナーガは眼前に上げた両手を激しく振った。

「いやいや、見ないから大丈夫だ。おまえたちがちょっとでも脱ぐ気配を見せたら、俺とライバッハは全力でこの場から走り去るわ」

「え[image: ][image: ]、つまらないですぅぅ」

　何かを押すように空中で両の親指を動かしているアイスは、ものすごく不満そうだ。

「いやいや、俺の目を潰せなくて残念だ的なこと言ってんじゃねえよ。というか、おまえもうこれ以上酒を飲むな。な、アイス？」

「何を言っているんですか。わたしまだ全然飲んでいませんよ？」

　とアイスがナーガを睨ねめつけてきた。

　救いを求めるようにナーガはハリガンの顔を見やるが、彼女はにべもなかった。

「おぬしがアイスに近づかなければいいだけだ」

（いや、酔っ払ってこいつのほうから寄ってくるから困っているんだが）

　ナーガは救いを求めるように周りを見回したが、誰だれも救いの手をさしのべようとはしなかった。むしろ、そのままアイスに目を潰されてしまえ的な視線が痛かった。

「あ[image: ][image: ]、まぁ俺は部屋の隅でおとなしくしているわ」

「俺もお付き合いしますぜ」

　結局、ナーガとライバッハは宴うたげの主役にも拘かかわらず、魔女たちの歌と踊りの輪に入れないまま、二人で寂しく部屋の片隅で飲んだり食べたりするしかなかった。
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　こうしてナーガは人の部下──ライバッハを得た。

　それはつまり、人と魔女とが抗争を繰り返してきたここ二、三百年の歴史の中で初めて人が魔女の仲間になったということなのだが、魔女たちの多くはまだその意義を理解していなかったし、自覚もしていなかった。

　だが、ナーガは理解していた。

　ライバッハこそが、魔女と人とが共に暮らせる新しい世界への突破口、あるいは橋きよう頭とう堡ほとなり得る存在であることを。

（今回の戦いくさでの最大の戦利品は、エインの砦とりでなんかじゃない。この男だ。この男こそが、魔女たちにとって、とてつもなく大きな戦利品なんだ）

　ナーガは、そう確信していた。















エピローグ１




　飲んで騒いでいた魔女たちが騒ぎ疲れて眠りに就いた頃、ナーガとハリガン、ヴィータの三人は別室に移動していた。




　宴うたげが行おこなわれていた部屋から持ち込んだ葡ぶ萄どう酒しゆとつまみを前に、いま三人は車座になって額をつきあわせている。

「今回も見事な策だったな、ナーガ。こうも易やす々やすとこの砦とりでを陥おとせるとは思わなかった」

　とハリガンが言うと、ヴィータも大きく頷うなずいた。

「うむ、鮮やかな手口じゃったの。最初に話を聞いたときは、何を言うておるのか、この大おお法ぼ螺ら吹きめがと思うたものじゃが、案に相違して言うたとおり味方にも敵にも犠牲者を出さずに無傷で砦を奪とるとはの。大したものよ。龍王ナーガという名はダテでは無いというところかの」

　ハリガンですら、敵味方に犠牲者を出さず、無傷のまま砦を奪ると言ったナーガの言葉を全面的に信じ切れていなかったのだから、今回、初めて行動を共にするヴィータたちが彼の言葉の実現を怪しんでいたからといって非難するには当たらない。

　けれどナーガの言ったとおり、犠牲者を出さず、無傷のまま砦を陥とすことができた。その大戦果に二人の魔女長おさは大いに喜び、ナーガの策を賞賛した。だが、ナーガにはそれほど浮かれた様子は見られない。

「今回の策は、それほどのものじゃないぞ？」

「そう……なのか？」

「ああ。おまえたちの能力を把握し、その組み合わせをきちんと考えれば、じつに順当な結果だ。むしろ必然的な結果だと言ってもいいくらいだ」

「謙遜しておるのか自慢しておるのか、微妙な物言いよの」

　とヴィータは笑うが、ナーガの表情は綻ほころばない。

「それに流れはこちらに来ているからな。戦いくさにしても博ばく打ちにしても、流れを見極めるのが肝心なんだよ」

（その、流れを見極めることこそ難しかろうに。一介の兵士辺りには不可能な話じゃわ。能力はともかく、この龍王ナーガという男、全体の流れを見る立場、つまり人に使われるのではなく人を使う立場、兵を指揮する立場にいたのは間違いないようじゃの）

　笑みを消したヴィータは、そんなことを想像しながらナーガを見やった。

「問題はここから先だ。ここから先、どういう流れになるかまでは、まだ読めない」

　という彼の言葉に、ハリガンとヴィータの表情が引き締まる。

「つまり人の軍は、この砦を奪とり返しに来るというわけだな？」

　ナーガは重々しく頷いた。

「他の魔女たちを安心させるために可能性は低いと言ったが、先にシュバイツ川での戦いに敗れ、今回、またエインの砦とりでを陥おとされたとなると、連中にすれば放ほうってはおけないだろうな」

「じゃがのう、龍王ナーガよ。先の戦いくさと今回のとで、カサンドラ王国軍はさんざんな目に遭おうておるのじゃぞ。直すぐにここを取り戻すための軍事行動なんぞを起こせるものかや？」

「そこが判断の難しいところだ。たしか、カサンドラ王国軍の動員兵力は二千くらい……だったよな、ハリガン？」

「うむ、そのとおりだ。とはいえ、後先考えずに根こそぎ動員となれば、もう少し増えるだろうが」

「シュバイツ川の戦いで五百ほど失っている。そして今回、兵に犠牲こそ出ていないが、逃げた兵がもう一度、剣や弓を取って俺おれたちに立ち向かってくるかというと、かなり疑問だと思う。というか、その前に確認しておきたいんだが」

　ナーガはハリガンとヴィータを交互に見やった。

「俺の感覚だと雑ぞう兵ひようは部将が引き連れてくるもので、国王や領主直属の兵ではないことが多いように思うんだが、実際のところはどうなんだ？」

「吾われらも人の軍組織についてそれほど詳しいわけではないが、カサンドラ王国を例に挙げると、国王直属の場合と、そうでない場合の二種類が存在するな」

　ハリガンがそう言うと、話をヴィータが引き取った。

「片方は雇い兵じゃの。この世界では、食い詰めた者が、今日、明日の食い扶ぶ持ちを確保しようとすれば、兵士になるのが手っ取り早いのよ。この手の兵は、誰だれが指揮するかはべつにして国王直属という扱いになる場合が多いの。で、もう片方は地方の小領主やら国内の貴族やらが連れてくる、いわゆる一族郎党という奴やつじゃな」

「なるほど。俺の感覚とそうかけ離れてはいないな」

「カサンドラ王国軍の主力は雇い兵じゃな。彼奴あやつらは金さえあれば補充が利くでな、今頃カサンドラ王国では新たな兵を必死になって集めておるじゃろうよ」

「となると、動員兵力はあまり落ちていないと考えるべきか」

　頭の中であれこれ計算しながらナーガがそう言うと、ハリガンは難しい顔で、そうだな、と頷うなずいた。

「この砦にいた守備兵は吾らに立ち向かう気をなくしたかもしれんが、代わりの兵はいくらでもいる。もっともカサンドラ王国の金かね蔵ぐらに、どれほどの資金が蓄えてあるのかまでは吾にもわからんが」

「二度も魔女に負けたという話が広まれば、募集しても思うように兵が集まらない……という可能性はないか？」

「それはあるが、しかし、最近は人の国同士の戦が減っておるからな。戦で方便たつきを立てる者の活躍の場が少ないから、腕に覚えのある連中が戦の匂いに釣られてこの地方に集まってくる可能性もあるぞ」

「ふうむ。なかなか難しい要素を孕はらんでいやがるな」

　腕組みして低く唸うなったナーガが、ふと顔を上げた。

「カサンドラ王国が、他の国に応援を求める可能性はないのか？」

「どうだろうな」

「そうよのう」

　ハリガンとヴィータは顔を見合わせたが。

「その可能性は低いのではないかな」

　とハリガンが応えた。

「そうじゃな。ついこのあいだまで敵同士だったわけじゃからの、魔女に負けたから助けてくれとは言い出し難にくいじゃろうのう」

「そうか。なら、そこは考慮に入れなくてもいいのか」

　少し首を捻ひねっていたナーガだが、やがて顔を戻すと、きっぱりとした口調で言った。

「ってことは、カサンドラ王国軍がこの砦とりでの奪だつ還かんに投入できる兵力は、前回と同様、二千程度だと見ていいな」

「それが最大じゃろう。吾われはもう少し減るのではないかと思うがな」

「そうじゃの。吾もせいぜい千から千五百程度ではないかと踏ふんでおるが、それでも吾らにとっては大軍じゃぞ。何しろこちらは、砦の守備に使える者が四十名ほどしかおらんのじゃからの」

「やはり、全員で戦う……のは無理なのか」

「前にも言ったがな、森の中を空っぽにするわけにはいかんのだ、ナーガ」

「そうじゃ。魔女長おさの中には狡こすっ辛からく抜け目のない奴やつがおるでな。吾の支配地を空にしたとたん、『森を捨てたのなら、いただいてもいいでしょう？』などと言って掠かすめ取とろうとするじゃろうよ」

「魔女も一枚岩とはいかないのか」

「残念な話じゃが、仰おおせのとおりよ」

（俺おれの一族も一枚岩にはほど遠かったような気がするが……いや、一枚岩どころか一族で相争っていた気がするぞ？）

「まぁ、それはいいか」

　と呟つぶやいて、ナーガは意識を目の前に引き戻す。

「次の戦いくさはこの砦を守る戦になるが、前回のような、そして今回のような小細工は、もう使えないと思ったほうがいい」

「では、どうするのだ？　相変わらず考えるのも嫌になるほど戦力差は大きいのだぞ」

　とハリガンが迫ると、ナーガはあっさり応えた。

「まぁ、いざとなれば砦とりでを捨てればいいだけの話だ」

「なんだと!?　せっかく奪うばった砦を捨てては意味がないではないか！」

「そうじゃねえよ、ハリガン。俺おれたちの目標は、あくまで魔女と人とが共に暮らせる世界を創ることだろ。この砦を維持することじゃない」

「い、いや……それはそうだが」

「じゃが龍王ナーガよ、この砦を捨ててしまえば目標の達成が遅れるのではないのか？　難しくなるのではないのか？」

「それほどでもないさ。こんな小さな砦に固執していても仕方ない。城を一つ、あるいは国を一つ奪とったなら、少しは頑張ってもいいんだがな」

　ハリガンとヴィータは、よくわからない、という顔で互いを見やった後、改めてナーガに視線を向けた。

「では、具体的にどうするというのだ？」

「具体的な策は……攻めてくる部隊の規模やら装備やら構成やらがわからないと、対策の立てようがないんだが。おまえたちの一族に変装が得意な、あるいは変身ができる魔女はいないか？」

　ハリガンはヴィータに目を向けた。

「ふむ。吾われのところに一人、おることはおるが」

「そいつにカサンドラ王国に潜り込んでもらうことはできないか？」

「できなくはないがの。要するに王国軍の動員兵力やら装備やら士気やらを探ってこいというのじゃな？」

「ああ。今回と同様で、その手の情報があるのとないのとでは大違いだからな」

「あのライバッハという男が知っているのではないのかえ？」

「いや、砦奪だつ還かん軍は新規に編制されるだろうから、あいつにも詳しいことはわからないだろう……っていうか、待て待て、そうか」

　ナーガは、はたと膝を打った。

「何か思いついたのか？」

「思いついたも何も。俺が潜入して調べてくればいいんじゃねえか」

「な……なんだとぉ!?」

　ハリガンもヴィータも目を剥むいている。

「そんな無む茶ちやなことができるはずなかろう」

「どうしてだ？　俺の見た目はふつうの人の男なんだろう？　だったら、奴やつらの街を歩いていても見み咎とがめられることはないだろ」

「いや、そういうことではなく。おぬし、この辺りの地理も知らなければ言葉も話せんしこの世界の慣習も知らんだろう。言葉はレラの呪じゆ符ふがあればなんとかなるやもしれんが、下へ手たをすると呪じゆ符ふの存在がばれるかもしれんぞ。そんな危険を冒してまで街へ行って自ら情報を集めようというのか!?」

「ライバッハがいるじゃねえか」

「……あ？　まさかあいつに案内させようというのではなかろうな」

「もちろん言うんだよ。あいつの地元だろ？　どこだって歩けるし、慣習だって熟知しているじゃないか」

「いやいや、街には見知った顔がいるのだぞ。見み咎とがめられるに決まっておろうが」

「あいつには顔を隠して歩いてもらうしかないけどな。変装が得意だっていうヴィータのところの魔女を一人貸してもらえれば、三人で行ってくるわ」

「行ってくるわって、おぬし、市いち場ばに買い物にでも行くかのような気楽さで……」

　そう言うハリガンだけでなく、ヴィータも呆あきれ顔がおだ。

「大胆不敵も、そこまで行くと『大だい体たい無む謀ぼう』と変わらんのではないかえ？」

「上う手まいこと言うな、ヴィータは」

「誉ほめてる場合か！」

「そう怒るなよ。おまえのところの魔女に何か問題でもあるのか？」

「いや……」

「男二人と女一人の組み合わせなら、街の住民や王国の兵士の注意を喚起することもないだろ？　地理や慣習に関かんしちゃ、ライバッハに任せておけばいいんだし、俺おれがレラの呪符に頼りすぎるのが不ま味ずいっていうなら、ライバッハとおまえのところの魔女に話してもらえばいいんだしな」

「たしかに、ぬしのような髪の黒い異邦人がこの地にいないわけではないが……」

「なら、大丈夫だ」

「楽観的じゃのう」

「違う違う。楽観的じゃないから、戦いくさの前に、きちんと敵の情報を集めておきたいんじゃねえか」

「そういうものかや」

「そういうものだ」

　ヴィータはナーガからハリガンへと視線を移した。

「ハリガン、ぬしはどう考えるのじゃ」

「そうだな。ここはナーガに任せてもよいのではないかな」

「しかし、龍王ナーガをあのライバッハと二人で行かせてよいものか？」

「いや、吾われのところからも一人か二人、護衛を出すつもりだ」

「じゃがのう、故国へ戻って里心ついた彼奴あやつが龍王ナーガを売らんとも限らんではないか」

　というヴィータの言葉を聞いて、ナーガは、ふん、と鼻を鳴らした。

「ライバッハが俺おれを売る？　おまえら、あいつの覚悟を侮あなどりすぎだろ」

「……そうか？」

「そうかえ？」

「魔女の味方となったんだ。人の敵であり、討滅すべき悪逆非道な魔女の味方にだぞ」

　ハリガンとヴィータは嫌そうに顔を歪ゆがめた。

「生半可な覚悟じゃできないぞ、そんなこと」

「……そうかもしれないが、もしものときにおぬしを守れるかどうかは別問題だろう」

「それはハリガン、おまえがつけてくれる魔女とヴィータのところの魔女がやってくれるだろう？」

　ナーガはあっけらかんとしているが、ハリガンもヴィータも渋い顔だ。

「あまり買かい被かぶられても困るのじゃがな。エリュシオーネと組んで行動すれば、なんとかなる……かの」

「エリュシオーネ？」

「いざ脱出というとき、あいつがおれば便利じゃからのう」

「なるほど、そうか。だけど、あいつ背が高いし、目立ちそうだけどな」

「心配は要いらん。男の格好をさせればよいだけじゃわ」

「ああ、その手があったか」

「男なら、あのくらいの背丈の奴やつは掃いて捨てるほどいる……とまでは言わんが、歩いているだけで人目を引くほどでもないからの」

「よし。じゃあ、早速、潜入調査の準備をしよう」

「気が早いのう」

「敵が攻めてくるまで、それほど時間的な余裕はないと見るべきだぞ」

　と言って、ナーガはハリガンとヴィータの顔を交互に見た。

「わかったわかった。では、明日から準備にかかろう」

「そうじゃな。ただしじゃ。エリュシオーネは基本、阿あ呆ほうじゃからな、深い考察とか臨機応変な対応とかを期待されても期待に応えられるかどうか不安じゃわ。ハリガンのところから頭のいい娘こをつけてもらうに越したことはないがの」

「そうか。わかった。吾われのほうで二人、選んでおく」

「吾もエリュシオーネとは別に、もう一人、用意するでな」

　ナーガは大きく頷うなずいた。

「人選は任せる。頼んだぜ」






















エピローグ２




　辺境地方への出入り口を扼やくすように建つ城郭都市グランビスタ──。




　グランビスタ大たい伯はく国こくの国都でもあるここには、辺境管区を管轄する旧教会側の大教会が置かれており、辺境管区長を務めるアイユーブ枢すう機き卿きようはここに常駐していた。




「やあ、ジュエルジュード殿」

　アイユーブ枢機卿は椅子から立ち上がり、両手を広げ、区長室に男を招き入れた。

　男は見上げるような巨きよ躯くを鎧よろいで覆おおい、その上から足下まで届くほど丈の長い上着──サルコルトを羽織り、頭部すべてを隠すバレリィフラムと呼ばれる兜を被かぶっていた。サルコルトに刺し繍しゆうされているのは、男が神聖騎士団であることを示す双頭の獅し子しの紋章だ。

　あまりに背が高く、部屋に入るときに兜が目ま草ぐさにぶつかりそうだった。

　男は悠然とアイユーブの執務机の前まで歩み寄っていったが、彼が足を踏ふみ出す度に、部屋の床が揺れる様な気がする。

　男はアイユーブの執務机の前で歩を止とめた。

　全身を鎧兜で覆ったその巨漢は、そうして立っているだけで、部屋の中が息苦しく感じられるほどの存在感を放っている。

「遠路はるばる、よく来てくれました、ジュエルジュード殿」

「なんのなんの。貴殿に呼ばれたなら魔女の森でも駆けつけましょうぞ」

　ジュエルジュードが言った「魔女の森でも駆けつける」という言葉は、「地の果てでも駆けつける」あるいは「地獄でも駆けつける」という意味合いで使われる慣用句だ。

「どうか楽にしてください」

　アイユーブはそう言って、自分は椅子に座り直した。

　ジュエルジュードは直立不動の体勢を緩め、両足をやや開き気味にして兜に手をかけ、留め具を外して兜を脱いだ。

　現れたのは、その巨躯に似つかわしい厳いかめしくも凛り々りしい顔だった。

　ジュエルジュードは重く大きな兜を足下の床に置くと、改めて背筋を伸ばし、アイユーブに相あい対たいした。

「して、アイユーブ殿、わざわざ我われ等ら八はち八はち旅りよ団だんを呼ばれたのは如い何かなる理由です？」




　神聖騎士団の戦闘部隊は、通常、五百人単位で行動する。これを彼らは「旅団」と呼んでいるのだが、ここで言う「旅団」とは「本拠地を定めず、旅から旅をしながら神の敵を掃討する軍団」というような意味で使われる言葉だ。

　旧教会の旅団はその勇猛果敢さで鳴らした戦闘集団で、ジュエルジュードが率いているのは第三旅団である。

　第三旅団だけが正式な番号で呼ばれず「八はち八はち」と呼ばれるのにはわけがある。




　かつて旧教会側と新教会側が互いの覇を競って全面的に衝突したとき、第三旅団は僅わずか五百名でレシェオネ砦とりでに籠こもり、攻め寄せた新教会側の軍勢五千の猛攻に晒さらされた。

　砦は要衝にあり、ここを抜けば攻め手の五千は友軍と合流できる。そうなれば新教会側の軍勢は総勢一万の大軍に膨れ上がり、旧教会側の拠点都市へ迫れたのだ。

　だが、第三旅団は敵の猛攻に耐え、砦を十日間に亘わたって守り通した。

　十一日後に旧教会側の後ご詰づめが現れ、攻略を断念した新教会軍はついに撤退したのだが、ここでの防衛戦が戦争の行方を左右したと言われるほどの激戦だった。

　解放されたレシェオネ砦に後詰めの軍が入ってみると、五百人いた第三旅団の生存者はたった八十八人だった。

　第三旅団はその勇猛さと類たぐい希まれなる戦闘力、絶対に諦めない信念と神への厚い忠誠心を賞賛され、それ以来、「八八旅団」と呼ばれるようになったのである。

　月日は流れたが、八八旅団の勇猛さは当時も今も変わらない。

　そしてこのジュエルジュードこそが、八八旅団を率いる現旅団長なのだった。




「カサンドラ王国軍が失態を重ねましてね」

　それだけでジュエルジュードは、自分が呼ばれた役目と、八八旅団に対する期待を理解したようだ。

「魔女ですかな」

「そう、魔女です」

　立ち上がったアイユーブは振り返り、背面に置いてある足付き板に張られた紙に描かれている地図を忌いま々いましそうに見やった。

「今まで黒い森に逼ひつ塞そくしていた魔女どもが、最近、何な故ぜか活発に動き始めているのです。森から下りてカサンドラ王国軍の砦を奪うばうくらいに」

　ジュエルジュードは口の端を吊つり上あげた。

「ほほう、それはそれは。まさか伝説の魔女王が現れたとでも？」

「そのような兆候はありませんでしたが」

　小さく肩をすくめると、アイユーブは体からだを回し、ジュエルジュードに向き直った。

「しかし、魔女どものあいだに何かが起きているのは間違いないでしょう。先のシュバイツ川の戦いといい、此こ度たびのエインの砦の戦いといい、なんとも狡こう猾かつで抜け目がなかった。少なくとも戦いくさを知らぬ魔女の戦い方ではありませんでしたね」

「なるほど、それで我われ等を」

「ええ、貴方あなたがた、歴戦の八八旅団を」

「しかし、エインの砦とりでは、たしか百かそこらが籠こもる程度の小さな砦だった……と記憶していますが」

「そのとおりです。もっとも、シュバイツ川での敗戦以降、カサンドラ王国は砦に三百を入れていたようですが」

　少し驚いたのか、ジュエルジュードの眉が跳ねた。

「魔女の兵力は如い何か程ほどだったのです？」

「四十か五十程度ではないかと思われます」

「四十か五十!?　それで三百が籠る砦を陥おとしたと!?」

「はい、そうです。おそらくエインの砦はその人数で陥とされました」

「それが事実だとすると、たしかに容易ならざる事態ではありますが」

　ジュエルジュードは珍しく戸惑いの色を顔に浮かべている。

「いくら魔女とはいえ、四、五十を相手に我われ等ら八はち八はち旅りよ団だん五百を投入されると？」

「いいえ。貴男あなたがただけではありません。いま近隣諸国に檄げきを飛ばして兵を集めています。おそらく三千ほどの魔女討滅軍になると思います。ですから」

　アイユーブは、軽く微笑ほほえんだ。

「八八旅団と合わせて三千五百ほどにはなるでしょう。それで魔女を一揉もみに揉み潰していただきたい」

（この男、相変わらず、えげつないな）

　父なる神に奉仕する者同士とはいえ、軍務一筋で生きてきたジュエルジュードは、アイユーブにどうも相あい容いれないものを感じている。

（が、それとこれとは別だ。とくに魔女が絡んでいるとなれば、な）

「討滅軍の中核は八八旅団が担う形になります。ですから、討滅軍の司令官も貴男に頼みたいのです。よろしいでしょうか」

「貴殿にそう言われれば、わたしには否いやも応もありませんが」

「では、討滅軍の差配、お願いしたい」

「それは魔女が活発に動き始めた理由も探れ……という理解でよろしいのですかな」

「そちらは可能なら、でけっこうです。優先順位としては、魔女どもを蹴け散ちらし砦を奪回すること、できればそのとき一人でも多くの魔女を生きて捕らえること、ですね。捕らえた魔女は人々の前で公開処刑にしますから」

（やっぱりこいつとは馬が合わないな。とはいえ、魔女どもを放ほうっておけないのは間違いない話だ。最近は手応えのない戦いくさばかりで腕が鈍なまっていたところだし、久しぶりに暴れるとするか）

「お任せください、アイユーブ枢すう機き卿きよう。我等八八旅団が来たからには魔女どもの好き勝手にはさせません」

「お願いしましたよ、ジュエルジュード殿」

「して、討滅軍が作戦を開始するのはいつ頃になりますか？」

「兵員を揃そろえ、武器防具や兵ひよう糧ろうを集めるのにもう少し時間がかかりそうです。それまではカサンドラ王国軍に間まを繋つないでおいてもらうつもりです」

「しかし、二度も魔女に敗れたカサンドラ王国軍に、これ以上戦う余力があるのですか？　といいますか、カサンドラ王国軍が砦とりでを奪回できるのなら、我われ等の出る幕などないのではありますまいか」

「余力はないでしょう。ですが、戦っていただきますよ。二度に亘わたる大失態を償つぐなうという意味でね。最初からあの間抜けたちに砦を奪回できるとは思っていません。魔女の戦力を削ってくれれば、カサンドラ王国軍など、どうなろうとかまわないのです」

（要するに全滅してもかまわないという当て馬か。哀れなものだな、カサンドラ王国軍も。だが、それとて身から出た錆さびと言えなくもない。神の威光に泥を塗る輩やからは、神の恩おん寵ちようを受ける資格なし）

　ジュエルジュードは内心で同情しつつ、同時に神の敵に敗れた哀れな王国を切って捨てるのだった。

　アイユーブはにこやかな笑みを絶やすことなく言った。

「捕らえた魔女が多ければ多いほど様々な処刑法で殺せますからね。火炙あぶり、斬ざん首しゆ、磔はりつけ、車裂き。くくっ、悪逆非道な魔女どもが苦痛に耐えかね許しを希こいねがえば、父なる神の威光はさらに高まることでしょう。くっくくく」

　アイユーブの瞳で燃える炎は、信念の炎というより、どちらかというと狂気の炎のように見えた。

（いや、狂喜の……か。まぁこの男の思惑はともかく、神の敵なる魔女の蠢しゆん動どうを見過ごすことはできん。全力で当たることにしよう。八はち八はち旅団の戦闘力、目に物見せてやろうぞ、魔女ども）




　対カサンドラ王国の戦いであれば、流れはこちらに傾いたとナーガは言った。しかし、その先に新たなる敵が現れた。それも恐るべき強敵が。

　そのことをまだナーガは知らない。




　戦乱は、いよいよ辺境地帯全域に広がっていこうとしていた。





あとがき




　どうも、舞まい阪さかです。

『コミックフラッパー』誌での漫画連載、四月発売の号から始まるそうですよ。いやぁ、楽しみですね？　果たしてナーガや魔女っ娘こたちがどんなふうに描かれるのか。文庫では絵にできなかったあんなシーンやそんなシーンが絵になってしまうのか!?　筆者もとても楽しみにしています。皆さんも、ぜひ、その目で確かめてください。

　この「あとがき」の後ろに、コミカライズの告知が載っていると思いますので、詳細はそちらでどうぞ。




　それはさておき。

　今年の札幌の冬は寒くて長いです。冬が長いというよりも「真冬」が長いといったほうがいいかもしれない。もう二月も終わろうとしてるのに、まだ真冬の寒さが続行中。平年値だと最高気温はプラスになっている時期なのに、ここ数日、真冬日が続いてますもん。

　でも、週間天気予報を見ると、来週の後半からは気温が平年並みに戻りそう。あと二三日の我慢です。それでようやく真冬が終わる。まぁ、札幌（北海道）の場合、まだ冬が続くわけですが。三月だって、ふつうに雪降るし。

　しかし、たった三回、冬を過ごしただけで、気温がプラスになるとホッと一息吐つくとか、どんだけ札幌に調教されてるんだ、わたしは！　と思わないでもない。所沢に住んでた頃なんて、日中の気温が十度超えても、早く春が来ないかなぁ、なんて家の中で震えていたものですが。札幌で十度超えたら、もう完全に春だよ。浮かれて外に出ちゃうよ。

　人は環境によって変わる（慣れる）生き物だというお話。もっとも、寒さには慣れても暑さには慣れそうもないのだけど。というより、関東平野の真夏の暑さが嫌で逃げ出してきたので、暑いのに慣れるような場所には、もう行きたくないですけどね。




　それはさておき２。

「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国」の三巻です。

　もう三巻。早いものですね。ナーガと魔女たちの戦いの舞台も、いよいよ人間界へ移っていこうとしています。

　というところで、ここから先、少しネタバレになりますので、本編未読の方は先へ進まないようにお願いします。よいですか？

　まぁネタバレというか、例によって信長話なんですが。

　信長のことを「軍事的天才」と評す場合があります。彼が「天才」であるのは間違いのないところだとわたしも思いますが、「軍事的」な側面に限るのであれば少し違うのではないかと思っています。

　じつは信長、軍事的な面で言うと、それほど画期的なことはしてないのです。「鉄砲三段撃ち」とか嘘ですし、「鉄甲船」だってどうも真偽が怪しいみたいですし、奇襲が得意というわけでもないし、野戦が強かったわけでもないし。

　彼が天才であったのは、むしろ「政治的」な側面のほうでしょう。とはいえ、当時だと政治と軍事は密接に結びついているので、軍事的な要素がないわけじゃないですが。

　例えば信長は必要に応じて本拠地を次々に遷うつしています。当時、同じことをした武将はいません。信長に倣ならった家康が岡崎→浜松→駿すん府ぷと遷しているくらいで、関東管かん領れいに任じられた上杉謙信でさえ、本城を春日かすが山やまから遷そうとしなかったのですから、当時の武将の頭の中には「本拠地を動かす」という概念、感覚がなかったのでしょう。なのに信長だけは天てん下か布ふ武ぶ実現のために次々と本拠地を遷していったのです（清きよ洲す→小こ牧まき山やま→稲いな葉ば山やま／岐ぎ阜ふ→安あ土づち）。おそらく安土の先には石いし山やま／大おお坂さかが彼の頭の中にあったはず。当時の誰だれも考えつかず、誰も実行できなかったことを平然と実行した。これこそ信長が天才であった証左だと言えます。

　ほかにも信長は、他人がやらないことをどんどんやっています。楽らく市いち・楽らく座ざもそう──ただ領国のすべてでやったわけではなかった──だし、街道を整備して幅員を広げたのもそう。誰も相手にしなかった足利将軍義昭を迎え入れ、天下統一のため利用したことなど、信長の独創もここに極まれりといえるでしょう。ことほどさように彼の天才的な側面は、軍事よりも政治や経済の面によく現れています。

　あ、ちなみに。

　今川義元が尾張に攻め込んだ理由を、都に旗を立てる（＝天下統一）ため、などと説明することがありますけど、大おお嘘うそです。当時、日本を統一しようなどと考えていたのは信長以外にいません。彼が足利将軍を迎え、京を支配して各地の大だい名みように号令をかけたのを見て初めて、みんな「ああ、そういうやり方があったのか！」と思い知っただけです。

　今川義元はたんに西三み河かわの支配を確実なものにし、尾張にも橋きよう頭とう堡ほを確保しようとして攻めてきたに過ぎません。つまり領地を増やそうとしただけ。そういう意味では、義元も武田信玄も北条氏康も、当時の大名のレベルから一歩も抜け出してはいません。上杉謙信だけは少しだけ違っていて、彼は戦に勝っても領地を増やそうとしなかった変な武将なのです。言葉を換えるとイカし（れ？）た武将。

　だから「都に旗を立てる」のは言わば「コロンブスの卵」で、言われてみればなるほどだけど言われるまで誰も気づかなかったという。なので義元が尾張へ攻め込んできたのは、都に旗を立てる（＝天下統一）ためなんかでないことは明白です。というか、あの程度の軍勢で、尾張はともかく美濃が抜けるはずがない。

　うん、信長話は楽しいですね。でも、やっているとキリがない。今回は紙し幅ふくも限られていますし、そろそろ終わりにしますか。




　では、最後に恒例の今後の予定。

　二月の「ガブリエラ戦記 終劇 白兎騎士団しろうさぎの大団円」（ファミ通文庫）を以もつて、足かけ九年に亘わたって続けてきた「白はく兎とシリーズ」に終止符を打ちました。で、ファミ通文庫では夏から（たぶん七月）新シリーズを始めます。タイトルは「夜よる姫ひめと亡ぼう国こくの六姫き士し」です。本作「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国」の四巻は、おそらく八月頃じゃないかなぁ？

　秋には（九月頃？）富士見ファンタジア文庫でも新シリーズを始めます（きっと）。

　まぁ、そんなこんなで次の作品までは少し間まが空いてしまいますが、『コミックフラッパー』で「ナーガ」の漫画を読みながら気長にお待ちいただけるとありがたいです。

　では、次は七月（予定）に「夜姫と亡国の六姫士」でお目にかかりましょう。

　あ、舞まい阪さか百貨店新別館、稼働中です。→http://maisaka100ka.blog.fc2.com/





　　　　二〇一三年二月　舞阪＠カラオケでミクの歌を歌うのが心の支え 洸こう











　著者

　舞阪洸（まいさか・こう）

　　札幌に移住して３回目の冬。今年は寒い！

　　でも電気代は以前よりも安くなった。

　　暖房のコツとか、だいぶわかった。




　　浜松出身→上京→大学卒業→弱小出版社勤務→ゲーム業界に転進→たまたまデビュー→その後、独立→現在に至る。札幌在住。







　　好き＝サッカーの試合を見る。

　　　　　美味しいモノを食べる。

　　　　　カラオケで歌う。

　　嫌い＝納豆。

　　　　　待つこと、並ぶこと。

　　　　　猛暑。







　イラストレーター

　よう太（ようた）

　　近所にお気に入りのラーメン屋があり

　　月に２、３度行っているが、

　　回を重ねるごとに明らかにトッピング量が減っていて、そのことについて店員に迫ってみようかとモヤモヤしているお絵描きさん。

　　ラーメンよりつけ麺派らしい。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／よう太

　　装丁／團夢見
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